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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少年は忘れてしまっただろうが、

　少女は、ずっと、誓ちかいを覚えていた






　プロローグ







　暗い、人気のない夜道に銃じゆう声せいが鳴り響ひびく。

　凶きよう弾だんが穿うがったのは、一人の鬼おに。頭を正確に撃うち抜ぬかれ、地に伏ふしている。真っ赤な血がアスファルトに染しみ込み、どす黒い色を作り上げた。

　弾たまを放ったはずの小太りの男は、ライフル銃を構えたまま目を見開き、息を荒あらげていた。今、確かに倒たおしたはずの鬼をおびえたような表情で見つめている。

「お前は一体、なんなんだ！　一体……！　『白ビヤク檀ダン』で何をするつもりだ！」

　動かぬ鬼に、怒ど鳴なりつける。

「渡わたすわけにはいかない。十年前の再来などさせてたまるか！　お前らの思い通りになどさせない！」

　力の限り、叫さけぶ。物言わぬはずの、死体に向かって。

　男の声を止める存在はないはずだった。ここには、彼と目の前に転がる死体しかないのだから。

　しかし、




　──ふ、あははははははっ！




　突とつ然ぜん狂くるったような女の笑い声が漏もれ出す。

　同時に横たわっていた、いや、死んだはずの鬼がゆっくりと立ち上がった。

　額に風穴を空けたまま。

　男は、さらに震ふるえを大きくさせ、銃を抱かかえたまま一歩後ずさる。

「……なんだ、お前は！　なんで死なない！」

　そのまま静かな夜を引き裂さくように、何度も何度も銃弾を放つ。

　放たれた銃弾は鬼の身体からだに突つき刺ささる。一発一発の威い力りよくが高いのだろう。命中するごとに腕うでは千切れ、頭はなくなり、腹からは臓物が零こぼれ落ちる。

　──でも、死なない。

　腕を、頭を失ってもなお、鬼は生き続けていた。

　いくら壊こわしても、死なない。

　一いつ般ぱん的に、鬼の生命力は強いと言われている。

　しかし、頭を砕くだかれて生きていられるほど強くはない。

　目の前にいるこれは、傷を負った側からぐちゅぐちゅと音を立てて、再生している。

　それは、生命の輪から外れた異質な存在。




　──ふふふふ、あははははははっ！




　身体に穴を空けられながら、鬼は笑い続けている。

　愉ゆ快かいそうに。何かを楽しむように。

　しかし、それにも飽あきたのだろうか。

　突とつ然ぜん笑い声を止めた鬼は、鉄の杭くいを出現させて走り出す。

　男は恐きよう怖ふをこらえながら、迫せまりくる鬼に銃弾を浴びせ続ける。

　銃弾を全身に浴びながら、鬼は男の腹に思い切り杭を刺しこんだ。




「!?　ぐ、ぎゃあああああああああああああああああ！」

　小太りな男の絶ぜつ叫きようが響き渡る。

　──あはははははははははは！

　そして、鬼の笑い声も。

　不死の鬼は小太りな男に杭を打ち込んだ。何度も何度も何度も何度も。

　絶叫と哄こう笑しようが響き渡る。

　その夜、絶叫と哄笑が途と絶だえる事はなかった。






　第一章　守り人の思い







「逃にげろ、ヒナ！　気付かれた！」

「うぉう!?」

　土の大地がはるか彼方かなたまで広がる世界。不ふ動どうの見つめる先、何もない場所から、少女の驚おどろきの声が上がった。声と同時にその場所に、錫しやく杖じようを持った少女ヒナが突然現れる。

　彼女に迫るのは巨きよ大だいな土の人形──ゴーレムの振ふり抜いた腕だ。

　あまりの近さに、やや慌あわて気味に錫杖の切っ先を真上に構え、叫ぶ。

「弾くだけ！」

　薄うすいドーム状の盾たてが彼女の上部に出現し、真正面に迫るゴーレムの巨大な拳こぶしを言葉通りに弾き返した。拳を受け止めた盾は、その役目を終えたかのように粉々に砕け散る。

　ヒナの無事にほっとしたのも束つかの間、今度は後方から満み月つきの鋭するどい声が飛ぶ。

「もう片方、真横から！」

　気づいた瞬しゆん間かんに、不動はヒナの前に飛び出していた。

　彼女を守るという誓いを果たすため、迷わず彼女の前に立つ。

　今まで壊すために力をつけてきた自分。人の守り方なんてものはよく分からない。

　だから不動は、ただ鎧よろいを纏まとい大たい剣けんを構えてヒナの前に立つ。それ以外の方法を持ち合わせてはいないから。

　ゴーレムの振り抜かれた両りよう腕うでが、二人を押し潰つぶそうと迫る。

　後ろのヒナが逃げきるまでの時間を稼かせぐためには、ゴーレムを迎むかえ撃つしかない。

　そして、今、まさに不動の大剣とゴーレムの腕が激げき突とつしようとしていた時、




「てめえは阿あ呆ほかぁ！」




　突とつ如じよ、ゴーレムの口から女性の声が響き渡った。

「うわっ!?」

　同時に、ゴーレムの身体が木こつ端ぱ微み塵じんになり、不動や後方にいたヒナに降りかかる。土まみれになった不動は顔をしかめながら、唯ゆい一いつ残り、ごろごろと転がっていくゴーレムの頭部を見やる。

「……一体何が？」

「何がじゃねえよ、阿呆たれぇ！　なに調子こいて、真正面から受け止めようとしてやがるんだ！　死にてえのか！」

　まだ転がり続けているゴーレムの頭から、叱しつ咤たを受ける不動。

　バツが悪そうに、視線を頭部から逸そらす。

「いや、今の瞬間、守らなきゃ、ヒナが危ないなー、と思いまして」

「頭沸わいてんのか！　今回の『訓練』は空そら巡めぐりが要だが、てめえもぶっ壊す事は出来んだろうが！　役割間ま違ちがえてんじゃねえぞ、ボケナスが！」

　口の悪いゴーレムは、罵ば声せいと共に崩くずれ落ちていった。

　不動が顔を強こわ張ばらせていると、遠くから女性がのしのしと近づいてくる。

　派手な赤いスーツを纏った女性。目つきは鋭く、ボリュームのある頭とう髪はつを無造作に背中まで垂らしているためワイルドな雰ふん囲い気きが漂ただよう。狼おおかみ、そんなイメージが似合う。

　不動の担任を務め、実技関連の授業を担当する莅のぞき戸ど里り枝えだ。

　本日行われたのは、ゴーレムとの模も擬ぎ戦せん闘とうであり、あくまで訓練だ。

　今回の実技訓練で、ゴーレムの操作をしていたのが里枝なのだ。しかし、訓練とは言え彼女は割と本気で殺しにかかってくるため、不動も熱が入って訓練である事を忘れてしまっていた。

「プロとして活動していた空巡は、問題なく動けてる。新にい嘗なめやてめえとの組み合わせは、何ら問題ねえ」

　けど、と不動を睨にらみつけて続ける。

「てめえはなんだ？　明らかにおかしいだろうが。なんだ、今の行動？　なんでてめえが空巡を守ってんだ？　……最低限、自分にできる事だけは見み据すえられる奴やつだと思ってたが」

　不動は返す言葉がなく、ただ俯うつむくことしかできない。

　自分自身でも分かっていた。今の『ヒナを守る』という行動は、問題があった。だが、彼は壊すことしか知らない。護まもる術すべがわからないのだ。

　顔を上げない不動の様子に、里枝は深々とため息をついて、頭を左右に振る。怒いかりが収まって、呆あきれているのだろう。

「役割を変えるなら、新嘗と相談しろ。じゃなきゃ、編成からやり直せ」

　ヒナと満月の顔を順に見て、最後に射い貫ぬくように不動に視線を戻もどす。

「でないと、お前、死ぬぞ」

　そう言い放つと、里枝は次のチームの訓練をするために自身の持ち場に戻って行った。







　待機用の部屋へと移動した不動は、額を押さえて項うな垂だれていた。満月は怒おこったようにむっすりとし、ヒナはどうしたものかと、おろおろと二人の顔色を窺うかがっている。

　待合室にはいくつものテーブルとイスが置かれており、四十名ほどいるクラスメイトが全員席についても、まだ余よ裕ゆうがあった。

　一番前には大型のモニターが設置してあり、そこに現在、訓練をしている生徒が映し出されている。

　不動達がやってくると、クラスメイト達は茶化す準備でもしていたのだろう。ほとんど全員が顔を向けてきていたが、三人に漂う暗い雰囲気を見て、一様に息を詰つまらせて顔を強張らせ、スッと定位置に戻ってしまった。

　なんとも奇き妙みような沈ちん黙もくに包まれた室内で、最初に口を開いたのは満月だった。

「不動、さっきの事」

「……ああ」

　責めるような満月の口調に力なく返す。より一層、場の空気が張りつめた。

　一番、近くにいるヒナは、最高潮にドキドキしながら二人を見守っている。

「先生も言ってた。不動の役割は守る事じゃない」

「分かってる」

「なら、なんで？」

　問とい詰められ、不動は一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せてから、ゆっくりと口を開いた。

「ヒナが、危なかったろ。満月の援えん護ごが間に合わなかった」

「それは違う。間に合わなかったんじゃない。必要なかった。巫み女こはあの攻こう撃げきは防げた」

「もしも、があるだろ。大体、ヒナの護浄アルニシは色んな異能を使えて万能っぽいけど、回数制限がある」

「知ってる。武纏フオロや護浄に霊れい力りよくは込められないから、バッテリー式の使ってるって。……でも、まだ余裕はあった。あの局面で私の援護は必要なかった」

「いや、お前の役割は守る事だろ。それができないってどういう事だよ」

　不動と満月との間に漂う空気に、微かすかに険悪なものが混じり始める。

「過信しないで。弾だん薬やくには限りがある。それにどんなに頑がん張ばってもフォローには限界がある。正しい方を選せん択たくしないと守れない」

「あれがお前が思って選んだ『正しい結果』か」

「不動がとった行動の『正しい結果』があれ？」

　どす黒い負のオーラが二人に充じゆう満まんする。喧けん嘩かに発展しかけているが、周りは止めに入る事はできなかった。

　チーム内で起こった不和に不用意に手を出せば、余計にこじれる危険がある。成り行きを見守るか、チーム内の第三者──この場合はヒナが仲裁に入るべきなのだが……何分、彼女も新入りのためどうすればいいのか分からずあたふたしていた。

　満月は狙そ撃げき銃じゆうを抱だきかかえながら、不動を睨み上げた。

「気に入らないなら、先生が言ったように役割を変えるか、編成をやり直すべき。役割変へん更こうの場合は、私、不動は巫女の援護。巫女が前線に立つ」

「……それはダメだ」

　不動は首を振る。それでは意味がない。ヒナは、守らなければならないのに。

「これ以外にはない。巫女の能力で後こう援えんは無理。禍フアン獣タズマを触ふれれば倒たおせる巫女は奇き襲しゆう、もしくは前線に立たないと使えない」

「…………」

　満月の言い分は確かに的を射ていた。

　ヒナが持つ力は禍獣や異能に対して絶大な効果を示す。どんな禍獣だろうと一いち撃げきで殺す事ができ、あらゆる異能を無効化する事さえ可能なのだ。

　しかし、その力──『管理ヴアシリ者アス・エ権限クスシア』を使用するには対象に触れていて初めて、意味を為なす。また、『管理ヴアシリ者アス・エ権限クスシア』に全霊力を注いでいるため、彼女は他ほかの武器である武纏や護浄を扱あつかう事ができない。バッテリー式の護浄を使ってはいるものの、高い出力や長時間の使用には適さない。

　これらの制限があるため、後方での援護はヒナには向いていない。

「編成からやり直す方法もあるけど、あまりおすすめしない。不動と巫女は特とく殊しゆすぎる。不動は遠くの援護じゃないと危険。巫女は普ふ通つうじゃカバーしきれない。だから、不動は私に頼たよった」

　満月は目を逸らさない。不動もまた、逸らせなかった。

「……そんな私も必要ないなら、誰だれが守る？」

「…………」

　言葉に詰まって、何も言い返せない。

『災イフエス害テイオ』と称しようされるほど、不動の攻撃の範はん囲いや威い力りよくは激しすぎる。局面を冷静に判断でき、かつ狙そ撃げきの腕うでがある人間でないと相棒は務まらない。彼を援護できたのは、満月ただ一人だったのだ。

　満月は見た目によらず、実戦で冷静な判断を下すことができる。さらに空間認識能力が格段に高いため、援護の正確性はトップと言っていいくらいだ。

　……今回の件で満月の能力は一いつ切さい、問題はない。あるのは不動の方だ。

「……不動。そもそもまだ、聞いてない。どうして巫女をチームに組み込むのか。どうして巫女を守ろうとするの？」

　満月は真しん摯しな目で、不動を見上げている。

「私は不動を否定したりしない。でも、できない事はやらせたくないから。だから、教えて」

　満月が純じゆん粋すいにこちらの事を考えてくれているのは分かる。

　しかし、ヒナをこのチームに入れようとした理由を話すには、彼女の『秘密』を明かさなくてはならない。それはあまりにも危険過ぎる。ヒナと自分の問題に、満月を巻き込むわけにはいかない。

　だからと言って、噓うそをつく事は憚はばかられた。満月にそんな不誠実な真ま似ねはしたくないし、何より噓はいつかボロが出る。噓がバレた時、満月との関係が今より悪化する恐おそれがあった。

　だから言わない方がいいのだ。不動は、視線を逸らし、首を振ふる。

「ごめん、満月。言えない」

「じゃあ、どうするの？」

「このままで行く」

「『このまま』はできない。今回はそういう話」

　満月は苛いら立だちを隠かくさず、眉まゆをひそめて言う。

「不動が戦せん闘とうでできるのは壊こわすこと。守るための力じゃない。自分でも分かってるはず」

「ああ」

　不動は満月から顔を逸らして、そう一言だけ呟つぶやき黙だまり込む。

　満月が目を見開いて、かちんと固まった。

「…………………………………………………………………………………………不動」

　物もの凄すごく間が空いた後、ぽつりと名を呼ぶ。持っていた狙撃銃を机の上に置くと、彼女はゆっくりと不動に歩み寄った。

「歯、食いしばれ」

　開かれた片手が不動の方へと向かう。

　叩たたかれる、誰もがそう思っていた。

　不動も仕方がない、そう思って、彼女の平手打ちを受ける覚かく悟ごを決めた。

　そんな彼の様子を見て、満月はギュッと不動の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　そのままくるりと身体からだを反転させ、流れるような動作で身体を前に傾かたむける。

「……！」

　次の瞬しゆん間かん、生肉がコンクリートに思い切りたたきつけられるような鋭するどい音が鳴り響ひびいた。

「ぐっ、はっ！」

　床ゆかに思い切り叩きつけられた不動は、息が詰まったように咳せき込む。

　背負い投げを諸に食らってしまった。

　蔑さげすむような目で見下ろしてくる満月。上う手まく受け身が取れなかったため、息ができず苦しいわ、身体は痛むわで、不動は何もできなかった。

「ちょ、フドー！　みっきー！」

　目の前でクラスメイトが本気の背負い投げされるのを目もく撃げきし、さすがにヒナが慌あわててやってくる。

「みっきーいきな……」

　が、満月はやってきたヒナをも殺意のこもったような視線で射貫く。ヒナの言葉は強制的に停止させられる。

　そしてヒナにも伸のびる魔まの手て。

　ヒナも背負い投げを食らえば、最悪な事にこのままでは軌き道どう上、不動の上に落ちる。

　クラスメイトもこれは止めなければと判断したのだろう、近くにいた男子が立ち上がろうとした。

　でも、一足遅おそかった。

　満月はガッと勢いよく摑んだ。

　ヒナの──胸を。

「お？　って、もぎゃあああああああああああああああああああああああ!?」
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　豊満な片乳を摑まれたヒナは、悲鳴を上げる。でも、恥はずかしさからではない。ギチギチと音を立てているのだ、ヒナの片乳が。

　満月は乳を時計回りにねじる。

「もげ、もげらぁあぁぁ！　おほぉおおおおおおおおおおお!?」

　力の限り握にぎられ、ヒナは女の子が決して上げてはいけない悲鳴を上げている。

「ねじるのすとっぷ！　ぷひぃい！　ばっぷぅはぁい！　もげる！　もげちゃぅう！」

「もげろ」

「感じる！　みっきーの殺意を感じる！　なんかだめ！　もう、だめ！　色々とだめ！」

　あぁあああ、と絶ぜつ叫きようをあげて身を捩よじる。

　ふんっと鼻を鳴らし、満月はギュッとヒナの胸を大きく引っ張ってから手を放した。

「……はぁふ……」

　乳を放してもらったヒナは、息をついた。

　──のも束つかの間、満月によって乳を思い切り真横から引っぱたかれる。

「おふぅ！」

　まさかの一撃に耐たえきれず変な声を上げて、胸を押さえながら膝ひざをついてしまう。

　そんなヒナを見下ろし、満月は「へっ」と蔑むように鼻を鳴らすと待合室から飛び出してしまった。

　呆ぼう然ぜんとするクラスメイト。

　ぼんやりと宙を見つめていた不動が、うずくまるヒナに声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶか、ヒナ？」

「おっぱいもげそう」

「すごいセリフだな」

　意味は分かるが、普ふ段だん聞きなれない発言に冷静にツッコむ不動であった。

　……というより、最後のヒナへの攻こう撃げきは必要なかった気がするのだが。不動はそう思いながら、天てん井じようを見つめていた。







　満月は頰ほおを膨ふくらませながら、学園内の廊ろう下かをのしのしと歩いていた。

　授業中であるため、廊下を歩く生徒はいない。満月は気き兼がねなくぷりぷりしながら、先へと進んでいた。

　今日は生憎あいにくの曇くもり空ぞら。雨は降っていないが、その一歩手前の雰ふん囲い気き。

　満月の心も、そんな曇り空のようにもやもやしっぱなしだった。

　別に何でもかんでも話してほしいなどとは望んでいない。必要最低限、守るために重要な事だけを聞きたかっただけなのだ。

　それなのに、一切、話せないときた。

「……不動の、馬ば鹿か」

　怒いかりがたまってきたため、壁かべを平手でぺちぺちと叩く。

　なんで、話してくれないのか。十二支になった事は知っている。けど、その理由はまだ知らない。どうしてなれたのかも知らない。

　きっとヒナに関係する事だろうけど、そんなに知ってはいけない事なのか。このままでは不動に危険が及およぶというのに。……前みたいに死んでしまうかもしれないのに。

　……不動が胸を貫つらぬかれて倒たおれたあの光景が未いまだに忘れられない。もう嫌いやだった。誰かを失ってしまうのは。……『母』のように、自分の下からいなくなってしまうのは。

　うるっ、と満月の目に涙なみだがたまる。ふるふると頭かぶりを振って、目元をぬぐった。

「……言わないなら、それでいい。こっちはこっちでやる」

　ヒナと一いつ緒しよにいるのがダメなのなら、引き離はなせばいい。

「意地悪する」

　満月は、こくりと頷うなずき、携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　ネットに接続し、検けん索さくエンジンに何の単語を入れようか、悩なやむ。人に見つからないように屋上へと向かう最中、単語を思いつく。

『仲たがい　絶交　嫌きらわせる』というものを入れる。

　検索を開始し、数多く出たサイトの中から使えそうなものを選んだ。

　とある女子高校生の復ふく讐しゆうチックなサイトを見る。

「…………」

　──泣きそうになった。あまりにも生々しくて、怖こわくなってしまう。

　ぷるぷると震ふるえながらトラウマになりそうなサイトを閉じて、違ちがうサイトを探す。

　それを何度か繰くり返し、屋上につく頃ころには満月は……。

　ガチで泣いていた。

　どれもこれも狂きよう気きじみていて、生々しくて、ドロドロしていて、恐きよう怖ふしか覚えなかった。真似しようとは欠片かけらも思えない。

　満月は心に決めた。人と人を嫌わせようなどとは思ってはならないと。

「仲たがい、ダメ、絶対」

　とはいうものの、次はどうするべきか。

　相手の秘密を知るにはどうすればいいのだろう。

「会話テクのサイト？　…………盗とう聴ちよう？」

　やや迷走して、危ない思考に行き着きそうになっていた。

「……？　誰だれ？」

　ふと辿たどり着いた屋上に、誰かがいることに気付く。

　校庭を見下ろす後ろ姿は制服ではないため、生徒ではないのは分かったが、かと言って先生のような雰囲気でもない。

　ふくらはぎまで届く黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的だ。上着は薄うす手でのセーターのような質感の物を纏まとっているのだが、妙みように袖そでが長く指先がすっぽり隠れてしまっている。地面すれすれのロングスカートをはいているなど、肌はだの露ろ出しゆつがとにかく少ない。

　と、その女性が満月の気配に気付いたのだろう、振り向いた。

「あらん？」

　かくん、と首を傾かしげてくる。

　第一印象は、おっとりとした大人の女性。胸は大きいが、スレンダーで理想的な体型と言えるだろう。

　彼女は、ぱたぱたと満月の方まで駆かけ寄ってきた。

「んー、もしかしてここの生徒さん？」

　一応、頷く。

　すると、女性は嬉うれしそうに、ぽふんと袖に隠かくれた両手を合わせた。

「良かったわぁ。実は迷子になったのねぇ。高い所に昇のぼれば、行くところ分かるんじゃないかと思ってたんだけど、もっと訳分かんなくなっちゃったのよねぇ」

「…………」

　方向音おん痴ち、か。納なつ得とくできる。言っては悪いが、なんだか抜けてそうな感じであるし。

　というか、誰なのだろうこの人。

　そう思っていると、「あら」と女性がようやく自らが不ふ審しん者級の存在であるのに気付いたようで、眉まゆを八の字にしながら微笑ほほえむ。

「ごめんなさいねぇ。自己紹しよう介かいがまだだったわぁ。実は私、この学園でカウンセラーを務める事になった大おお神がみ夜よ見みよぉ」

「カウンセラー？」

「ええ、心のケアをするために私はやってきたのよっ。この学園は戦せん闘とうが主な実習内容だから、その分、他ほかの学校よりも心にかかる負荷は大きいと思うのよぉ。カウンセラーはある意味必ひつ須すなはずなのよねぇ」

　なるほど、と満月は納得する。

　戦う、ということは想像以上にストレスを感じる。しかもそれが、命の危険と隣となり合わせの場合はなおさら。都市の結界や武纏、護浄の性質の向上で死者は減ったものの、まだ死という危険が完全に取り除かれたわけではない。

「職員室辺りに行きたいんだけど、案内してくれると助かるわぁ」

「大丈夫。連れて行く」

「ありがとう、嬉しいわぁ。今日は顔見せだけだから、本当は早めに帰って夜ご飯のお買い物がしたかったのよぉ。助かるわぁ」

　にこにことしながら、ほんわかとお礼を言ってくる夜見。

　周りを和ませる能力を持っているのだろう。満月は、今まで鬱うつ屈くつとしていた気分が少し緩かん和わされた気がした。

「あっ、そういえば。貴女あなたのお名前は？」

「新嘗満月」

「満月ちゃんね。……あら？　授業はまだ、やってそうだけど……」

「…………」

　気付かれた。というか、気付くのが遅すぎる。本当にカウンセラーをやる気があるのだろうか、この人は。ほのかに夜見の今後に不安を覚えながら、満月は無言を貫いた。

　夜見はかくりと首を傾げる。

「あらん？　何か深いわけがあるのぉ？　……なるほどっ。つまりカウンセラーとしての私の力量を試す時がいきなりきたのねっ！」

「正式に就任してから」

「あらぁ」

　ぴしゃりと言われ、残念そうに肩かたを落とす夜見。

「むぅ、いいじゃないのよぉ。カウンセリングしてお友達増やしたいの。屋上で出会いを果たした生徒とカウンセラー。初めての相手。とっても運命的なのよぉ。そうなのよぉ」

　唇くちびるを尖とがらせ、子供のように身体からだを左右に振ふって文句を言いながら、ちらちらと満月を見やる。

「手続きを踏ふんで、特定の教室内で誰かがくるまで待ってるべき。一人で」

「非情で現実的っ！」

　ひどいわーと言いながら、夜見は微笑みを浮うかべる。

「まあ、いいんだけどねぇ。でも、貴女、結構悩んでいるように見えたから。少しでも力になってあげたかったんだけど。仕方ないわねぇ」

「…………」

　夜見の優しげな言い方に、少し罪悪感を覚える。でも、上う手まく話す自信もないし、解決策を得られるとは思えない。今回の問題は不動の…………。

（……そういえば）

　少しだけ案を思いついた。カウンセラーなら、もしかしたら解決できるかもしれない。

「誰かに秘密を話してもらいたい時、どうすればいい？」

「ん？　んー、そうねえ」

　突とつ然ぜんの質問に特に怪け訝げんになる様子もなく、夜見は指を唇に当てて考え込む。

「人の信しん頼らいを得るのが一番ねぇ。信じていない人間には大切な事は教えないでしょうし」

「秘密を知るために信頼してもらうには？」

「信頼を得るには、人それぞれねぇ。まあ、大おお雑ざつ把ぱに言うとその秘密を知るに足る資格を持っているか否か。秘密にするって事は、話せない事、危険な事だからだと思うの。前者は心をさらけ出す事になるし、後者はその人を慮おもんぱかっての事ねぇ」

「……資格」

　他の人間よりも共に死線をかいくぐってきたつもりだ。でも、それでも信頼されていないというのだろうか。

　満月が思い悩んでいると、夜見は自らの顔の横にピッと人差し指を立てた。

「もう一つ。教えてくれない理由にその人と秘密を共有する人がいる事かしらぁ？」

「共有する人？」

「そう。信頼関係が十分でも教えてくれないのは、その秘密が当人だけの事じゃないからかもしれないわぁ。もしかしたら、他の秘密を共有している人が大きなキーかもしれないわねぇ」

「…………」

　満月は思い至る。不動の秘密は、ヒナが大きくかかわっていたことを。

　……そして不動が隠している秘密がヒナに関係している事だと知りながら、彼女には直接問いただしはしなかったのを。

　無意識的に避さけていたのだろう。

　……恐おそらく、いや、確実に空巡ヒナに嫉しつ妬としていたのだ。

　不動と出会ったばかりなのに、隣となりにいる権利を得た彼女を。

　だから、基本的に言葉を交わそうとはしなかった。土つち蜘ぐ蛛もの事件が終わってからずっと。

　それでは、ダメなのだろうか。

　満月は俯うつむき、考え込む。

　そんな満月の様子を、夜見は優しげな眼まな差ざしで見守っていた。

「解決できそうな案が思い浮かんだのかしらぁ。だったら、試した方がいいわねぇ」

「……やってみる」

　ヒナと今一度、話してみなければならないだろう。

　そんな決意を満月は固める。

「みっきー！」

　すると、タイミングよく目当ての少女が現れた。走り回って探していたのだろう、息を切らして目の前までやってくる。「ごめん」と言って、少しの間、息を整える。

　顔を上げたヒナは、口を開きかけるが満月の隣にいる夜見を見て、首を傾げる。

「えーっと？」

「大神夜見よんっ。カウンセラーとしてこの学園に赴ふ任にんしてくる事になったのよぉ」

「ああ、そうなんですか。よろしくお願いします」

「よろしくねぇ。もしよかったら遊びにきてほしいわぁ」

「あっ、はい。お菓か子し持参でもいいですか？」

「おっけー」

　親指を立てて、夜見はフレンドリーに接する。

　ヒナと満月を交こう互ごに見やると、夜見は微笑みを浮かべてペコリと会え釈しやくする。

「それじゃあ、私はおいとまさせてもらうわぁ」

　るんるん、と鼻歌を歌って立ち去ろうとする夜見だったが、満月はその後ろ姿を見ながら一言声をかける。

「職員室、わかる？」

「はっ！」

　かちーん、と固まった。恐る恐る後ろを振り向いた夜見は、少しだけ恥はずかしそうな顔をしながら、入口の方を指さす。

「待ってるから、お話が終わったら案内してほしいわぁ」

「わかった」

　こくりと満月が頷うなずくと嬉しそうにぽふりと手を合わせて、屋上の出入り口の壁かべ際ぎわに歩いて行った。

「…………」

　夜見が去った屋上で、やや緊きん張ちようした面持ちで対面する二人。

　沈ちん黙もくが続いていたが、ヒナが先に口を開く。

「……フドーには私が待ってって言ったから、待合室にいるよ。なんだか、この件については私がみっきーと話さなきゃならないと思ったから」

「うん」

　こういう所が好感に値する。だから満月はヒナのことを本当に嫌きらいにはなれなかった。

「私は一つだけ、みっきーに聞きたい」

　一度息を深く吐はき出してから、気持ちを整えるように呼吸を繰くり返す。そして気持ちを固めたのだろう、しっかりと満月を見ながら、ヒナは口を開いた。

「みっきーは私がフドーの隣に立つのは、やっぱり嫌いや？」

　言ってしまった、という怯おびえた顔で満月を見やる。

　怖こわがっている、それが簡単に分かってしまう。

　彼女は以前、不動に守られたいと願い、結果そういう形になっている。けれどその我わが儘ままを貫つらぬき通すほど、強い人間ではないのだろう。否定したら、きっと身を引くに違ちがいない。きっと割り切ってそうしてしまうだろう。

「……私は不動を守るためにいる」

　ぽつり、と満月は呟つぶやく。

「不動にとって危険なモノは極力近づかせたくない。だから、そっちも近づかせたくはなかった」

「…………そっか」

「不動の力は誰だれかを守るのには向いてない。不動が何かを、守るためには壊こわさなくちゃならない。敵であっても大切なモノであっても」

　そうしなければならないし、何よりも『そう』割り切ってしまう時があるのだ、不動には。

　たとえそれがたった一つの宝物でも、傷つけなければならないなら、彼はそうする。

「だから、守られるだけの存在は必要なかった。いらなかった」

　守る事ができないから。何より、守られる存在が傷ついてしまうかもしれないから。

「…………」

　ヒナは俯き、肩を落とす。

　満月は、小さな声で言う「でも」と。




「巫み女こはいていいと思う」




「え？」

　驚おどろいたような顔で満月を見つめるヒナ。

　恥ずかしさを紛まぎらわすために、満月はしかめっ面をする。

「守られるだけなら、私は不動から引き離はなすつもりだった。でも、チームを組んでからちゃんと巫女は戦ってくれた。ちゃんと自分も守れるし、不動の負担も減らせる」

「えっと、じゃあ、あの……」

「さっきの喧けん嘩かは不動の立ち居振ふる舞まいが悪い。巫女を守ろうとばかりしてる。それが気に入らなかった。巫女は戦えるのに。意地になってる不動がダメだと思ったから」

　むしろヒナは必要とさえ思った。扱あつかいにくい制約と能力を持っているが、上手く組み込む事ができれば強い力となる。その分、不動の負担も減るはずだ。

　……それを不動が理解していなかった。喧嘩の理由はそれだ。

「だから、巫女が不動の隣に立つ事は構わない。役割を全うしてくれるなら」

「お、おお……」

　ぷるぷるとヒナが震ふるえている。

　けれど怯えているという風ふ情ぜいではなく、目を煌きらめかせ感無量といった様子だった。

「みっきー！」

　やっほい！　とダイブしてくるヒナを、満月は華か麗れいにかわした。

　急には動きを止められず、どぱん、と全身を地面に叩たたきつける。

「うぉお……なんか破は裂れつした！　内臓もつっぽいのが、ぱぁんって！」

　腹を押さえて芋いも虫むしのように丸まって悶もだえ、呻うめいている。馬ば鹿かである。

　満月は呆あきれたような顔でヒナを見つめていた。顔はいいのに頭が色々と残念だ、これは。

　しばらく転がる彼女を眺ながめていたが、少々落ち着いた所で声をかける。

「……巫女」

「おう？　なーぬ？」

「…………どうして、不動は巫女を守るの？」

「……気になるよね、やっぱり」

　器用に手を使わないで、起き上がったヒナは、いつもと違って真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

「認めてくれたみっきーには、誠意を見せたい。……けど、まだダメ。私はまだみっきーの実力をよく知らないから。安易な感情で巻き込む事だけは避けたい」

「…………」

「でも、一つだけ言えるのは、フドーは『私』を守ろうとしている訳じゃないんだ。『私の力』を守ろうとしてるの」

「力……」

　禍獣を一いち撃げきで殺せる上に異能を改変してしまう異質な能力。

　それが不動にとって必要な力。

「その力は私が死んだくらいじゃ消えないから、正直、命を張って私を助けてもらう必要はないんだよね。だけど、『私』を守ってもらう契けい約やくをしちゃったから……」

　申し訳なさそうに眉まゆを下げるヒナに、満月は思い出す。

　ヒナが誰かに守られたいと願っていたのを。

　不動は力の対価として、身を挺ていしてヒナを守ろうとしているのだろう。だから不動は、無む理り矢や理り守ろうとしているのか。

「……巫女は傷つけられなければ──殺されなければ問題はない？」

「言っちゃえばそうかな。多少のリスクは背負うつもりではいるよ」

「…………」

　……なるほど。満月は少しずつ、理解していく。

　ヒナは深々と頭を下げた。

「詳くわしく言えなくて、ごめん」

「別にいい。……とりあえず、戻もどる」

　そう言って、満月はヒナと共に（ついでに夜見を職員室に連れて行って）、不動の下もとへ向かう事になった。







　待合室で不動は翔しよう真まと共にいた。授業が終わり、他ほかの生徒はすでに退室しているため、無む駄だに広い空間にはもの悲しさが漂ただよう。

　そんな中で二人は、拳こぶしを構えて、対たい峙じしていた。

「つかよ、なんで俺、残されてんだ？」

「さっき先生に言われたんだよ。『満月と話し合えや、馬鹿』って。それで探しに行こうとしたら、ヒナが行くって言ってさ。それで俺が待ってる事になったんだ」

「なるほど」

「さすがに一人で待ってるのはつまらないから、先生に『翔真なんてどうせ暇ひまだから組手していいですか』って聞いたら『いいんじゃないか、どうせ暇だから』って言うから」

「俺の扱いがぞんざい過ぎて泣けてくるぜ」

　不動が右ストレートを放ち、翔真がいなす。

　拳のみを使った簡単な組手だ。基本的な型や攻こう撃げき、防ぼう御ぎよの練習的な意味合いが強く、どちらも全力ではやっていないため、気軽に話す余よ裕ゆうがある。

　拳が肉を打つ、鋭するどくも爽そう快かいな音が部屋に鳴り響ひびく。

「てか、さっきのはさすがに焦あせったぜ。いきなり新嘗が背負い投げすんだもんよ」

「俺もだよ。まあ、満月は身体能力も高いの知ってたけどさ。油断してても食らうとは思わなかった」

　不動は翔真のストレートを胴どう体たいを捻ひねる事で回かい避ひし、そのまま遠心力で側頭部に裏拳を叩き込む。

　だが、それは容た易やすく片かた腕うででガードされてしまう。

「いや、そういう事じゃねえよ」

「……？」

「新嘗って結構、お前に対してポカポカ殴なぐりかかったりするけど、ガチな事ってねえじゃん。俺はあんま見た事、……てかまったくねえし」

　翔真は答えつつも不動の拳を避よけ、逆にカウンターを放つ。腕が真横にはじき飛ばされ、じぃんとした痛みがやってくる。しかし、すぐに腕を引いて、構え直し、更さらなる反はん撃げきに備える。

「あれ、マジで怒おこってたって事だろ。……まあ、確かにあの時のお前の行動はどうかと思ったぜ。一か月前に一度、本当に死んでるから笑えねえだろうし」

「…………」

　翔真の左ストレートがガードをすり抜ぬけ、不動の胸を抉えぐる。衝しよう撃げきで息がつまり、距きよ離りをおくために数歩身を引いた。

　追つい撃げきをかわしながらなんとか呼吸を整えたが、胸は若干痛む。……いや、幻げん覚かくの痛みかもしれない。一か月前、『心臓を貫かれた』痛みを身体が思い出しているのだろう。

　翔真が言うように、不動は一か月前に起こった九く頭ず龍りゆうのテロの最中に幹部の人間と対峙し、殺されている。心臓を鋭い針で貫かれて。

　現在、こうして生きているのは奇き跡せきと言っていいくらいだ。

　ちなみに、翔真にも満月と同じようにヒナの秘密以外は全すべてを話してある。死んだ事や『鬼おに』として生き返り、暴走した事を。

「まだ秘密があるみたいだけどよ、新嘗には話しておいた方がいいぜ。全部は話せなくてもよ、ある程度は言えるだろ」

「まあな」

　ラッシュを払はらいのけつつ、不動は軽くため息をつく。

　二十秒以上、連続で攻撃を続けているにもかかわらず、翔真は息を切らさない。それどころか、「そういや」と何か思い出したように会話をさらに続けてくる。

「結局、お前の鬼化ってどうなったんだ？　異能使えんのかよ」

「いや、前と同じ状態に戻っただけだな。それ以外は特に変わりはないっ」

　翔真の拳が不動の腕に当たり、肉を打つ鋭い音が鳴り響く。

　二人ともその状態で少し固まると、同時に息を吐はき出し、一歩離れると互たがいにお辞じ儀ぎをした。一時の休きゆう憩けいだ。

　不動は片手で額を触さわりながら、天てん井じようを見上げた。

「いつも通り、武纏も使える。角もあれ以来生えてない。検査した結果も、脳内の星雲石ネビユラは特に問題ないらしい」

「不思議だな。確かにそん時は鬼になったんだろ？　普ふ通つう、鬼化したら戻らねえはずなんだけどな」

　人間に星雲石が憑ついた場合、禍獣と同様に異能が使える化け物と化す「鬼化」と呼ばれる現象が起こる。唯ゆい一いつ、禍獣と違ちがう点は人間としての理性を保っていることと、人を襲おそわないことだろうか。

　異能の力が使える上に身体能力も強化されるいたれりつくせり仕様だが、それと引き換かえに普通の人間に戻れなくなるため、好んで鬼になる人間はいない。

「……例外が色々重なった、とは言われてるな」

　実の所は、ヒナの功績が大きい。彼女の星雲石に対する干かん渉しよう能力のおかげで、完全に鬼と化す前に不動は人に戻る事ができたのだ。

「身体は特に問題ねえんだ？」

「一応な。……一つだけ、副産物がついてきたけどな」

「副産物？」

　スポーツ飲料を飲みながら、眉をひそめる翔真の前で不動は机の端はしを片手で摑つかむ。机と言っても長机で、二メートル以上の大きさがある。

　それを片手で軽々と持ち上げる。しかも水平に持ったまま、微び動どうだにしない。

　ハッ、と翔真は小さく笑う。

「すげえな、おい」

「大たい剣けん状態の迦カ楼ル羅ラを身体の霊れい装そうなしで持ってみたりしたけど、普通に使えた」

「マジかよ。つか、あの剣って何キロだよ」

「百キロはあるんじゃないか？」

　すげえなそりゃ、と翔真はくつくつと笑う。

「人外に近づいちまったな」

「まさしくな。……そんな訳で大剣を普通に持てるからさ、瑠る璃りさんに報告して、迦楼羅の霊装を若干変へん更こうしてもらう事を画策中。胸とかの急所の霊装を強化して、腕と脚あしは霊装を削けずる形にしてもらおうと思ってる」

「おいおい、冷静すぎんじゃね？　そんな話されたらあの生徒会長も泣いちまうぞ？」

「そうか？　……大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　まあ、製作者からしたら完成した形を崩くずす事に抵てい抗こうあるかもしれないけど」

「いや、そういう事じゃねえって」

　翔真が呆あきれたように頭かぶりを振ふる。

「お前が化け物に近づいたって話をされたらどう思うかって事だっつーの。こええだろ」

「俺が瑠璃さんを襲う事になるかもしれない事が？」

「それもちげえ。身近な人間が化け物的に変わって行ったら、襲われる以前になんかこう、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふを覚えるもんじゃね？」

「…………そうか？」

　本当にナチュラルに首を傾かしげる不動。翔真の言っている事が分からなかったのだ。

　そんな彼を見て、翔真は訝いぶかしげに眉をひそめた。

「……なあ。この際だから言うが……、お前、昔と違ってなんか相手の心の移り変わりとか感じる能力鈍にぶくなってね？　星雲石を脳にぶち込まれる前と今とでよ」

「入れられる前って十年も前の話だろ。十年もあれば脳内に星雲石が入ってなくても変わる」

「変わってんじゃねえ、鈍くなってんだよ」

　翔真がそう言って、不動の目をまっすぐ見み据すえる。そこにある感情の変化を読み取ろうとしたのだろう。

　しかし、それは失敗に終わる。変化がなかったのだ。

　不動は特に何も感じなかった。ただ、機械的にその事実を認め、頷うなずく。

「……かもな。星雲石を脳に入れる事自体珍めずらしすぎる。機械で補ってるようなもんだから、若干の不備が出てもおかしくはない」

「それだ。そう、納なつ得とくするのもおかしいってんだよ」

　深い吐と息いきをついて翔真は構えを取る。

　ただ、今度は拳は緩ゆるく握にぎり、腕はほとんど垂らした形になっている。身体全体の力を抜いて、不動を見据える。

　不動も翔真に向かい合うように立った。

「本番、な。……なんでもありでいいのか？」

「いいぜ。お互い、殺しに行く気でやるか。時間は三分」

「長いな。……てか、話はいいのか？」

「新嘗とヒナちゃんがくるのにもう少し時間かかんだろ。ちょうどいいくらいだっての。……それに、話はもういい。どうせ言ったって変わりゃしねえんだからよ」

　そう疲つかれたように言われ、苦笑を返すしかない。確かにどうしようもない。

　説教だけで人格が変えられるほど、人間は容易くない。誰だれだって頑がん固こにできている。

　二人とも、息を整える。

　互いにお辞儀をして、試合を開始する。

　翔真は動かない。ただその場に立って、対峙する相手を見つめるだけ。本気で戦う翔真はいつもこのスタイルだ。

　さて、どうするかと考える。実を言うと不動は翔真に格かく闘とう戦において一度も勝った事がなかったのだ。正直、現在も勝てる気がしていなかった。

　一いち撃げきでも当てれば勝てるが、そもそもその一撃が与あたえられない。

（掠かすりはしてみたいんだけどな）

　そう負けを前提とした事を考えながら、不動はノーガードの構えをとる翔真に向かって行くのだった。







　不動と翔真の試合開始から五分後、待合室に戻もどってきたヒナたち。

　意い気き揚よう々ようと乗り込んだヒナと、少し緊きん張ちようした満月が見たものは、不思議な光景だった。

　翔真は普通に椅い子すに座ってごくごくとスポーツ飲料水を飲んでいる。

　対して、不動は床ゆかにうつ伏ぶせに転がっていたのだ。

　一応、ペットボトルは頭の部分に置いてあるが、手を付けた様子はまったくない。何な故ぜか、待合室の机や椅子がとんでもなく散らかっている。まるで台風が通り過ぎた跡あとのようだ。

　ほかほかした二人。若干、熱気がこもり荒あれる待合室。

　ぐったりする不動に平気な様子の翔真。

　それらを見たヒナは、きゅぴーんと何かひらめく。

「まさかフドーとしょうまんってば、がった──」

「ちげえよ」

「おぶすっ！」

　ごん、と不動にペットボトルを、顔面にぶつけられる。

「来て早々に何言ってんだ」

「いや、どう見ても事後にしか見えない。どう見ても不動がうけどひゅう!?」

　今度は椅子が飛んできて、慌あわてて避ける。

「ちょ、不動危ないっす！　ていうか、よくその体勢で入口の私まで飛ばせたね」

　それなりに広い待合室の真ん中にいる不動は、入口にいるヒナとはやや距離が離はなれている。にもかかわらず、彼は寝ね転ころがりながら、金属製の椅子を全力で投げつけたのだ。

「お前が変な事を言うから、頑がん張ばった」

「その変な頑張りに敬意を表するっ！」

　馬ば鹿かなやりとりをしていると、満月がペットボトルを手に取り不動の下へ駆かけ寄り、見下ろしてきた。

　しばしどちらも固まる。不動は気まずそうな顔をして、けれど必死に彼女から目を逸そらさないようにしている。満月は黙だまってそれを見つめ返していた。

「とりあえず」

　最初に口を開いたのは、満月だった。ぽつりと呟つぶやいてから、しゃがみ込んでペットボトルの蓋ふたを開けると不動の口に近づける。

「巫み女こと話はした。……詳くわしくは知らない。でも、やっぱり不動が間ま違ちがってる事は分かった」

「……そうか」

「私は不動を許さない。このまま続けさせる気はない。……巫女を隣となりに置きたいなら、巫女も戦わせる」

「…………」

　不動はどう言っていいか分からない。

　ちらりとヒナを見ると彼女は、こくりと頷く。……感情を上う手まく感じ取れなくても、今のは理解した。ヒナも自ら戦う事を許容している。

「少し、考えさせてくれ」

「分かった。……でも、長い間は待たない」

「ああ」

　不動はどうするべきか、悩なやむ。守るべきなのに、ヒナに戦わせるとは。

　彼女を守ると決めた以上、守る事はしなければならないのに。……どうすればいいのだろう。不動にはヒナをどう扱あつかえばいいのか分からなかった。

「……不動、飲んで」

「っと、悪い」

　未いまだ身体からだを動かせない不動は、特に恥はじる様子もなく満月に飲料水を飲ませてもらった。

　そして、考える。

　自分には人の感情を理解する能力が欠落している。

　それ故に周りの人間の感情の変化に気付くことができない。

　そんな自分を満月は一体、どう思っているのだろうか。ヒナは、翔真や瑠璃、明めい花かは……という考えが悶もん々もんと頭を巡めぐる。

　けれど分からなかった。

　少しも彼らの気持ちを理解する事ができなかったのだ。

　不思議と悲しくはなかった。

　でも、なんだか、胸の奥が少し辛つらかった。

　不意に満月を見上げると、彼女はペットボトルを口から離してくれる。

　今、『もういらない』というのを理解してくれた満月。

　相手の心を理解する事ができなくても、経験からそれが難しいのはよく分かる。満月のようにするのは、簡単な事じゃない。

（何故なんだろう）

　興味がある。

　満月はどうして、そこまで理解してくれるのだろうか、と。

　どうして愛あい想そを尽つかさず、これまでずっと隣にいてくれたのだろう。

　出会いはただ単に能力が優れているからという理由で、引きこもりの満月を連れ出したにすぎなかった。彼女はいつかどこかで見限るか、逃にげ出しても良かったのに。

　……どうしてなのだろう。

「……み」

　不思議に思って、尋たずねようとした不動だったが、その瞬しゆん間かんに待合室に携けい帯たい電でん話わの無機質な呼び出し音が鳴り響ひびいた。

「不動のだな。つか、初期設定のままかよ」

　長机の上にある携帯電話を翔真が手に取り、無造作に放ほうり投げる。

「お、おい！」

　動けぬ不動は焦あせるが、携帯電話を満月が華か麗れいにキャッチ。

　安あん堵どするが、表示画面をちらりと見た満月の表情が変わった事に若干血の気が引く。

　満月は不動に画面を突つきつける。

「誰？」

　そう言った彼女は怒いかりなどの明確な感情はなかったが、妙みように冷たい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。何故か分からず硬こう直ちよくしてしまう不動。

　そこに表示されているのは『若にやく王おう子じ宇う美み』。特異な着ぐるみ少女の名前と番号だ。

「……十二支関連？　なら私も行く。……でも違ちがう事なら…………」

　その先は何故か言わなかった。

　不動は満月が何を考えているのか分からなかった。

　分かった事は、拒きよ否ひ権はないという事。

　なぜなら、数少ない感じる事ができる感情──強い殺意だけが満月から感じ取れたからだ。







　宇美との待ち合わせは、この蒼帝アルモ学園ニアでだった。

　電話では詳しい話はされなかったが、どうやら学園内の人物に協力を仰あおぐため出向いてくるらしい。

　十二支としての資格を得ているため、不動は授業を堂々と休むことができる。担任の里枝をはじめとする教師陣じんは、不動が十二支の一員となったことを知っている。その本当の理由は明かされていないが、対外的には前回の土つち蜘ぐ蛛も事件の功績によるものとしている。

　ヒナは十二支としての公式なパートナーと認識されているため、同じく授業を免めん除じよ。満月も彼女本人の強い意思と、里枝の「新嘗は九く鬼きの相棒だから良し」という口くち添ぞえによって、同様に休むことを許された。

　そんなわけで、宇美の指示通りに応接室で三人仲良く待っていると、電話から三十分ほどで待ち人はやってきた。

「こんにちは」

　相変わらず虎とらの着ぐるみを纏まとった、特とく殊しゆな外見の少女が現れる。感情が読み取れない無表情が常であるため、違い和わ感かんがとんでもない。

「ああ、こんにちは。……って、宇美。なんだそのビニール袋ぶくろ」

　宇美が持っていたビニール袋に注視する。スーパーでよくもらう袋……というかまんまスーパーのロゴが入ったビニール袋に何やら色々と入っている。一見すると普ふ通つうのビニール袋に見えるこれだが、何か重要な意味があるのかもしれない。

「今回の捜そう査さで使うものなのか？」

「いいえ。単純に白菜と豚ぶた肉にくが安かったから、買っただけよ」

「……そうか」

　色々と突とつ拍ぴよう子しがなさすぎる。

「今日の夜ご飯の材料か」

「そうとも言えるわね。と、言っても私は料理ができないから、ヒナに頼たよる事になるんだけれど」

「おお、うーみん。今日なににすんのー」

　たたた、とヒナが宇美に駆け寄り、袋の中を覗のぞき込む。

「豚とん汁じるがいいわ。材料はこれでいいかしら」

「豚肉、白菜、大根、豆とう腐ふ、コンニャク、エトセトラ……うん、大だい丈じよう夫ぶかな。里さと芋いもは冷蔵庫にあったし。あっ、お味み噌そも買ってきてくれたね。確かに少なかったから助かったかも」

「浅あさ漬づけも食べたいわ」

「あれ、あったっけ？　確か、この前ので最後かも。材料もないかな」

「そう」

　無表情だが、なんだか残念そうになる宇美。

　そんな彼女らを見つめていた不動は、一つ疑問に思う。

「ヒナと宇美は一いつ緒しよに暮らしてるのか？」

「うーん、暮らしてると言ったらそうだけど、ちょっと違うかな」

　曖あい昧まいな言い方に不動が首を傾かしげると、苦笑しながらヒナは続けた。

「上手く説明できないんだよね。まあ、私の安全が守られてかつ自由に生活できる場所があるの。そこからうーみんの住んでる場所が近いみたいな？」

　色々と複雑なようだ。

　不動が聞いた話では、ヒナは清庭ユニワと呼ばれる中央区にある神社のような場所で暮らしているはずだ。そこがどんな場所なのかという実態はよく分かってはいない。

　普通の人間では入れない特殊な区域のため、不動自身もヒナと関かかわらなければ存在すら知らなかっただろう。

「で、宇美はヒナに料理を作ってもらってると」

「ええ。ほとんど毎日ね。私とヒナは常に夜を共に過ごす間あいだ柄がらなの」

「言い方がおかしいだろ」

　げんなりとしながら言うと、宇美は背中を押さえながら首を横に振ふった。

「そんなに見ても私の背中のチャックは開けさせないし、豚汁はあげないわよ」

「開けないし、いらねえよ。てか、いきなりなんだ」

　相変わらず意味不明な着ぐるみ少女だ。

　と、宇美が不意に満月のほうを向いた。

　二人の出会いは、一度だけのはずだ。土蜘蛛事件の際に、ヒナと満月の二人と遊びに出で掛かける時、宇美がヒナの一時的な護衛役としてやってきたときのことだ。

　そういえば宇美はその時に満月の頰ほおをむにむにしまくって遊んでいた。自己紹しよう介かいはしていないため、今でも二人はお互たがいに謎なぞの存在だろう。

　無言で見つめられ、若干ビクビクとする満月。元来、満月は人見知りをする性格のため、自分からほぼ初対面の相手に話しかけることはない。

　そして、宇美もまた自ら話しかけようとしないため、沈ちん黙もくが場を支配してしまう。

「そういえば」

　宇美がぽつりと呟つぶやく。

　口調はさも大事なことを思い出したかのようだが、視線をロックオンされたままであるため、満月はびくりと震ふるえる。

「私、忘れ物をしたのを思い出したわ。すぐ戻もどるから、待っていてくれるかしら。その間にもう一人もくると思うから」

「忘れ物？　まあ、問題はないけどな」

「ありがとう。それじゃあ……」

　そう言って、宇美は満月をむんずと脇わきに抱かかえて、応接室から出て行こうとする。

「待て」

　宇美を制止する不動。

　彼女はドアノブに手をかけた所で振り返る。

「何かしら」

「一つ訊きくが、何を取りに行くつもりだ？」

「首輪とリードよ」

「それで何する気だ、お前！」

　その発言は明らかに危険すぎた。小脇に満月を抱えていると余計に。

　不動の疑問に、宇美はこてんと不思議そうに首を傾げた。

「何って、首輪とリードはペットには必要な物じゃない」

「なに当たり前でしょっみたいに言ってんだ！」

「何かしら、貴方あなたもペットが欲しいならこの袋に入っている平コンニャクに『ぶりとにぃ』と名前をつけて可愛かわいがっていればいいわ」

「どんな痛い奴やつだ、俺は！　つーかなんだ、ぶりとにぃって！」

　不動が問うと意味不明な宇美は無表情でどや顔という難易度の高い事をやってのけた。

「両性具有の完かん璧ぺきなる存在、それがぶりとにぃ（コンニャク）よ」

「無む駄だに凄すごそうなコンニャクだな！」

　しかも、ますます意味が分からなくなってきた。

　額を押さえながらため息をつく。なんだか宇美の心はたとえ自分が正常でも分からない気がしてきた。というか、分かりたくない。

「……とりあえず満月を降ろせ」

「あーあーあー、きーこえーなーいわー」

「おいこら」

　この時、不動は本気で宇美を殴なぐり飛ばしたいと思ってしまった。

　宇美の腕うでの中でぴー、ぴーと満月は暴れつづけていたが、意外に力が強いようで脇から抜ぬけ出す事ができない。ひとしきり暴れ疲つかれた満月は、宇美を見上げる。

　視線に気付き、彼女を見下ろした宇美は……ぺろり、と舌なめずりをした。

「……！」

　とっさに満月は宇美から視線を逸そらし、がたがたがたがた、と高速で震えだす。

「ちなみに」

　と宇美は猫ねこのように目を細めて言った。

「私は女の子でもいける口よ」

「……っ!?」

　その一言に満月の目は限界まで見開かれ、震える身体からだに滝たきのような汗あせが追加された。

「やめてやれ」

　満月の慌あわてっぷりが可か哀わい想そうになり、宇美の『満月いぢめ』を制止する。

「いいじゃない、可愛いんだもの」

「俺はとても可哀想にみえた。……そんなに遊びたいなら、ヒナにしとけよ」

　ヒナが「ちょっ」とケラケラ笑いながら、反論してくる。

「みっきーはダメで私はいいのん！　うっはー、ひっどぉー！」

「ヒナはあげるわ。存分にぷにぷにするといいわよ」

「待って親友！　ちょ、私の扱あつかいが酷ひどいんだが！　泣きそうなんだが！」

「変態いらない」

「そして不動、ばっさりいった！　意外にこれが一番痛い！」

　口論（？）の外側にいたはずのヒナが何な故ぜかダメージを受けるはめに。

　まあ「悲しいぜぇ」、と言いながらカラカラ笑っていたので特に問題はなかったのだが。

「ヒナの豊満な身体を拒こばむなんて。つまり、私やこの子のようなスレンダーな身体が好みなのかしら」

「……お前は……」

　と、そこで不動は一いつ旦たん、言葉を切り、考える。このままいったら、どうせ宇美のペースになるだろう。ならばここで一いつ矢し報いるべきだろう、と。

　宇美の策略にははまらない。そんな思いで不動は口を開く。




「スレンダーじゃなくて貧乳だろ」




　瞬しゆん間かん、空気が凍こおった。

「……」

「……」

「うはっ、爆・弾・発・言★」

（……不ま味ずい）

　一いつ瞬しゆんにして悟さとる。選せん択たくをミスった、と。

　宇美は無表情のまま固まっており、ヒナは驚おどろいたような顔をした後に口を押さえてクスクスと笑っていた。

　そして満月は……、とすん、と宇美の脇から滑すべり下りたかと思うとまるで達人の領域に達したかのように、滑なめらかに不動の目前まで迫せまると──足あし払ばらいをかけた。

　それもスパン！　と鋭するどい音がなるほどの威い力りよくのを。

「ぐはぁ！」

　後頭部から床ゆかに激げき突とつ。カーペットだが、威力はまったく半減していない。つまり意識が一瞬飛びかけた。

　宇美はなにやら袋ふくろを漁あさり、たぷたぷと水と白いこんにゃくが入った袋を取り出すと、明らかに殺意の滲にじみ出る無表情で見下ろす。

　彼女はコンニャクを振り上げ……。

「ぶりとにぃアタック」

「ぼへひゃ！」

　ばしゃんとぶりとにぃ（コンニャク）の一いち撃げきが叩たたきつけられた。

　破れた袋から出た水が冷たい上に、意外とぶりとにぃ（コンニャク）は顔に当たると痛かった。

　部屋に謎の異質な空気が生まれる。不動は動けなかった。なんだか動いたら瞬しゆん殺さつされそうな気がしたのだ。

　……そんな折、客室の扉とびらをノックする音が聞こえてくる。

「どうぞーん」

　ヒナが惨さん事じの中、来客を通す。

「失礼します」

　そう言って、入ってくる片メガネをつけた白はく髪はつの少女。蒼帝学園の制服を身に纏まとっているが、きっちり規則通りに着ているため、真ま面じ目めさがうかがえる。しかし、堅かたさはなく柔にゆう和わな表情は気軽に声をかけても、問題ない安心感がある。

　そんな彼女が、現在の光景を見て、固まる。

「……一体何が？」
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　確かに誰だれだってそう思うだろう。床には顔を水で濡ぬらした上にコンニャクを乗っける幼おさな馴な染じみに、その周りを取り囲むロリと着ぐるみ。

　何かのサバトと勘かん違ちがいしてもおかしくはない。

　唯ゆい一いつ、事情を知っている上で正常なヒナは、不動の顔に乗っかるコンニャクを拾い上げ、

「お味み噌そがあるから、ぶりとにぃ（コンニャク）を食べながら、話を始めよう？」

　と前代未聞の言葉で場を収束させたのだった。







「……なんで？」

　話し合いは不動からの、最後の来訪者に対する疑問で始まった。

　慌ただしい騒そう動どうが終わり、全員、落ち着いた所で客室の席にそれぞれ座っていた。ちなみに、ぶりとにぃ（コンニャク）は既すでに完食している。

　この空間にいる存在の中では、千せん子じ瑠璃はイレギュラーだ。それ故に、不動は眉まゆをひそめる。

　対して瑠璃はと言うと、不動達がいる事を特に不思議に思っている様子はなく、礼れい儀ぎ正ただしく一礼する。

「高等部二年、鍛アルテ人イスト科の千子瑠璃と申します。……まあ、皆みなさん知っていますよね」

　そう言って、優しげな笑みを浮うかべた。

　一方、宇美以外の三人は事情が理解できず、クエスチョンマークを頭に浮かべていた。

「……えーっと、まあ知ってるけど……。なんでいるかが分からない。なあ、宇美、どういう事だ？」

「ちょっとしたサプライズね。今回の件には彼女──正確には千子家が少なからず関かかわっているから」

　先ほどの事の尾おを引いている様子は一いつ切さいないようで、いつも通りに無表情で答えた。

「どういう事だ？」

「政府が管理している、とある武纏が盗ぬすまれたのよ。……名は白ビヤク檀ダン。人や禍獣を操る事ができる力を宿しているわ。……そして」

　そこで宇美は言葉を切る。不動達を見つめながら、低い声で言う。




「十年前、貴方達の家族が亡くなった元げん凶きようとも言える武纏よ」




「！」

　不動が目を見開き、反射的に湧わいてしまう憎ぞう悪おを嚙かみ殺した。

　すでに分かっていた事だ。宇美から連れん絡らくがきた時点で、九頭龍が関わっているという事は。今回は過去の因いん縁ねんが絡からんでいるにしても、落ち着かなければならない。本当に復ふく讐しゆうをしたいのなら、ここは堪こらえなければならない。

　不動は無む理り矢や理り気持ちを落ち着けると、宇美を見やる。

「……どういうことだ」

「十年前、貴方あなたの家族が亡くなった事件のあと、白檀は厳重な警備体制の敷しかれた保管施し設せつに隠かくされていたわ。けれど、先日、思わぬ襲しゆう撃げきを受けてしまったそうなのよ」

「それで？」

「襲撃者の詳しよう細さいはまだ分からないけれど、九頭龍である可能性が限りなく高いわね。……まあ、盗まれたと言っても十年前の再来の可能性はほとんどないと言えるわね。十年前に起きた禍獣の反乱は起きないわ」

　楽観的なその言葉に、不動は眉をひそめる。十年前のあの惨さん劇げきを知っているならば、そんな風には思えないはずだ。自分のように。

「どうしてだ？　一か月前も九頭龍が土つち蜘ぐ蛛もを放ってきただろうが」

「あれは都市で直接育てたものを使ったに過ぎないのよ。今回、もし十年前と同じような事件を起こそうとするならば、大量の禍獣を都市内部に侵しん入にゆうさせなければいけないわ。十年前の事件をきっかけに外部からの侵入に対しては防衛の対策はしっかりとってあるもの」

「たしかに、禍獣の侵入はここ十年の間に減ってるもんね。技術は常に進歩してるし」

　宇美の言葉を補足するように、ヒナが付け加えた。

　確かにそうだ。そうでなければ、こんなに都市の中がのほほんとしている訳がない。ゆっくりと学園に通ったり、働いたりしている世界なんて出来上がる訳がない。

　今の『安定期』を迎むかえたこの世界は、災害を退けられたからこそ享きよう受じゆできているのだ。

「それに育てて、ただ放すだけのものを操るメリットはないに等しいのよ。……その点は彼女が説明してくれるわ」

　宇美に彼女と呼ばれ、視線を受けた瑠璃は、一度小さく頷うなずくと不動達を見ながら話しだした。

「今回の武纏、白檀はわたくしの家系、千子家の初代村正が造った作品です。操る武纏、と言っても様々な制約があります。と言うより、通常の武纏よりも制約は厳しいくらいです」

「村正って、一族で一番優ゆう秀しゆうな鍛人に与あたえられる名前だっけ？」

　ヒナの質問に瑠璃のかわりに宇美が答える。

「そうよ。私のこの武纏も『村正』の作品だし」

「初代は中でも非常に優秀だったと聞いています。白檀の形状は指輪で、霊れい装そうは一切しません。そのため、使用者を見つけるのは困難を極めますが、寄生者を増やし続けるとある特とく徴ちようが現れます」と言って、瑠璃は右手で左ひだり腕うでを指さす。

「指輪をした方の腕がかぶれます」

「かぶれる？」

　不動が訊きくと、こくりと頷いた。

「一体ごとに五センチほどの範はん囲いで赤い湿しつ疹しんが広がっていくんです。腕より先には広がりませんが、操る個体が増えるごとに症しよう状じようが悪化して爛ただれたような状態になります」

「戦せん闘とう用に造られた武纏じゃないよな。能力の制約がきつすぎる」

「戦ってる時に手がかゆかったら、それどころじゃないもんね」

　ヒナののんきな感想に苦笑しながら、瑠璃は首しゆ肯こうする。

「表向きは、禍獣の調査・研究用として造られたものですから」

「しかも、るーりんの話聞くと、白檀っていうよりは、ヤドリギっぽいね」

「植物の特性としてその通りかもしれませんね。寄生させる場合、種を体表に張り付けると身体からだから木が生えたようになるのですが、その際の樹木の形状がヤドリギでもありますし」

　ちなみに、と瑠璃は続ける。

「寄生の種は使用者や寄生者達からも生成する事が可能です。皮ひ膚ふに張り付けてから、十秒ほどで発芽──操られる事になります。寄生者の操作には二通りあり、木が身体の外に生える外部寄生。意思がなくなり、いわゆるゾンビ状態になるタイプですね。そして種を飲ませて体内で発芽する内部寄生があります」

　宇美が無表情のまま首を傾かしげた。

「内部寄生？　身体から木が生える方は聞いた事があるけれど、そっちの話ははじめて聞いたわね」

「実を言うと、内部寄生については一いつ般ぱんには知られてはいません。というのも、白檀の造られた経けい緯いが問題なのですが……」

　言いにくそうな表情のまま、瑠璃は続ける。

「皆さんは過去に起こった、『鬼おに』との内乱を知っていますよね」

「……ああ。まあな」

　百数十年ほど前、武纏、護浄はまだ実戦に投入できるほど完成していなかった。

　その間、都市を護まもっていたのは、英えい雄ゆうの伊弉諾イザナギともう一つ。

　禍獣化した人類──通つう称しよう、鬼と呼ばれる存在だった。

　禍獣化したと言っても、鬼の多くは人をベースとしているため人間としての意思を宿している。稀まれに不動のように暴走するケースはあるが、ほとんどは正常な理性を持っているのだ。

「千子家の初代村正は、実戦投入できるまで武纏の性能を高めることに成功しました。ですが、そこで鬼との軋あつ轢れきが生じてしまったのです。武纏が一般的な人々にも使われるようになれば、彼らの重要性が失われてしまう訳ですから」

「……確か、年代は忘れたけど、その後、鬼と人間の間で内乱みたいな事が起こったんだよな」

「そうです。結果、数が圧あつ倒とう的に少なかった鬼は負けてしまい、表おもて舞ぶ台たいから降りる事になりました。……ですが、争いの根は完全に絶えたわけではなく、鬼の支配に不満を持っていた人達が彼らを殲せん滅めつするため、初代村正に造らせたのが、この白檀です」

「…………」

　血ち生なま臭ぐさい歴史。不動は瑠璃の家系が武纏を初めて造ったという事は知っていた。

　現在に至るまで有用な武纏を造り続けて、トップクラスの鍛人の一族であり続けているという事も。そして、栄光の陰かげにそれ以上の『業』を背負い続けているという事も。

　もともと不動の九鬼家も、鬼の殲滅に関わった一族であるため千子家と繫つながりがある。

　その家系故に鬼に恨うらまれる事があり、九鬼の一族である事などを明かさない親しん戚せきも少なくない。そのせいで不動らは両親が死んでから、一切の身寄りがなかったのだ。

「内部寄生者は精神も含ふくめて完全にコントロールされているため、まるで寄生されていないかのように振ふる舞まうことができます。記き憶おくや技術は普ふ通つうに引き出せるので、寄生させた鬼を仲間の所に放ち、同士討ちをさせたのです」

「疑ぎ心しん暗あん鬼きが狙ねらい？　それだと効果的」

　満月が眉をひそめながら言うと、瑠璃が困ったような顔になる。

「その通りです。集団の内部崩ほう壊かいを意図的に引き起こすために内部寄生の能力が作られました。内部寄生させるためには、対象者に種を飲ませなければいけないので、容易ではありません。ですが、体内に入った場合、寄生樹は星雲石に根を張るので、胴どう体たいに星雲石がある禍獣や鬼は通常の動物より簡単に操られてしまうんです」

　禍獣や鬼は星雲石に身体のすべてを管理させている。そのため、星雲石に直接被ひ害がいがあると、死ぬ可能性だってあるのだ。

「幸い、内部寄生をさせるには直接対象者に飲ませなければいけないうえに、五体までという制約もあります。外部寄生者については身体の木を切り落とせば、解除できます」

「五体……ね。それでも厄やつ介かいなことには変わりないわね」

　全く厄介そうではない無表情で宇美がそうこぼした。

「あと、お伝えすべきことは……。あ、補足ですが白檀の使用者は寄生者に対して自害や殺し合いなどの命令は行えません」

　それと、と瑠璃は何かを思い出すように視線を上へと向ける。

「寄生者は武纏、護浄を使えますが本来の性能が大おお幅はばに下がります。常に白檀に霊れい力りよくを消費されている状態になるため、武纏、護浄に本来ついている抑よく制せいプログラムが作動するんです。禍獣や鬼も同様です」

「そっか。……一応、今回は人に寄生させている事を考えた方がいいんだよな」

　禍獣を操るのが難しいならば、人間を操って混乱に陥おとしいれる方を選ぶだろう。

　まあ、制約上意思が残ったように見せられるのが五体までのため、かなりあちら側の難易度が高いだろうが。

「あっ、そういえば」

　そこで不動は思い至る。宇美に今回の方針を聞いていなかった。

「……宇美。今回は要人の警護とかするのか？」

　問いかけると、宇美がふるふると頭かぶりを振る。

「いいえ。そこら辺は違ちがう十二支や陰陽徒メヲト達が担当するわ。あくまで私達は本体を見つけるのよ。本体が見つからなければ、いつまでも続く事なのだから」

「それはそうか。でも、見つかる当てはあるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。……以前、盗ぬすまれた時と同じ方法で見つけるわ」

　そう言って宇美は、真まっ直すぐにヒナを見つめる。

「やっぱそうだよね」

　若干、緊きん張ちようした面持ちで苦笑いを返すヒナ。

「今回の話聞いて、すぐわかったけどさ。十年前の事件では、私の先代に当たる『大祓のエピシ巫女ミア』が本体を見つけたみたいだし」

「……そうだったのか」

「うん。……んで、ちょっと不安なのはその事件の後に私がすぐに『大祓のエピシ巫女ミア』になったんだよね」

　苦笑を浮うかべながら、ヒナは視線を逸そらす。

「…………」

　ヒナの心情は分からずとも、今の情報から何が起こったのか推測できた。

　先代に当たる『大祓のエピシ巫女ミア』は恐おそらく……いや、確実にその事件で死んだのだろう。状じよう況きようは分からないが、本体を見つけたのが彼女であるならば、確実に前線に出ていたはずだ。

　重い空気を払はらうかのように、宇美が珍めずらしく優しげな声で語りかける。

「心配はいらないわ。前回は禍獣が大量に操られた事件だったけれど、今回はその可能性はほとんどないわ。絶対安全とは言い切れないけれど、護衛がついていれば大丈夫よ」

「……そっか。そうだよね。フドーとみっきーを信じるよ」

　そう言って、宇美とヒナは不動と満月を見やる。

　不動は頷き、満月も困こん惑わくするがすぐに力強く頷いて、成功させる意志を示す。

　瑠璃は彼らを見て、微笑ほほえみを浮かべると会え釈しやくした。

「……わたくしが話すべき事はこのくらいでしょうか。千子家の人間は、白檀の支配下には置かれないので安心してください」

「そうなんだ。なら安心だな。……瑠璃さんが味方でい続けてくれるって分かっただけで、安心する」

「…………あ、ありがとうございます」

　不動に微笑みを向けられて言われたため、瑠璃は顔を赤くしてしまう。

　と、ヒナがピッと不意に片手を挙げる。

「はいはーい！　るーりん先せん輩ぱい！　そこには大きな問題があります！」

「問題、ですか？」

　不思議そうに首を傾げる瑠璃に、ヒナは神しん妙みような顔で首を振る。

「そうです。るーりん先輩が寄生されないという事を信じるには現在寄生されていない事を確かめなければならないと思う訳なのですが！」

「ま、まあ、確かにそうですけど……」

　瑠璃が困った顔をしていると、不意に「そうね」と頷うなずきながら宇美が立ち上がった。

　瑠璃の座る椅い子すの横につくと、彼女と視線を合わせるようにしゃがみ──胸に触さわった。

「なっ！」

　顔を真っ赤にする瑠璃。とっさに宇美を振り払い、胸を隠かくす。

「な、なななな、なんで胸を触るんですか！」

「寄生されていないか確かめるためよ」

「宇美さんには分からないでしょう！」

「分かるかと思ったのよ」

　そう言って、瑠璃が胸から手を離はなした隙すきを狙って、もう一度、胸を両手で触る宇美。

　瑠璃は顔をさらに真っ赤にして、涙なみだ目めになってしまう。

「だから、なんで触るんですかっ！」

「貴女あなたのおっぱいに触りたかったのよ」

「もう願望になってるじゃないですか！」

　ううー、と恥はずかしそうにしながら、胸を完全に隠してしまう。その姿を、宇美は残念そうな雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら見つめていた。

　不動は目の前で繰くり広げられる光景をぼうっと見ながら思う。宇美はやはり百ゆ合りの気があるのではないだろうか、と。

　と、今度はヒナが瑠璃の下へやってくる。

「るーりん先輩！　おっぱい触らせてください！」

「なんでダイレクトにそんな事を言うんですかっ！」

「霊れい装そうしていない相手だと、五秒くらい直じかに肌はだに触らないとダメなんです！　まあ、ぶっちゃけると、まったくもって疑っていませんが私も触りたいです！」

　ストレートすぎる。

　故に瑠璃のガードの隙すき間まを縫ぬって、ダイレクトに触る──というか、揉もむ。

「っ！　んっ……！」

　何な故ぜか身を捩よじってしまい、とっさにヒナを振り払う。

「…………あ」

　そして、今の自分の失態に気付き、不動を見つめる。

　彼は相手の心情を察する事はできないが、瑠璃の身に何が起きたかは分かる。そのため、気まずくなってあからさまに目を逸らしてしまった。不動の態度を見て、

「っ！　う、ううう……うわーん！」

　瑠璃は恥はずかしさのあまり泣いてしまった。

「おおう!?」

「おーまいがっ、ね」

　さすがにビビるヒナと宇美。

　どうしようもない雰囲気に包まれる。

　そんな中、何を思ったのかすべての元げん凶きようのはずの宇美が、瑠璃の肩かたに手を置いた。

「今の貴女はとってもエロスだったわよ」

「うえーん！」

　火に油を注いだ。

「うーみん、それ逆効果！」

「やっちまった、わね」

　珍しく困ってしまったような雰囲気を醸し出す宇美たち。二人にはどうしようもないため、あたふたとしてしまう。

　さすがにこの場面で不動が手を出したら、状況を悪化させるのは文字通り火を見るより明らかだった。というか、すでに燃えすぎている。

　この場合、唯ゆい一いつ、場を鎮しずめられるのは、満月ただ一人だろう。

　それを理解しているのか、満月は自発的に立ち上がり、瑠璃の下へ向かう。

「瑠璃……」

「ぐすっ、……うう……満月ちゃん」

　瑠璃は近づいてきた満月に顔を上げる。

　満月は笑みを浮かべて、瑠璃をなだめようとした所、ズガッ、とこけてしまった。

　そのまま瑠璃の胸に両手を突つきだし、ぎゅむっと摑つかんでしまう。

「ひゅぃん！」

　変な声を上げてしまう瑠璃。

　その瞬しゆん間かん、誰だれもが思った。

　──終わったな、と。

　案の定、今まで以上に顔を真っ赤にして、大声で泣き出してしまう。

「う、うあぁぁぁぁあぁぁあん！」

　瑠璃は立ち上がると、泣き叫さけびながら応接室の扉とびらに向かって駆かけだす。

「満月ちゃんもヒナちゃんも宇美ちゃんも嫌きらいですっ！　大っ嫌いですっ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐はいて、飛び出すと、ばたーんと扉を閉めて行ってしまう。

　静まり返る室内。

　ショックだったのかこちらも泣きそうな顔で震ふるえる満月に、バツが悪そうに頭を搔かくヒナ、さすがに申し訳なさそうな顔をしている宇美（若干、眉まゆが下がっていた）。

　もはや彼女らではどうしようもない。

「俺が追いかけるから」

　はあ、とため息をついて不動は立ち上がり、瑠璃を追いかける。

「あ、うん。お願い、ごめんね。……と、みっきーは──どぷぁ!?」

　その際、満月を励はげまそうとしたのに、何故か殴なぐられて倒たおれたヒナを無視して。







　瑠璃にはすぐに追いついた。昇しよう降こう口ぐち付近で、頭を抱かかえて項うな垂だれていたのだ。

　近づいてみると、彼女はぶつぶつと呟つぶやいていた。

「うぅ……恥ずかしかったとはいえ、私はなんて事を……嫌いなんて言っちゃいました。……大っ嫌いなんて……謝らないといけません……」

　瑠璃は後こう悔かいしていたが、本来彼女には一いつ切さいの落ち度がない。どれだけ良い人間なのだろう、この先輩。まあ、こういう性格だから弄いじりたくなるのだろう。瑠璃には弄ってくれオーラがむんむんしているのだ。

　実際、この時も驚おどろかせてやりたい気持ちになってしまったほどだ。

　でも、これ以上やったら収しゆう拾しゆうがつかない事になるため、我が慢まんして、一いつ旦たん、ちょっと離れてからわざと足音を立てて瑠璃に近づく。

　ハッと気が付き、振ふり返る瑠璃。

「ふ、ふどーくん……」

「瑠璃さん、三人とも反省してるみたいだから、嫌わないでやってくれないか？」

「え!?　そ、そんなの当たり前です！　たださっきのは、その……混乱してしまって……あの、……うぅ」

「思い返さなくていいから」

　ふう、と不動は吐と息いきをつく。

「あいつら謝るだろうけど、どうする？　戻もどる？」

「……そうしたいのですけど……あの、……飛び出した手前、恥ずかしくて……」

「まあ、それならいいけど。俺から瑠璃さんが申し訳なかったって皆みんなに言っておく？」

　そう不動が提案するが、瑠璃はふるふると首を横に振った。

「ダメです、そこは自分で謝らないと」

　律りち儀ぎな彼女に不動は、微笑みを浮うかべてしまう。

「そっか。分かった。とりあえず怒おこってないって事だけは言っておくからな」

「……ありがとうございます」

　恥ずかしそうな微笑みを浮かべて、頭を下げてくる。

　なんとなく頭を撫なでたい衝しよう動どうに駆られるが、また事態が逆ぎやく戻もどりしそうなので耐たえる。

　……そういえば、と瑠璃には一応、言っておきたい事があったのだ。翔真との会話で出した、霊装の変へん更こうの件について。

「そういえば、瑠璃さん、ちょっといい？　迦カ楼ル羅ラについてなんだけど」

「なんでしょうか？」

　気を引き締しめたためか、瑠璃もいつもの真ま面じ目めな様子に戻る。

「霊装の一部を変更してもらいたいんだ」

　不動の言葉は予想外だったのだろう。目を瞬またたき、少しの沈ちん黙もくのあとに問い返す。

「……何故ですか？」

「大たい剣けんを霊装なしの状態でも持てるようになったんだ。……たぶん、鬼おに化の影えい響きようだとは思うけど。それで腕うでの霊装を削けずって、胸とかの急所の強化に当てて欲しいんだ。それか異能の強化に」

　不動はそう瑠璃に言って、彼女を見つめる。

　彼女も不動を見つめ返していた。何を思っているのか分からない。

　しばし、黙だまっていた瑠璃は、肩を落とした。

「……別に問題はないですよ。ただ、すぐにというのは無理です。完成している機能を変えた場合、不具合が出る可能性がありますから」

「大だい丈じよう夫ぶ。このままでも問題ないし。ただ、前のように人間と戦う事になった場合、やっぱり迦カ楼ル羅ラじゃ分が悪い気がするんだ」

　迦楼羅は禍獣を殺すために造られた武器だ。殺す事以外は考えていないため、人間との戦せん闘とうも『殺す』という事を前提としなければならない。

　それに何よりも、火力があっても応用性がないのだ。トリッキーな異能に特化した相手とは相性が悪い。

「確かに一理ありますね。霊装を削った場合、追加できる異能を考えてみます」

「ありがとう、瑠璃さん」

「いいえ、貴方あなたの鍛人として当然の事です。…………でも」

　瑠璃は目線を下げて、小さく言う。

「『姉』として不安になるので、あまり怖こわい事は言わないでください」

「…………鬼化の事？　やっぱり怖い？」

　問うと、こくりと小さく頷うなずく。

「……はい。千子家は鬼を駆く逐ちくしようとした家系です。鬼は子供が産めず、世代をまたげないと言っても、現在も対鬼用に特化した武纏を造る事があります。それ故に鬼に恨うらまれる事があります」

「でも、俺はそんな事……」

「こういうのは理り屈くつじゃないんです」

　悲しそうな顔で瑠璃は不動を見つめる。

「貴方が、たとえ襲おそわないと言っても、怖いです。いつか対たい峙じするのではないかと、そのための武纏をわたくし自身が造る事になるのではないかと思うと……怖いんです」

「…………」

「その時、わたくしは『覚かく悟ご』を決められるかどうか分かりません。……でもどっちにしても、怖いんです。決めたとしても、決めなかったとしても選ぶ事そのものが。……だから、わたくしにそういう話はしないで欲しいです。……不動くんが鬼になるなんて、嫌いやです」

　怖いんです、と瑠璃は小さく身体からだを震わせる。

　不動は安易に考え過ぎていた。自分が他者を襲わなければ問題ないと。完全にコントロールできれば、鬼になっても問題ないと。

　でも、それは間ま違ちがいだったのだろう。

　瑠璃が恐おそれているのは、そういうことではなかった。

　不動に殺される事ではなく、不動を殺すための武器を造るという事が怖い。

　彼女は被ひ害がい者しやではなく、加害者になる事を恐れているのだ。

「……ごめん、瑠璃さん」

「謝るなら、約束してください。鬼にはならないと。そう、言ってください」

「うん。……鬼にはならない。約束する」

「言いましたね。約束ですよ」

　瑠璃は少し悲しそうにしながらも、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべ、小指を出す。

「破ったら針千本飲ませちゃいます」

「気をつけるよ」

　不動は瑠璃と小指を絡からませ、約束を交わした。

　また難しい約束が増えたな、と思いながら。






　第二章　虎ノ威







　春の設定からやや過ぎて、梅つ雨ゆの季節に近づいたのか、生憎あいにくの曇くもり模様。

　シオス・ポリスは土日や祝日を快晴にしてくれるが、それ以外はほとんどランダムに気象が決定される。雨や雪が降る日についてはほとんど確率で予報され、次の日の天気がどこでどうなるかは基本的に誰だれも分からない。

　どんよりとした空のため、下界は薄うす暗ぐらい。シオス・ポリス、中央区の市街地は心なしか陰いん気きな印象を与あたえる。

「はい！　うーみんに質問！」

　煉れん瓦がの歩道を歩いていると、不意にヒナが片手をしゅびっと挙げた。

「なにかしら」

「まだ敵さんは動いていないようだけど、その場合、私達が出る意味ってあるんでしょーか！」

「見回りは大切な事よ。それに貴女あなたがいれば、きっとあちらから寄ってくるんじゃないかしら」

「ちょ、まっ！　それはかなりひでえっす、宇美さん！」

「冗じよう談だんよ。むしろ、今回に関しては貴女は厄やつ介かいな存在だから、近づいてこないと思うわ」

　その言葉に、ほっと胸をなでおろすヒナである。

「で、俺たちはどこに向かってるんだ？」

「まず被ひ害がい現場──白ビヤク檀ダンが盗ぬすまれた保管施し設せつがある場所に向かうわ。そこで管理者に接せつ触しよくして、状じよう況きようを聞きだすの。地味な作業だけれどね」

「……それこそ、俺らは必要なのか？」

　ヒナはいいとして、彼女の護衛も宇う美みがいるならば、不ふ動どうと満み月つきはいる意味がない。

　先を歩いていた宇美は、首を斜ななめ後ろに向けながら、軽く首を揺ゆらす。

「禍獣が現れた場合は貴方の方が有利に立ち回れるからよ。それと、今回は研修的な意味も兼かねているのよ、十二支としてのね」

「……なるほど。そういう事なら、喜んでやらせてもらうかな。よろしく頼たのむ、先せん輩ぱい」

「よろしく頼まれるわ、後輩」

　不動はクスリと笑い、宇美は若じやつ干かん、表情を柔やわらかくする。

「それにしても、平日の町って中央区でも本当に人がいないな」

　周りを見み渡わたしてみると、何人かすれ違ちがったり道路を隔へだてた向こう側にいる時があるが、それもごく稀まれな事だ。

「中央区と言っても、ここはそれほど派手な所ではないからじゃないかしら」

「確かにこれから向かう保管施設って所も、明らかに外に出歩きそうなタイプの人間がいる所じゃないからな」

　中央区には重要な施設が数多く集まっており、不動達が向かっているのは研究機関が集まる区域だ。だからだろう、高いビル、住宅地と移り変わり、次はぽつぽつと塀へいに囲われた白い建物が多くなっていく。

　不動は空を見上げながら、傘かさを持ってきた方が良かっただろうか、と考える。

　雨に降られたら、ここら辺は雨宿りできそうな場所がないから困る。

　ふう、と不動は吐と息いきをつく。……と、




「きゃあああああああああああ！」




　突とつ如じよ静せい寂じやくを切り裂さくような悲鳴が響ひびき渡わたる。

「!?」

　不動はとっさに腰こしに差さっていた武纏フオロ──迦カ楼ル羅ラを抜ぬき放つ。

　前では宇美がポンッという気の抜ける音とともに、両手両足に可愛かわいらしい肉球付きの手て袋ぶくろと靴くつを召しよう喚かんした。

　悲鳴のする方を特定すると、宇美がギュッと膝ひざを折り曲げる。

「不動。貴方はヒナから離はなれないようにして、ついてきて。私が先に行くわ」

「ああ」

　不動が応こたえた瞬しゆん間かん、宇美がその場から搔かき消えた。気付いた時にはすでに数十メートル離れた地点にいる。

　霊れい装そうをしつつ、ヒナと満月に声をかける。

「行くぞ、ヒナ、満月」

「うん！」

「分かった」

　そして、宇美を追いかけるように悲鳴の方へと駆かけて行った。







　大通りを外れて曲がり角を二度ほど曲がる。

　暗くて狭せまいその場所には、奇き妙みような人間と動物がいた。

　人間は十人ほど。全員の背中から『木』が生えていたのだ。幹が細く先せん端たんにわさわさとした枝と葉が丸く形成されている。彼らは一様にふらふらしており、目の焦しよう点てんがあっていなかった。

「あれが、白檀の寄生者……？　もう一つは……禍フアン獣タズマ、だよな。霊装してないけど……。ほんとになんだ、あれ」

　不動の視線の先では、宇美が見たことのない生き物を追っていた。

　馬のようにも見えるが、体毛はなく、つるつるとした表皮。目があるべきところには何もない。大きさは二メートルほどで、水かきが生えた蜥蜴とかげのような足を生やしていた。顔の先には鋭するどく長い角が一本だけ、生えている。

　宇美の猛もう攻こうを避よけ、その生物は壁かべに向かって飛び込んでいく。ぶつかる、と思った瞬間、どぷんとまるで水の中に潜もぐり込んだかのような音と共に消えてしまった。

　宇美の肉球手袋による攻こう撃げきが、生物が消えていった壁に叩たたきつけられる。

　一帯を揺らすほどの衝しよう撃げき。

　へこむどころか、壁が粉々に砕くだけ散る。

　……けれど、壁の向こう側には禍獣はいなかった。

　宇美は悔くやしげに少し眉まゆを寄せたあと、不動達に気づいたのか振ふり返って指示をだす。

「逃にげられたわね。不動。近くにいる寄生者の『伐ばつ採さい』を行って。一人は残すようにしてもらえると助かるわ」

「分かった」

　そう言って、不動はよろよろと自身へと向かってくる寄生者達に大たい剣けんを構える。

　殺さず、切るだけ。

　十分もかからないうちに、一人だけ残して寄生者を全員倒たおす事に成功する。

　ばたばたと暴れる寄生者を押さえつけつつ、不動はヒナに顔を向ける。

「ヒナ、解かい析せきを頼む！」

「おっけー！　外部寄生者だから、すぐ終わるかも。るーりんの時も言ったけど、霊装していないタイプだと、力を通すのに五秒くらいかかるからさ」

「……内部寄生者の場合は、完全に身体を拘こう束そくしておかないといけないか」

　まあ、特に力は強くないので問題はないだろう。

　ヒナが作業を終えるまで、寄生者の背中に乗りながら、宇美の方に目を向ける。彼女はどうやら悲鳴を上げたであろう女性に近寄っていた。

　黒色の長ちよう髪はつが膝裏まで届くほど長い女性。指先が隠かくれるくらい袖そでの長い上着を着ており、下はロングスカートだ。ちょうど買い物の帰りなのか、近くに食品が飛びだした袋ふくろがあり、それを慌あわてて搔かき込んでいる。

「あっ」

　不意に後方に控ひかえていた満月が声を上げた。作業が終わり、声に気付いたヒナもそちらに顔を向けると「お？」と首を傾かしげる。

　あわあわとしていた女性は宇美に手伝われながらも、ようやく一段落して、二つの視線に気付いた。顔を上げて、ヒナと満月を見やる。

　すると、

「あらぁ？」

　なんとも不思議そうに首を傾げる女性は──新任カウンセラーの大おお神がみ夜よ見みだった。
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「本当に助かったわぁ。お買い物帰りにチョウチョが飛んでたから追いかけたのー。そしたら変な所についちゃって、身体からだに木を生やした人達とか禍獣っぽいのとかが一いつ緒しよにいたのよお。いきなり襲おそいかかってきて、びっくりしたわー」

　研究施設区域から一番近いファミリーレストラン。そこに入ると、夜見はほんわかとした口調で、まるで大変ではない感じに事の成り行きを説明した。

　宇美は水を一口飲んで、夜見を見み据すえる。

「貴女あなたは彼らの学園のカウンセラーらしいわね」

「まだ全校集会とかやっていなくて、正式に就任した感じではないわねぇ。でも心意気は十分なのよっ。ところで貴女も学園の生徒さん？　可愛い着ぐるみねっ！」

「ありがとう」

　宇美が淡たん々たんと礼を述べる。幾いく分ぶん、冷ややかな感じがするのは気のせいではないだろう。

「ところで」と言葉を遮さえぎるように、宇美が夜見に視線を向ける。

「貴女の指を少し見せてもらえるかしら」

「宇美、いくらなんでも……」

「指？　問題はないわよっ」

　宇美の意図を理解した不動は嗜たしなめようとしたが、状況を理解できていない夜見は袖に隠された手を気軽に見せてくる。

　綺き麗れいな白い手だ。だが、注目するべきはそこではない。

　左手の薬指に嵌はまっている……指輪だ。

　全員に緊きん張ちようが走る。

　素直にみせたという事は彼女のそれは無害で、敵ではないという事になるが……。

「ヒナ。彼女の指輪と内部寄生されていないかを調べて」

「……え？　う、うん」

　少々乗り気ではない様子で頷うなずくと、ヒナは席を立って夜見の横につく。

　くりん、と不思議そうに首を傾げる夜見。

「なーに？」

「すみません、少し指輪と腕うでに触さわらせてもらってもいいですか？」

「今ここで？　別に問題ないわよぉ」

　するすると指輪を外して机の上に置き、片腕を袖まくりして、机の上に置く。

　ヒナは夜見の指輪と腕に触ふれ、

「シロ。………………………………シロだよ」

　ふう、と息を吐はき出し、彼女の無罪を証明し、宇美を見やる。視線を向けられた彼女は、頷くと、夜見へと真まっ直すぐ目を向ける。

「詳くわしくあの場所での状じよう況きようを聞かせてくれないかしら。……一応、私は九く頭ず龍りゆう対策本部の責任者で十二支の寅いんの摂せつ提てい格かくよ」

　そう言って、自らの役職が書かれたカードを二枚ほど、夜見に見せる。

「あらー。十二支さんだったのねえ」

　さすがに驚おどろいたような顔で宇美を凝ぎよう視しする夜見。着ぐるみを着た人間が十二支で何らかの責任者であるのは予想外だったようだ。

「一応、十二支が何であるかは知っているのね。陰陽徒メヲトでは有名だけれど、一いつ般ぱん人は知らない人が多いから」

「うーん、カウンセラーと言っても私も陰陽徒のはしくれよぉ？　能力的な理由で天ヴア衣スカ師ニアや封印師イリニ、鍛アルテ人イストのどれにもなれなかったけど、知識はそれなりにあるわっ」

「そう。ごめんなさい。それじゃ、訊きかせてもらうけれど、あの場にいたのは身体に木を生やした人と禍獣だけ？」

「えーっと、そうねぇ」

　指を頰ほおに当てて、視線を上に向け、記き憶おくを漁あさる。

「違かった気がするわ。なんだか特とく殊しゆな……そう、なんというか白スーツを着たダンディーな子と政府の職員っぽい制服を着た子がいたわねえ」

「……白スーツ」

　宇美、不動、ヒナ、さらに満月も反応する。

　白スーツを着た人間は一か月前にも見たことがある。しかも、それは不動を『殺し』、ヒナを連れ去ろうとした九頭龍の人間でもあるのだ。

　名は、功こん真じん巽たつみ。

「その子達に見つかって、私、いきなり襲われちゃったのよねえ。すぐにその子達は逃げちゃったけれど。……あっ、チョウチョも見失っちゃったわあ」

「何か会話が聞こえたりはしなかったかしら」

「うーん、会話……は、そうねえ……、ちょびっと遠くからは『計画は順調に……』、『上層部への寄生は……』、なんて言っていた気がするわあ。それ以外は聞き取れなかったわねぇ」

「ありがとう。そう、やっぱり政府上層部への寄生を考えているのね」

「……宇美。職員の制服を着た奴やつがいたって言ってたけど、政府の人間か？　まさか今回もヒナを……？」

　不動は疑いの眼まな差ざしを向ける。

　先ほど、宇美は冗じよう談だんでヒナを使って九頭龍をおびき寄せるという事を言っていた。あれは冗談ではなく、実際に行われていることなのではないか。前回のように都市ぐるみでヒナを『攫さらい、殺させようと』画策しているのではないかとさえ、考えてしまった。

「それはないわ」

　宇美はきっぱりと最悪の可能性を否定する。

「今回は違ちがう。ヒナは白檀の件に関しては、唯ゆい一いつ、犯人を辿たどれる上に内部寄生者を無力化できる存在よ。上も被ひ害がいを受ける可能性があるのに、ヒナを囮おとりに使う事はしないわ。割に合わないし、そもそも私は聞いていない」

「そうか」

　少し、ほっとした。ヒナも同様に軽く息を吐き出していた。

　さすがに二度も連続で都市に殺されそうになるのは、精神的にくるだろう。

「でも、政府の人間だとしたら、それは九頭龍のスパイである可能性が高いわね」

「そいつが元々九頭龍だっていうのか？」

「ええ。九頭龍の構成員の大半は都市の人間が自分から入ってなる、という感じだし」

「なんでわざわざテロリストになるってんだ」

　憎ぞう悪おを滲にじませながら、不動は吐き捨てるように言う。

　宇美はため息をつきながら、肩かたをすくめた。

「自身を特別だと思いたい、そして日常に言いようのない不満を抱かかえた人間が世界の破は滅めつを願う『特別』な組織に入ろうとする事はあるわ。カルト的な宗教のようなものよ」

「あっ、それ聞いた事あるわあ。エリートさんが多いのよねえ。自分の本当の力はこんなもんじゃない、とかもっと特別な事をやるために存在しているとか思っちゃって組織に入団。その思いを利用される、いわゆるマインドコントロールされちゃったり」

「私が捕つかまえた人間は大半がそんな感じね。まあ、本当に九頭龍は新興宗教の可能性があるわね。実際、捕まえた構成員が『あそこには神がいた』なんて言ってたし」

「神？」

「なんなのかはよく分からなかったけれど、九頭龍のボスらしいわ。不老にして不死なる存在とかなんとか。現実味があまりない感じだったけど」

「……不死」

「まあ、一種の思い込みだと思うわ」と宇美はその話を終わりにしたが、不動は脳裏に何か引っかかりを覚えた。

　大昔の映像。不動が、全すべてを失ったあの日。

　大量の禍獣。応戦する父と母。

　なんとか屠ほふっていく。けれど、そう、その時に、あれが現れたのだ。

　能面を被かぶって十じゆう二に単ひとえのような着物を纏まとった奴が。鬼おにの角を頭に生やし、両手に太く長い鉄の杭くいを持つあれは、母に首を切られてなお、生きていた。

「……っ」

　断片的な記憶をさらに思い出そうとするが、不動は激しい頭痛に襲われる。

　すぐに思い出を断ち切り、皆みなの会話の中に戻もどった。

　今はこの事について考えても仕方がない。

「一般の人間が九頭龍であるならまだしも、政府の人間の場合は、少々不ま味ずいわね」

「むっ、不味いというとどういう事かしらっ」

「私が貴女を匿かくまった場合、危険だという事よ。私、思いっきり、中ちゆう枢すうにいるから。貴女は何らかの密会の場を見てしまった訳なのだし」

　口くち封ふうじされる危険がある、と暗に宇美が示す。

　実際、そうだろう。敵からしたら、顔をみられてしまったのだ。早めに対処するために、夜見を殺しにかかるかもしれない。

「上の人間に足がつかないように、私が隠れ家を用意するにしても少々時間がかかるから、その間、他ほかの人に匿ってもらうしかないわ」

　そう言って、宇美は不動を見つめる。

「私とヒナは、住すみ処かが政府直属ど真ん中だからダメね。その場合、貴方達が適任なわけだけれど、──その子よりは」満月を一いち瞥べつして「不動が適任だと思うけれど、どうかしら」

「まあ、別にい……」

「ダメ」

　不動の同意を遮ったのは、予想外なことに満月だった。

　かくん、と不思議そうに首を傾かしげる宇美。

「何な故ぜかしら」

「……不動には他の人は守れない。不動の家に行く事になったら明花もいる。もし、襲しゆう撃げきに遭あった時、守りきれないと思う」

「それは不動が判断する事よ。不動、この意見に対して貴方の見解は？」

　冷れい徹てつに判断を下す宇美は、不動に答えを求める。

「……一理あり、かな。正直、その不安はぬぐえない。……それに俺の能力じゃ、家を破は壊かいしかねないからな」

「そう。なら、私や私の部下を何人か貴方の家に張り付けておくわ。問題はあるかしら」

　宇美は満月を見つめる。満月は今や怯おびえた様子は欠片かけらもなく、彼女を睨にらむ。

「…………。なんで不動に任せる」

「適任だと思ったから。少なくとも貴女よりは」

　その言葉に、満月はギッと奥歯を嚙かみしめ、宇美を睨む。

「不動は目的のためなら、人としてやっちゃいけない事でもする！」

「余計に適任ね。貴女と論争するつもりはないわ。私は万人のために一人を切り捨てる派タイプなの」

　カッとなって言葉を紡つむごうとするが、宇美はその反論が来る前に口を開く。

「……たとえ、そう望んでいなくても、よ」

「──っ。…………でも……」

「……満月、もういいだろ」

　不動は何とか否定する言葉を探そうとしている満月をなだめる。

　納なつ得とくしていない顔だったけれど、彼女は宇美の悲しそうな雰ふん囲い気きで真意に気付いたのだろう。だから、勢いをなくしてしまった。

　宇美は自らの意思を選べない。彼女が実行するのは都市の意思。

　それがどんなに最悪な命令であろうと、受け入れなくてはならない。

　たとえ親友を殺す命令であろうと、絶対に。

　どうして宇美が命令を否定しようとしないのかは分からないが、そこには何らかの理由があるのだろう。

「宇美、よろしく頼たのむ」

「ええ。力の限り、頑がん張ばらせてもらうわ。貴女も」そう言って宇美は夜見を見つめる。

「問題ないわね」

　夜見は頷うなずくと親指を立て、次に不動に顔を向けて軽く頭を下げた。

「問題ないわよお。よろしくう、……えっと？」

「九く鬼き不動です」

「九鬼くんねえ。よろしくう。あー別に敬語を使わなくてもいいわよー。フレンドリーに接したいと思っているからっ」

「あっ、えっと、じゃあ、……分かった。よろしく、大神先生」

「はい、改めてよろしくう」

　ほんわか笑顔の夜見は不動の手を取り、ぶんぶんと振ふる。ほんのり子供っぽい感じのする彼女に、不動は苦笑するしかなかった。







　夜見を匿うという予定イレ外のギユ事柄ラーが発生したため、不動達はそれぞれ分かれて行動することに。

　不動は夜見を九鬼家に送り届けることになり、満月は気がつくと特に理由も言わずにどこかに行ってしまった。

　そして宇美とヒナは、武纏の保管施し設せつの前まで来ていた。

　白く高い塀へいに囲まれた施設の出入り口がたった一つだけ。

　塀の上には半はん透とう明めいのドーム状に広がった物が施設全体を覆おおっている。微かすかにパチパチと弾はじける音が鳴り、ぶつかったらただ事では済まなそうだ。

　入口に立っていた警備員に瑠璃は証明書を見せて、通してもらう。

　門を越こえてから、宇美はちらりとヒナを見やる。

「それで、どうかしら？」

「どうって？」

「貴女あなたの夢見た『学園生活』についてよ。不動とはどうなの？」

「どうって言われても……」

「分かりづらかったかしら。貴女は、彼に『恋こい』を抱いだきそうかしら」

　宇美の突とつ然ぜんの質問に、少し黙だまってから、首を横に振った。

「……私達の身体からだは一応、普ふ通つうだから、すぐに死ぬわけでもないし。……でも私にでさえ、そこまで完かん璧ぺきな自由はないから。……好きになっても辛つらくなるだけだと思う」

「そう。好きになるつもりはないのね」

「うん。フドーとは友達。守ってくれる友達。……本に書かれた物語だったら、お互たがい惹ひかれて恋人になるんだろうけど、私達にそれは当てはまらないんだよね。……それに」

　ヒナはそこで躊躇ためらうように言葉を切った。

「それに？」

「フドーもたぶん、私を好きにならないと思う。異性としてって意味でね。……なんとなく分かるんだよね。フドーがどこか違うって事」

「そう感じるのは、彼が過去に脳の損傷をした事に関係があるのね」

　星雲石ネビユラを埋うめ込んだ事も関係しているだろうけど、ヒナはさすがに宇美にもその事は言わなかった。

「……うん。フドーって落ち着いてるように見えるけど、実際あれって感情の起き伏ふくがないだけなんだよね。完全にないわけじゃないから、意図的にやればできるけど、無意識の内には感情の変化はそれほどない」

　だから不動は恋心を抱かない。いや、抱けない。

　これは彼と出で逢あい、一か月ほど過ごしてヒナが気付いた事。唯一、瑠璃にそれらしい感情を向けるが、実際は『憧あこがれ』であって恋心でない。

「唯ゆい一いつ自然に表せる強い感情は、憎ぞう悪おと怒いかりかな。……でも」

「どこか機械的なのね」

「うん。その解かい釈しやくは正しいかも」

　ヒナは悲しそうな笑みを浮うかべる。

「私達は主人公とヒロインのようだけど、結ばれはしないどころか始まりもしない。始めようともしないし。ただ、坦たん々たんと物語を紡ぐだけ。……なんか悲しいね」

「本当に。どちらも歪いびつね」

「まったくね」

　そこで会話は打ち切られた。ヒナは辛くなってきたし、何よりも施設の内部についてしまったから。

「お待ちしておりました！」

　出で迎むかえてくれたのは、三十代半ばほどの小太りの男だ。肥満というわけではなく、骨太なのか、腕うでなどはがっちりしており、柔やわらかいというより硬かたいイメージが強い。

　スーツに身を包んだ男は、宇美の突とつ飛ぴな格好を見てもさほど驚おどろいた様子もなく、にこやかな笑みで頭を下げる。

「どうも、草くさ上かみです。ヒナさんと宇美さんですね。宇美さんはお久しぶりです」

「ええ、その節はどうも」

　ぺこり、と頭を下げ合う二人にヒナは首を傾げる。

「お二人は知り合い？」

「親密な仲、という訳ではないわ。私のこの武纏」と、彼女は自らの着ぐるみを抓つまむ。

「ここでもらったの。その時、担当してくれたのが彼なのよ」

「はい。長年、使い手が現れなかった二代目村正の至高の作品『虎トラノ威イ』。それを颯さつ爽そうと現れ、身に着け、使いこなした宇美さんは何と素晴らしかった事か……！」

　感動したように語る草上。

　ヒナはその場面を想像してみたが……ギャグにしか思えなかった。

「まことに不ふ謹きん慎しんながら、今回の初代村正の『白檀』と二代目の『虎ノ威』が間接的にも関かかわるという事でワタクシ、興奮しています！」

「村正ではないけれど、三代目の妹が造った武纏を使っている子もいるわよ。今日、一いつ緒しよに来る予定だったんだけれど、急きゆう遽きよ、来れなくなってしまったの」

「そうだったんですか……。噂うわさには聞き及およんでおります、三代目村正の妹、千せん子じ瑠璃様。三代目も稀き代たいの天才と呼ばれていますが、瑠璃様も負けず劣おとらず優ゆう秀しゆうだとか。……その方の作品、是ぜ非ひ、目にしたかった……」

　はあ、と残念そうに肩かたを落とす草上を見て、ヒナはなんとなくこの男が分かった気がする。おそらく、武纏や護浄アルニシが大好きな人間なのだ。なので現在、ケースに入れて背負っている錫しやく杖じようを見られたら厄やつ介かいだから黙っておこうと心に決めた。

「それでは、白檀が奪うばわれた現場へご案内いたします」

　施設の一番奥にあった関係者用の特別なエレベーターに乗る。

　それは奇き妙みようなエレベーターだった。階層へ向かうボタンが一つもなかったのだ。あるのは、何らかのセンサー各種。

　草上は小さな四角形の画面に目を近づけ、スキャンすると次に頭上のマイクに向かって自らの名を告げ、行き先の階層を口にする。

　機械音声が了りよう承しようを告げると、一いつ瞬しゆん、微かな浮ふ遊ゆう感かんを味わい、エレベーターが下がっていくのが分かった。

「お？　上じゃなくて下なんだ？」

「はい。危険と判断された武纏はこの施設の地下室へと保管されます」

「そういえば」と、宇美が草上を見ながら問いかける。

「白檀なんて盗ぬすまれてよく貴方あなた、大だい丈じよう夫ぶだったわね」

「大丈夫というと？」

「クビ的な意味ももちろんだけれど、網もう膜まくスキャンとか音声認証とかセキュリティがこれだけ厳しければ、人質として九頭龍の人間に引っ張りまわされたでしょう」

　よく殺されなかったわね、と宇美が言うと、草上は肩を落とす。

「まったくですよ。相手方に強い人間がおりまして、ワタクシなんか呆あつ気けなくのされてしまいました。その後、無む理り矢や理り連行されまして。……あっ、もしかしてですけど、宇美さん、ワタクシの事、疑ってますか？」

「いいえ。貴方が真ま面じ目めなのは知っているわ。素性調査はちゃんとしたし、貴方が九頭龍の構成員ならたぶんここにはいないでしょう」

「まったくです。武纏をテロの道具として使うのは間ま違ちがっています。武纏や護浄は禍獣を駆く逐ちくするために造られた武器！　罪なき人に向けられるべきものではないのです！」

「同感ね」

　エレベーターがガタンと音を立てて、止まる。

　数字が表示される液えき晶しようパネルなども存在しないため、正確にはここが何階か分からない。攪かく乱らんするために、わざと口にした行き先と違ちがう場所にしている可能性さえある。

　ゆっくりとドアが開く。

　暗くら闇やみの世界が広がるが、すぐに照明が灯ともり、広い保管庫があらわになった。

　最初に目についたのは、部屋の左右の壁かべ一面にあるガラス張りの棚たなだ。中には武纏が所ところ狭せましと並んでいる。そして、無数に並ぶ武纏のまえには、大量の身体に木の生えた人間も鎮ちん座ざしていた。

　思わず息を飲み込むヒナに対して、エレベーターの中から室内を一いち瞥べつした宇美は、「私の落ち度は」と溜ため息いきをひとつこぼす。




「貴方が内部寄生者である可能性を、上に居る時にすぐ考えなかった事よ」




「はい、その通りでございます」

　草上はにっこりと普通の、けれどこの状じよう況きようでは狂きよう気きが伴ともなったように見える微笑ほほえみを浮かべる。

　彼は服の内側から小さな鉄の塊かたまり──手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、ピンを抜ぬいて落とすと、俊しゆん敏びんにエレベーターの外に飛び出した。

　彼が出たと同時に、扉とびらは閉まる。宇美と、ヒナを中に残したまま。

　数秒後、空気を壮そう絶ぜつに震ふるわせる音が鳴り、エレベーターの扉が大きく歪ゆがんだ。

「……まあ、さすがにこの程度では無理でしょうけど」

　くつくつとどこか嬉うれしそうに草上が笑っていると、手榴弾の爆ばく発はつでも吹ふき飛ばなかったエレベーターの扉が内側から吹っ飛んだ。

　入口の上下左右の壁をも吹っ飛ばして、中から現れたのは、無傷の宇美とヒナだった。

　無表情で疲つかれたようなため息をもらしながら、宇美は草上を見やる。

「まったく分からなかったわ。本当に厄介ね、内部寄生は。でも、よく私が来るまでに寄生されているのがバレなかったわね」

「内部寄生のことをご存じなのですね。一応、白檀はトップシークレットの武纏でありますので、大たい抵ていは禍獣研究用で通っていますし。一いつ般ぱん職員や貴女あなたの部下も、内部寄生のことを知らないでしょうから気づかなくても仕方がないでしょう」

　それに、と笑えみを浮かべたまま草上は続ける。

「知っている人間は失しつ踪そうと称しようして、適当に寄生させて、ここにいる方々のように至る所に隠かくしていますし」

「たしかに私も白檀の内部寄生を聞いたのは、今日が初めてよ。ついさっきね」

　肉球付きの手で服を払はらいながら、周囲を見み渡わたす。数十人もの寄生者がたむろしており、何人かは武纏や護浄を持っている。

　唯一の出入り口である背後のエレベーターは、その役割をもう果たすことができないくらいボロボロだ。手榴弾で破は壊かいしたのはたぶん、殺すためではなく、逃にがさないため。

　宇美とヒナは閉じ込められてしまったのだ。地下何階かも、分からない場所に。

「きっとここで、私は着ぐるみを脱ぬがされてエロスな目に遭あうんでしょうね」

「ワタクシは紳しん士しなのでそのような事は致いたしません。まあ、そもそも貴女あなたにそのような事ができるかさえ疑問なのですが」

「ここから脱だつ出しゆつすることは可能なのかしら」

「もしその方法があったとしても、今のワタクシが教える訳がございません」

「そうね」

　宇美は肉球の手て袋ぶくろで、両手をぽふんと合わせる。

　まったく威い圧あつ感かんがない姿であるが、気にせず、一歩前へ出る。

「なら、正気に戻もどして聞きださないといけないわね。……ヒナ、周りの雑ざ魚この伐ばつ採さいでもしていてほしいわ。私は彼の両手足をへし折って、貴女が寄生を解除しやすいようにしておくから」

「おっけー」

　ヒナは錫杖を取り出し、構える。

　草上も、自前の武纏なのか星雲石が埋うまった自動拳けん銃じゆうを取り出すと、小さく起動式を口にした。彼はガンナーらしく片かた腕うで両足最低限の霊れい装そうのみを纏まとい、銃だけが銃身が長く重々しい物へ変へん貌ぼうする。

「力では及びませんが、貴女の能力を知っているワタクシは若じやつ干かん、有利です」

「かもしれないわね。でも、私の能力は知っていても攻こう略りやくは難しいわよ」

「それも知っております」

　草上は銃口をまっすぐ宇美へと向ける。

「虎ノ威。物体の衝しよう撃げきの増減を決定できる力。基本は触ふれる事で発動しますが、自身の周囲にドーム状に力場を形成する事も可能。そのため爆発を間近で受けようとも、ダメージはなし。隕いん石せきすら受け止める事ができるとさえ言われる能力」

「戦う前に能力をばらすなんて酷ひどいわ」

「申し訳ありません。お詫わびにワタクシの能力も。武纏、『魔ま弾だんの射手』。本来は相手を確実に射貫くというホーミングな異能があるのですが……残念ながら、制限がかかってしまって使えません。ただ、止まらない、という副次的な異能などは残っております」

　言い終わると同時に、草上が銃の引き金を引く。

　轟ごう音おんと共に放たれる弾だん丸がん。宇美は間か一いつ髪ぱつ、それを横に飛んで避よける。

　背後で衝しよう突とつ音の後にごりごりと何かを削けずり続ける音を聞く。

「止まらない、という能力。中々、厄介そうね」

「はい。たとえ衝撃を殺されようと、止まりません。ワタクシが込めた霊れい力りよく分だけ一定の速度で進み続けます」

　草上は言いながら、銃を連射する。鼓こ膜まくを震わせる発はつ砲ぽう音を聞きながら、宇美は虎のように左右に跳とんでよけながら、四よつん這ばいになった状態で、地面を蹴けり上げ、草上に肉にく薄はくする。

　肉球手袋で、素早く草上の脇わき腹ばらを叩たたいた。

　ぽふっと柔やわらかな手て応ごたえを加えたと思った瞬しゆん間かん、トラクターが衝突したような音が鳴る。

　草上は吹き飛び、寄生者達の中に突つっ込み、巻き込みながらごろごろと転がる。

「思ったよりダメージがなさそうね。当たる直前に横に飛ぶなんて身体からだの割には素早いのね」

「これでも鍛きたえておりますので」

　寄生者達の中で立ち上がった彼は、宇美に向かって銃を撃うった。銃声に導かれるように、寄生者達もぞろぞろと宇美へと殺さつ到とうする。

　寄生者を特に気にした様子もなく横に弾はじき、宇美は迫せまり来る銃弾に注意を向ける。銃口から、飛んでくる弾道を計算しながら、かわし、着実に草上に近づいていく。

「……宇美さん。貴女は思い違いをしている」

　と、向かってくる寄生者を見ながら、宇美は気づく。

　能力で吹き飛ばしたはずの寄生者たちは、何な故ぜか身体は揺ゆれるが飛んで行かない。それどころか、体勢を立て直すこともなく無理矢理に宇美にむかって突き進んでくるのだ。

　迫り来る寄生者の一人に腕うでを摑つかまれ、

「なるほど」

　宇美は相変わらず無表情を保ちながら納なつ得とくする。

　武纏や護浄を身に着けている様子はなく、彼が能力を使っている様子はない。

　……なら、

「止まらない能力」

「正解です」

　草上の銃口が、宇美を摑む寄生者の身体と彼女の頭部へと向けられる。

「ワタクシは銃弾以外を止まらなくする事ができないとは言っておりませんよ。ついでにもう一つ、方向も変えられないのでご注意を」

　言葉と同時に、放たれる銃弾。

　殺さない程度に寄生者の身体の肉を裂さき、血をまとった弾丸は宇美の頭部へ突き進む。宇美も能力を発動して、食い止める。

　しかし、銃弾の威い力りよくは弱まったものの、止まらない能力のため、その軌き道どうは変わらない。弾丸によって頭を弾かれた宇美は、そのまま寄生者によって押し倒たおされてしまう。手を摑まれたままのため、反はん撃げきができない。

　起き上がれない宇美のもとに、草上が跳ちよう躍やくする。銃身が宇美の口に無理矢理突っ込まれ、

「ジ・エンドです」

　くっ、と引き金が引かれる直前、宇美が肉球手袋で床ゆかに触れた。

　瞬間、突とつ如じよ、崩くずれるような衝撃とともに、彼女達の真下に数メートルにも及およぶクレーターが出現する。

　全員が突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感かんを味わう。

　唯ゆい一いつ、この事態が起こる事を知っていた宇美は力の限り首を横に振って、銃口を払い落とす。口から離はなれた直後に銃弾が飛び出し、宇美の頰ほおを薄うすく裂いて飛んで行った。

　そのまま宇美は猫ねこのように舞まって着地すると、一足遅おそく落下してきて、まだ体勢を立て直せていない草上へと迫る。

「貴方あなたの負けね」

　そう言って、宇美は草上の両りよう腕うでにスタンプを押すように肉球手袋を押し付けた。動作に不釣つり合いな、ぼきりという鈍にぶい音が鳴り響ひびき──その瞬間、戦いの勝敗は決した。







　気絶した草上や他の寄生者達をクレーターから引き揚あげ終え、宇美はヒナの方に目をやる。彼女はすでに寄生者達の無力化を終えており、吐と息いきをつきながら額を拭ぬぐっていた。

「つっかれたー。いやー数の暴力ってこわいねえ」

「それにしては倒せてるじゃない」

「まあねー。適当に相手の木、摑んで情報書き換かえて戦ってもらったりしてたの。数の暴力には数の暴力みたいな？」

　にへへーと笑うヒナに微かすかに口を緩ゆるめる。

　ヒナの事はあまり心配していなかった。確かに天巡アグリの力には制限があるが、それを克こく服ふくするために考えて戦う事ができる。

　場合によっては武纏使いとも一対一でなら、勝つ事が可能だろう。

「あっ、うーみん、頰が切れてる！」

　ヒナは宇美が血を流すのを見て、慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。それより草上の情報を読み取ってくれないかしら。内部寄生者なら、犯人に辿たどりつけるかもしれないわ」

「むーん。……ちょっと待ってね。って、うわー派手に両手へし折ってるね」

　変な方向に曲がる草上の両腕を見ながら、眉まゆをひそめるヒナ。

「中々強かったんだもの。余よ裕ゆうがなかったのよ」

「まあ、仕方ないっちゃ仕方ないんだろうけどね。……というか、武纏って気絶しても解除されないんだっけ？」

　未いまだ片手両足に霊装を纏っているのを見て、ヒナは、いきなり動き出さないかビクビクしながら宇美に問う。

「大抵は消えない仕様よ。禍獣に攻こう撃げきされて気絶して消えたりしたら、それこそ絶命ものだもの。生存率を上げるために、そんな風になっているのよ」

「へえー。あれ、でも本体の銃がないよ」

「それはクレーターの中よ。本体から離れたとしても、リンクはある程度続いているからそう簡単には解除されないわ。切れるとしたら、持ってる時に腕をいきなり千切り飛ばすか、殺した場合のどちらかね。壊こわすのは難しいわ。本体の霊装って意外に硬かたいもの」

「解除手段が中々恐おそろしい事この上ないね」

　あんまりな方法にヒナは苦笑してしまう。

「他ほかにも安全に解除する方法はあるけれど、色々と道具を使用するから個人では難しいの。だからこういう場合は腕や脚あしを折って、貴女に頼たのむぐらいしかできないのよ」

「一人の時になるべくこういう状じよう況きようになるのは避けたいね」

「まったくよ」

　ふう、と吐と息いきをつく宇美を見やりヒナは草上の霊装に触れて、解除しておく。このまま霊力を消費すると彼の命に関かかわる危険性もあるからだ。

　草上の額に触れ、五秒ほど経たったとき、彼に内部寄生した白檀の木に接続する。

　情報を解かい析せきし、頭にぶち込む。

　片手で服の内側にあった地図を取り出すと、特定した信号の位置を書き込んだ。

「……とりあえずここかな。第一北区の……どこかの工場だね」

「そう。ただその前にここから脱出する事が先決ね」

「早く草上さん、気が付くといいねー。あー、おなか減ってきた。お昼だね、もう」

「ええ。豚とん汁じるが食べたいわ。捜そう索さくは明日からにしようかしら。不動達の護衛もあるし」

　ぷふー、と二人はおなかを押さえながら、その場に座り込む。

　彼女達がその場から脱だつ出しゆつしたのは、それから二時間ほど経ってからのことだった。






　第三章　壊れた兄妹







　午後十二時頃ごろ、不ふ動どうは着き替がえ用の服を取りに行くために、夜よ見みのマンションにいた。

　中央区は都会だが、全すべてが全て真新しい訳ではなく、夜見の住むこのマンションも新しくはなかった。外装は白からほんのり黄色くなっているし、日当たりも悪い。中央区に住むために安い部屋を選んだ結果なのだろう。

　学園は第一東区という一番外側の地区にあるため、恐おそらく近々そちらに引っ越こす事になるはずだ。

　玄げん関かんで腰こしを下ろしながら、ぼんやりと真正面の扉とびらを見つめる。

　後ろの方ではパタパタと忙いそがしそうに動き回っている音が聞こえる。

　いつまで九く鬼き家や宇う美みの用意した隠かくれ家がに滞たい在ざいするか分からないため、長期間でも大だい丈じよう夫ぶなように色々と選別しているのだろう。

　三十分ほどで、夜見が戻もどってきた。

「お、お待たせよぉ」

　ぱんぱんに膨ふくらんだ巨きよ大だいなバッグを両手で摑つかんで、引きずっている。一体何日分の服を詰つめ込んだのやら。

「俺が持つよ」

「うう、だいじょーぶよっ」

　言いながらふらふらとする夜見。

「あら？」

　と、うっかり引きずる荷物に足を取られて、こけそうになってしまう。

　手をぱたぱたと必死に振ふる彼女を冷静に見ながら、不動は受け止める。

「言わんこっちゃない」

「助かったわぁ」

「さすがに一人じゃ持てないだろ。だから俺が持つって」

「それはやーよ」

　夜見は不動に抱だき着きながら、ふるふると首を振る。

　そんな彼女は不意に眉まゆを顰ひそめながら、少しだけ身体からだを持ち上げ、恋こい人びとさながらに不動に顔を近づける。

「というか、九鬼くん」

「ん？」

「この場合は、『ご、ごめん』的な感じになるのが定石のような気がするのよねえ。絶賛、ぷよぷよちゅーだったのよお」

「ああ、ごめん」

　そういえば自らの胸板に盛大に夜見のヒナより大きな胸が当たっていた。今も顔の距きよ離りが本当に近く、何かの間ま違ちがいでくっつきそうだ。

　だが、不動は気にした様子もなく夜見を引き離はなし、足元の荷物を軽々と片手で持ち上げた。あまりに淡たん白ぱくだったせいだろう。夜見は唇くちびるを尖とがらせて、むーっとしながら手をぱたぱたとばたつかせる。

「九鬼くんは初々しさが足りないわー。仮にも年上の女性の家にいて、ハプニングにあったのよお」

「そう言われても」

　ちょっとだけ理り不ふ尽じんな夜見の物言いに困ってしまう不動。

　来る事が分かり切っていたから、心構えは十分にできていたのだ。

　扉を開けたらいきなり飛びかかってくる変態巫み女こやチェーンソーを抜ぬくロリ、唐とう突とつに意味不明な言動をする着ぐるみ、鼻血を突とつ然ぜん噴ふき出す白い方の幼おさな馴な染じみなどなら、ここまで冷静ではいられないが。

　ふとそこまで考えて、不動は自身の周りに普ふ通つうの女子がいない事に気付く。

「…………」

　なんだか気持ちがうっすらブルーになってきた。

　いきなり不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを醸かもし出した不動に、夜見が少しだけ慌あわてる。

「あ、あら？　もしかして気にしてたのかしら。九鬼くんって、ふ、ふのー？」

「ちげえよ。てか、前もそんな事言われたな」

　しかも、男の方の幼馴染に。肩かたを落としながら、玄関から夜見を見上げる。

「……俺って、そんなに変かな」

「変というより、落ち着きすぎているのねぇ。気取っている訳でもなくて、高校生にしては不釣つり合いな感じがするわっ」

「なるほど」

「今のところは恥はずかしがりながら、飛び退のいて私がおねーさん的なあらあらうふふな感じで、『もうちょっと触さわってみる？』みたいなエッチな展開に持ち込めたかもしれないわっ」

　その言葉に、とっさに指を二本立てる。

「テイク２は？」

「なしよんっ」

「……くっ！」

　ちょっとだけ、というよりかなり残念だった。今、猛もう烈れつに自身の落ち着き具合を呪のろった。

　そんな悔くやしそうな彼を見て、夜見は面白そうにクスクスと笑う。

「不能でも男色でもなさそうねぇ。おねーさん、嬉うれしいわぁ」

「嬉しいって。……あれか、年下好みとか？」

「あららん？　なんで九鬼くん後あと退ずさるのかしらぁ」

　荷物を持ちながら、ずりずりと不動は後退る。飛びかかられないかと警けい戒かいしている雰囲気を醸し出す。

「悪い。喰くわれたら、学校に居られない」

「あらぁ、鈍どん感かんっぽいように見えて、意外に生々しい所があるのねえ。そこら辺は変と言えば変ねえ」

　頰ほおに手を当てて、うーんと考え込む夜見。ここで慌てないのは年上の本領といった所か。

　と、そんなやりとりをしながら、二人は第一東区にある九鬼家へと向かう。

「おおー、大きいわねえ」

　木造の塀へいに囲まれた瓦かわら屋根の家を、夜見は圧あつ倒とうされたように見上げた。庭は細かい砂じや利りが敷しき詰められており、池もある。旧時代の『和』という物を求めた外装らしい。

「九鬼くんの家は代々有名な家いえ柄がらなのかしらあ？」

「そうとも言えるけど、実の所、この家を建てたのって父さんなんだ。こういうの好きだったらしくてさ、金かけてたんだと」

「そうなのねえ」

　そう言って、てくてくと二人は九鬼家へと足を踏ふみ入れる。

（……訊きいてこないんだな。両親の事）

　彼女は不動の両親について、一いつ切さい、訊いてこない。自分の滞在について両親の了りよう解かいうんぬんやらなんやらが必要ではないかとか、そういう事などなど。

　おそらく不動の家の状じよう況きようを知らないにしても、察してはいるのだろう。

　ただしいつかは詳くわしい話をしなければならないはずだ。

　長期間泊とまるなら、この家でもっとも歪いびつな存在である『妹』の事を。

　不動はとりあえず夜見を客室に案内し、荷物を置いて一通り説明する。ベッドはなくて、布ふ団とんでもオーケーかと聞くと、親指を立てて大丈夫と返された。

　八畳じようほどの部屋に正座をする夜見。

「うーん、畳たたみの匂においっていいわねえ。ざらざらと思ってたけど、つるつるなのねえ」

「姿勢崩くずしてもらっても大丈夫。一応、大おお神がみ先生の寝ね泊とまりする部屋だから」

「わかったわあ、お言葉に甘えちゃうわねえ」

「お茶用意してくるから。ちょっと待ってて」

　客室から出て行こうとするが、振り返った所で不意に夜見に手を摑まれてしまう。

「お構いなくよん。というより、九鬼くんも疲つかれたでしょー。休みましょー」

「いや、さすがにお客さんが来て何もなしって訳にはいかないだろ」

「むー、九鬼くんもリラックスしてくれなきゃやーよ」

「って、うわ!?」

　意外に強い力で夜見に手を引かれてしまう。突然の事で対応できずに、そのまま夜見の膝ひざの上に座り込むような形に持って行かれてしまう。

　突然の事の上に背中に大きな胸の感かん触しよく、首筋に感じる夜見の吐と息いき、さらに夜見が不動の身体に手をまわしてきたため、さすがの彼も慌ててしまう。

「ちょ、まっ！　な、なにしてんだ!?」

「あら、嬉しい。やっと慌ててくれたわねえ。おねーさん、自信でてきたわぁ」

「あんた、教師ではないけど、学校勤めするんだからな！　色々考えろよ！」

「うふふー。照れてる照れてるう。…………なんて意地悪はもういいわね」

　夜見の声が少し落ち着いた物へと変わった。

「……リラックスして、九鬼くん。大丈夫よ」

「…………」

　夜見の意図は分からなかった。けれど、ふざけている雰囲気はなかった。

　素直に不動は身体の力を抜き、息を整える。

「うん、そう。まあ、ちょっと膝は重いから降ろすわねー」

　ずりずりと滑すべるように膝の上から降ろされ、畳の感触を尻しりに感じる。と、位置が下がった事により、夜見の胸が後頭部に当たったが、すでに気を落ち着けていたため、特に取り乱しもしなかった。逆に慌ててしまうと今の彼女に失礼にあたるような気がしたのだ。

「……九鬼くん。確かに私はお客さんだけれど、ここは貴方あなたの家だから気を抜いて欲しいの。何か、緊きん張ちようしているようだけどそこまで硬くなる必要はないのよ」

「……いや、俺は……」

「今はまだ『大丈夫』。時間はまだあるはずよ。だからそんな神経をすり減らしちゃ駄だ目め。私はいつでも待っていてあげるから、安心して」

「…………」

　なんだか心を見み透すかされているようだった。

　でも、不思議と不快感はない。むしろ落ち着きさえ覚える。

　不動は本当に無意識の内に、力が抜けていくのを感じていた。

　するすると身体は下がり、夜見の膝へと頭が辿たどりつく。

　夜見が優しげな笑みで見下ろしながら、不動の頭や頰をなでる。

「貴方はまだ子供。少しくらい誰だれかに甘えちゃってもいいのよ。自分の心は強いなんて思っちゃ駄目。何よりも心は弱いものだから」

「……分かってる」

　それは誰よりも知っている。恐おそろしいほど知っている。壊こわれた人を知っている。

　少しでも『彼女』が平和にいられるように。少しでも、安心していられるように。

　強くなきゃならない。

　そんな不動の心を見透かしたように、夜見は首を横に振ふる。

「誰かを守りたいなら、貴方が今すべき事は休む事。だから、お休みなさい」

「…………」

　言葉に導かれるように、ゆっくりと目を閉じる。夜見の優しい手の感触や言葉があまりにも心ここ地ちよく、穏おだやかな眠ねむ気けがやってくる。

　こつん、と夜見が不動の額に自らの額をくっつけ、小さな声で言う。

「……おやすみ、不動」

「……おやすみ…………母さん」

　その言葉を発したと同時に、意識が闇やみの中に落ちて行った。不思議と不安にならず、とても安心しながら。







　それは過去の夢。

　九く頭ず龍りゆうによるテロが起こった日、九鬼一家は、近場のアミューズメントパークに遊びに来ていた。一番安い場所ではあったが、不動と明花は別に問題なかった。どこかに連れて行ってもらえた、ただそれだけが嬉うれしかったのだ。少し豪ごう快かいな父・明みよう見けんとお淑しとやかな母・芙ふう華か。どちらも優やさしく、不動たちは彼らのことが大好きだったから。

　人一倍はしゃいでいた不動は、びしっととある施し設せつを指さす。

「おとーさん、あれ！　ゲーム！　ばーちゃるりありてぃだって！　なんかしょうまが言ってたやつ！　面白いんだって！　ふぁんたずまを倒たおすんだって！」

「なに!?　なら行くしかないだろう！　行くぞ、不動！　ダッシュだ！」

　そんな彼らを母親は微笑ほほえましげに、明花はやや冷めたような目で見ていた。

「あーにーとちちー、はしゃぎすぎー。まだじかんあるー。いそぐひつよーないー」

「まったくね」

「……でも、はやく行ってあげないとー、迷子になってすぐなくー。いこー、ははー」

「そうね、行きましょう」

　実は早く行って遊びたい娘むすめに母親は微笑み、明花の小さな手をとって歩き始めた。

　とても平和で幸福な一日。

　何にも代えられない大切な日常。

　不動と明花は当たり前に思い、何も考えずに過ごしていた。

　しかし、やってきたのだ。終わりが。絶望と恐きよう怖ふと共に。

　終わりの始まりは、昼食時。レストランがどこも満員で、空いている所を見つけようと彼らは歩いていた。

　不動と明花はおなかが空いて、ぐずり始めていた。父親の太い腕うでに全体重でぶら下がり、あー、と言いながら身体からだを左右に揺ゆする。

「不動、やめてくれ。父さんの筋肉がぶちぶち言い出しそうだ」

「おーなーかーへったー」

「だからって父さんの腕を嚙かむのはやめような」

「しょっぱ！　もさもさ、まずっ！　くさっ」

「さすがに最後の一言には泣いちゃうぞー？」

　お年とし頃ごろの父親にとって、臭においについては禁句である。

　そんな父親に母は、「大だい丈じよう夫ぶ。あなた、良い匂いよ」と優しげにフォローを入れる。「お、おまえ……」これには口元に手を当てて目を潤うるませる父。

　なんだか両親がイチャイチャしだして、先に進まなくなった上に、おなかは減ったわ、つまらなくなったわで、んあーと口をぱっかりと開けて不動は空を見上げていた。

　季節は夏。四十度以上に設定される事もよくある季節。暑いのは苦手な不動だったが、夏の空は好きだった。澄すみ渡わたった水色に、大きな柔やわらかそうな雲が浮うかんでいるのは、見ているだけで楽しい気分になる。

　空腹を紛まぎらわすために、さらにグッと空を見上げると──何かが落ちてくるのが見えた。

　遠すぎてよく分からない。でも、飛行機ではない。音は鳴っていなかった。

『それ』は赤茶けた肌はだをした──図ず鑑かんで見たことがある旧時代にたくさんいたという蜥蜴とかげのように見えた。でも、蜥蜴は空から落ちてくるような事はない。

　では、あれは何か。

「おとーさん、おとーさん、あの、おっきいの何？」

「おっきいの？」

　不動が空を指さすと、父親だけではなく母親と明花も顔を上げ、

「────!?」

　父が、顔をこわばらせた。すぐに不動の胸元についていたバッテリータイプの護浄アルニシを起動させ、自身は腰こしに差さっている刀を引き抜ぬき、起動式を叫さけび霊れい装そうする。母親も明花に同様の事をして、同じく自らに霊装を施ほどこす。

　そして、父親は息を大きく吸い込み、周囲に向かって全力で呼びかけた。

「今すぐ護浄を起動させろ！　上から禍フアン獣タズマが来る！」

　父の言葉に、周囲にいた人間の時間が凍こおりつく。緊張と戸と惑まどい、そして冗じよう談だんではないかという感情を持ったまま、多くの人間が空を見上げた。そして、そこに迫せまった事実に絶望したのだ。

　もう少し、あとほんの少し早く、不動が、父親が禍獣に気付いていたのなら、結果は変わっていたかもしれない。

　地じ響ひびきと共に降り立った全長四メートルの竜りゆう。

　パークを訪れていた人々はただ呆ほうけながら、それを眺ながめる事しかできなかった。

　竜がつんざくような咆ほう哮こうを上げる。

　その瞬しゆん間かん、世界が消えた。少なくとも不動にはそう見えた。

　竜が形成した高熱の空間により、人間は一いつ瞬しゆんにして蒸発し、灰になり、建物やテーブルや椅い子すなどの置物も同様の末路を辿る。

　文字通り、半径百メートルの範はん囲い、不動達以外、すべてが消え失せたのだ。

「芙華！　不動と明花を連れてここから離はなれろ！　俺がこいつの相手をする！」

「分かったわ！」

　いつもと違い恐ろしい形相で怒ど鳴なる父親に、はきはきと動く母親。何もかもが蒸発して消えた世界。どれも異常過ぎて、不動にはこれらを現実と認識する事ができなかった。

　何が起きたか分からない。ごつごつとした装そう甲こうを纏まとった母親に背負われ、明花は抱かかえられて、その場から連れ出される。

　禍獣はあの竜だけではなかった。身から紫し電でんを迸ほとばしらせる怪かい鳥ちよう、鎧よろいを纏う大ムカデ、空に限らず地上や地中からも、化け物が姿を現す。

　悲鳴が至る所から響ひびき渡り、そのどれもが断だん末まつ魔まへと変わっていく。

　大人も子供も大差なく、平等に殺され、食われている。

「見ちゃ駄目よ！」

　母──芙華の鋭するどい声が聞こえてくる。

　不動は怖こわくて、目をつむった。早くこの悪夢が覚めるように。こんな怖い声が聞こえなくなるように。

　と、その時、母親が突とつ然ぜん立ち止まったため、不動はそっと目を開けた。

　悲鳴が遠くなってきたから、あの場所から逃にげられたのかと思って。

　けれど、違った。

　目の前には、狼おおかみがいる。体高は一メートルと今まで現れた禍獣と比べて小さく、かつ鎧も両足程度しか纏っていない。歯は茎ぐきを剝むき出しにし、低い唸うなり声を向けてくる。

「……霊装がほとんどなし。ここで異能特化は厳しいわね」

　母親の言葉を聞いてか聞かずか、前まえ触ぶれもなく、目の前の狼が分ぶん裂れつした。寸すん分ぶん違たがわず似たような個体が、一いつ匹ぴき、二匹、三匹と増えていく。気付けば、二十頭ほどの群れが形成され、不動達の前に立ち塞ふさがっていた。

「狼って群れで狩かりをするとは聞いた事はあるけど、……これなら確かに『群れ』を作る必要はないわね」

　じりじりとケルベロスが迫る。芙華はゆっくりと後あと退ずさりつつ、周囲に目を向けていた。

　至る所から悲鳴と火の手が上がり、周囲は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化している。濃のう厚こうで生なま臭ぐさい香かおりや人の焼けた酸っぱい臭いが、町を包み込んでいる。

　一匹のケルベロスが鋭く吠ほえる。同時に残りの群れが、一いつ斉せいに不動達に襲おそいかかった。

　不動と明花は目をギュッと閉じ、芙華にしがみつく。芙華は剣けんを片手に、それを迎むかえ撃うとうとした。

「火か界かい咒しゆ！」

　しかし次の瞬間、突然、目の前にいたケルベロスが吹ふき飛ばされていく。

　地面に落ちた狼は身体のあちこちが焼け焦こげ、瀕ひん死しの状態に追い込まれていた。

「あなた！」

　芙華が顔を輝かがやかせ、後ろを見やる。

　そこには赤い鎧を身に纏い、太く鋭い刀を狼に突つきつける父──明見の姿があった。

　彼は笑顔を浮かべ、不動達に駆かけ寄る。

「大丈夫だったか？」

「ええ。間か一いつ髪ぱつ。不動も明花も大丈夫よ。そっちも怪け我がはない？」

「俺は大丈夫だ。早くここから離れよう。囲まれたら不ま味ずい」

　そう言うと、明見を先頭に彼らは死が充じゆう満まんする世界を駆け抜ける。

「……一体何が起こったのかしら」

　芙華が辺りの惨さん状じようを見回して、呟つぶやく。答えを期待している訳ではなく、ただ、何かを言わないと心が崩くずれてしまいそうだったのだ。

「分からない。もしかしたら先日盗ぬすまれた村正の武纏フオロが関係しているのかもしれない」

「一体誰だれがこんな事を……」

「心当たりはある。最近活発になっている九頭龍とかいうテロ組織だ」

「……都市の外からやってきたのかしら。でも、あっちは鬼おにが未いまだに支配しているから、武纏を使ったテロなんてできるはずないだろうし……」

　誰も何も分からない。不安だけが増大する。今まで平和だったのに。幸せだったのに。なんで、こんな事になってしまったのだろう。

「あなた、これからどうするの？」

「シェルターに向かって、安全なら不動と明花を預ける」

「……分かったわ」

　芙華は長年の経験から、明見が戦いに出向くと分かった。彼女はそれにつき従おうと心に決める。夫を守るために。絶対に生き残るために。もう一度、家族で過ごすために。

　剣を強く握にぎりしめ、決意を固める芙華。

「……待て、芙華」

　言葉に従い立ち止まった芙華は明見の視線を追った。

　大きな歩道が真ん中にある商店街には人っ子一人いない。所々に潰つぶされていたり、食い散らかされた人間の骸むくろが転がっているだけだ。

　ただ一人を除いては。

　明見らが駆けていた道路の真ん中に一人の人間が突っ立っていた。

　この絶望が充満する世界に平然と立つ女。

　頭に二本の角。大きな鉄の杭くいを両手に持ち、九鬼家に立ち塞がるように立っている。能面を被かぶっているため表情は分からないが、明らかに友好的な雰ふん囲い気きではない。

　明見は刀をまっすぐその能面に突きつける。

「お前は何者だ。五秒以内にそこからどかないと、問答無用で切り捨てる」

「…………」

　応答なし。

　ため息をつき、明見は心の中で秒読みする。従わない場合は火界咒を叩たたきつけて、強きよう行こう突とつ破ぱするつもりだった。

（──二、一、零ぜろ。悪く思うな）

　霊れい力りよくを刀に込め、火界咒を撃ち放とうとした。

　と、その時、左右の建物の屋上から禍獣が現れる。

　禍獣の身体からだの各部位に木が生えているように見えた。けれどそれは一瞬で消え去ってしまったため、正確にはわからない。

　甲こう虫ちゆうのような禍獣が道路に向かって飛び降りる──それもあの能面の上に。

「おい！」

　思わず声をかけるが、能面は動かずそのまま甲虫の下した敷じきになる。

　ごしゃり、と骨と肉が同時に潰れた嫌いやな音が鳴る。

　甲虫の下から片手が微かすかに覗のぞく、反射的なものなのか、ピクピクと微かに蠢うごめいているのが見えたが、もう助からないのは目に見えていた。

「……くそっ！」

　その間にも禍獣はぞくぞくと湧わいてくる。逃げ出す暇ひまもなく、囲まれてしまった。

（……おかしい。計ったように湧いてきた。……それに上にいた奴やつら、やっぱり一瞬だけ木を生やしている。なんだ、あれは）

　明見の頭の中にはぐるぐると様々な憶おく測そくが生まれだしたが、すぐに振ふり払はらうように首を振る。今は生き残る事を考えなければ。刀を構え、芙華と背中合わせになる。

　苦笑し、明見は芙華に問いかける。

「芙華、大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「ええ、なんとか。あなたもいけそう？」

「いくしかないだろ。……生き残るぞ、絶対に」

「ええ」

　明見は禍獣の群れに向かって、火界咒を放つ。高熱の暴風が禍獣に襲いかかるが、先ほどの狼と違って重く硬いため、ダメージが少ない。吹き飛ばす事ができず、一瞬しか足止めできない。

「直接切るしかないか……『降ごう魔まノの剣つるぎ』」

　明見が持つ刀の刀身全体が、真っ赤に染まる。景色が歪ゆがむほど高温になった刀を携たずさえ、彼は一気に禍獣の懐ふところに入り込む。

　最初の甲虫の足を薙なぎ払う。体勢が崩れた身体を串くし刺ざし、そのまま真横に引き裂さいた。こんがりと虫が焼ける香こうばしい匂においと共に、虫特有の白はく濁だく色の体液が辺りに飛び散る。

　次に近くにいた別のゴリラのような禍獣に切りかかる。振り払うように図太い腕うでを振ってくるが、問答無用に切り落とす。

　苦痛による絶ぜつ叫きよう。

　明見は畳たたみかけるために、真横に大きく溜ためた一いち撃げきを叩きつけようとする。

　だが。

　どすっ、と片足に何かが突き刺ささる。

「……？」

　不自然な重み。とっさに足元に視線を巡めぐらせる。

　そこには。鉄の杭が刺さっていた。

　不思議な事に霊れい装そうや肉を思い切り貫つらぬいているというのに、一いつ切さい、血が飛び散っていない。

　でも。

「……っ！　がぁああああああああああ！」

　強きよう烈れつな痛み。脚あしだけではなく全身に、どうしようもない激痛が迸る。身体が強こわ張ばる。つまずき、刀を取り落とした上で、倒たおれ込んでしまう。

　転げまわりそうになるのを抑おさえて、明見は鉄の杭に触ふれる。だが、触さわった瞬間、剝むき出しの傷口に指を突っ込んだような痛みが上乗せされる。

　でも抜ぬかなければ、……抜かなければ？　どうなる？

　ふと、大きな黒い影かげが明見の足下に落ちる。

　痛みに耐たえながら見たそこには、先ほどの禍獣がいた。怒いかりで歯茎を剝き出しにして、憎ぞう悪おを込めた視線で彼を射貫く。

　片腕で彼をわし摑づかむ。

　万力のような力。痛みがさらに加算される。……そう、相そう殺さいされない。痛みがどんどん増してくるのだ。これは異能。だが、誰の？　なんの？

　痛みに耐え、禍獣の腕わん力りよくに抵てい抗こうしながら、明見は『元げん凶きよう』を見つける。

　明見の視線の先には、先ほど押し潰されて死んだはずの十じゆう二に単ひとえの鬼がいた。

　血だらけになりながらも、二本の足で平然と立ち、見上げてきている。

「なん、で……だ」

　この杭が奴の異能なら、なんで生きている。鬼は生命力が人一倍強くなると言っても、潰されて生きていられるようになどさすがにならない。

　なぜ、なぜ……。

　めきめきと身体の骨が軋きしみ、内臓が圧あつ迫ぱくされ、潰され、血を吐はき出す。

　そして、……ぐしゃと嫌な音が聞こえた。

「あなた！」

　不意に明見に目を向けた芙華が見たのは、禍獣の腕の中でおかしな角度で折れ曲がる夫だった。口から血の筋を流し、虚うつろになりかけているが、微かに息はしていた。

　今なら助けられる、そう思っていたが、禍獣がそのまま明見を投げ捨てようとせず、ゆっくりと口まで持っていく。

　それを見て、芙華の顔が蒼そう白はくになる。

「……ダメ。なに、してるのよ」

　口を大きく開け、そこに明見を突っ込む。

　がちん、と歯がかみ合わされた。

　ぶしゅうとまるで噴ふん水すいのように禍獣の口から血が噴ふき出した。

「いや、いやぁあああああああああああああああああああ！」

　十分に咀そ嚼しやくした禍獣はゴクリと明見の肉を嚥えん下かし、残った下半身を無造作に投げ捨てる。

「あ、あぁ……」

　呆ぼう然ぜんとして芙華が、声を漏もらす。信じられなかった。今さっきまで話していた夫がこんなに呆あつ気けなく死んでしまった事が。生きていたのに。喋しやべっていたのに。

「おかーさん、うしろ！」

「！」

　頭の中が真っ白になりかけていた芙華は、不動の声を聞いて我に返る。

　すぐさま振り返り、襲おそいかかってきた双角バイ獣コーンに剣けんを突つきつけた。

「『潰れなさい』！」

　芙華の言葉と共に双角獣の周辺が一いつ瞬しゆんにして陥かん没ぼつする。ダメージは少ないが、足場を失った双角獣は転げるように転てん倒とうする。

　芙華は頭かぶりを振る。

（今は、止まっちゃ駄だ目め。守らなきゃ、不動と明花を）

　涙なみだが零こぼれそうになる。けれど、彼女は乱暴に目元をぬぐうと剣をしっかりと構える。

　逃にげ道みちを探す。今、二人を抱かかえた状態では本気で戦う事はできない。だから逃げなければならないのだが、上も左右も禍獣で埋うまっている。

　…………絶望的だ。

　それに……。

「……あなたは敵なの？」

　ゆっくりと近づいてくる十二単を纏まとう鬼。両手に杭を携え、芙華を見み据すえている。

「…………」

　鬼おには相変わらず答えない。

　芙華は歯を強く嚙かみしめると、もう何も言わずにその鬼に切りかかった。思考回路がない獣けものより、人の思考を併あわせ持つであろう鬼の方が危険と判断したのだ。そして何より、この鬼こそが夫である明見が死んだ原因であるのだから。

　鬼は動かない。芙華は構わず、鬼の首を真横に一いつ閃せんした。

　噴き上がる血と生首。

　倒れ込む身体。

　呆気なかった。あまりにも…………そう思った瞬しゆん間かんだった。

「……え？」

　切り離はなしたはずの首から触しよく手しゆのような物が生え、ぐじゅりと身体にくっつく。見ている間に血さえも逆ぎやく戻もどりし、鬼は当たり前のように立ち上がった。

　体勢を立て直すこともなく、杭を横に構えて突っ込んでくる。

「……！」

　とっさに攻こう撃げきを受けるために再び剣を構える。

　振り抜こうとする鉄の杭が剣に衝しよう突とつし──けれど、甲かん高だかい音は響ひびかず、杭は芙華の剣をすり抜け、そのまま彼女の胸に突き刺さる。

　瞬間。

「く、きゃぁぁああああああああああああああ！」

　焼けつくような痛みが全身を襲う。立っていられない、不動と明花も抱えられない。彼らを振り落とした芙華は、痛みに絶叫しながら、うずくまる。

　さらに一本、右みぎ腕うでに。もう一本、左ひだり肩かたに。さらにもう二本、両足に。鬼は容よう赦しやなく杭くいを突き立てる。杭は不思議な事に芙華の肉も道路も一切砕くだかず、すり抜け、何な故ぜか地面に縫ぬい付ける。のたうちまわる事すら許されない。

「ひぎゃああああぁぁああああ！」

　喉のどが張り裂けそうなくらい、無様な悲鳴が上がる。実際、張り裂けて血が溢あふれだしてしまった。それでも、声がしゃがれようと悲鳴は止められなかった。

　子供のようにぼたぼたと涙が零れ落ちる。痛くて痛くてたまらなかった。加算される痛みは、どれも拡散されず、増ぞう幅ふくされる。意識はしっかりとしているため、痛みはぼやけない。

　何も考えられない。もうどうでも良かった。痛みが収まるなら。

　もう、……死にたかった。

　そして彼女の、その願いはすぐに叶かなう事になる。

　先ほど芙華が一時的に退けた双角獣が、彼女を見下ろす位置までやってくる。

　巨きよ体たいを持ち上げ、黒々とした蹄ひづめを掲かかげると──遠えん慮りよなく彼女の首に振ふり下ろした。

　ぼきぶち、と脊せき髄ずいが砕かれ、千切れる音が鳴り響き、彼女の頭が地面に転がる。

　それは明花の下へ転がって行った。最悪な事に彼女を見上げるような位置に。

「ひっ……あぁ」

　彼女の目に映る苦痛に歪んだ母の顔。絶対にそんな顔をしないと思われていたのに、そのたった一度の現実が母の全すべてをぶち壊こわした。

　明花は頭を抱える。母を見つめながら、側頭部の皮が裂け、血が出るほど爪つめを突き立て、がたがたと震ふるえる口を大きく開ける。

「ああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴は抑えられなかった。心が保てない。

　迫せまりくる禍獣。怖こわい。母の顔。怖い。

　じんわりと股こ間かんが濡ぬれる。でも、そんなの気にならない。

「明花！」

　双角獣に今にも踏ふみつぶされそうになっていた明花のほうに、不動がとっさに駆かける。彼も心が壊れそうだったが、それでも明花を守るために、走る。

　間か一いつ髪ぱつ、明花を突き飛ばす事に成功したが──。

　どが、と鈍にぶい音。

　不動は一瞬、何が起こったのか分からなかった。自分が何故、横に吹ふき飛ばされ、宙を舞っているのか分からなかった。

　──双角獣の蹄にぶつかってしまったという事実を理解できなかった。

　そのまま彼は無防備に地面に叩たたきつけられる。

　それも明花の前に。

　横たわり、彼女を見つめる形で。

　頭が半分陥没し、目玉があらぬほうに向いた不動の顔が明花の目の前にくる。

　不動の意識はあった。まだ死んでいない。けれど、『彼女』にとってはその姿は何よりも残ざん酷こくに映った。ピクピクと動く姿が何よりも恐きよう怖ふを煽あおる。

『彼女』が壊れるにはそれで十分だった。

「ぎゃあああああああああああああああああああ！」

　うずくまり、零れ落ちそうなほど目を見開き、叫さけぶ。

　不動はそんな彼女を、ただ見続ける事しかできなかった。何も認識できない脳と目で。

　禍獣が迫りくる。終わりが近づく。十じゆう二に単ひとえの鬼はもういなかった。

　終わりだ。

　そんな認識もできない不動の目に、何かが舞まい降りてきた。

　大きな背中。蒼を基調にした着物を纏まとった男。それが巨きよ大だいな剣を片手に禍獣に立ち塞ふさがっていた。

　そこで不動の意識は完全になくなった。







　ハッと目を覚ます。……嫌いやな夢を見た。

　不動の視界に映る天てん井じよう。

　側には、眠ねむりこける夜見がいた。不動にひざまくらしたまま、すぴーすぴーと気持ちよさそうに彼女も寝ね入いっている。口くちの端はしからほんのり涎よだれがたれていたりして、かなり無防備だった。年下とはいえ、仮にも男と屋根の下で二人っきりなのだから、もう少し警けい戒かいした方がいいと不動でさえ思う。

「…………」

　吐と息いきをつき、夜見を起こさないようにゆっくりと膝ひざから脱だつ出しゆつする。

　とりあえず音を立てないように、不動は押入れから布ふ団とんを引っ張り出し、畳たたみに敷しいて、起こさないようにゆっくりと夜見を布団に横にした。

　毛布をかけ、問題なしと思ってから時計を確認しようとした所…………、出入り口の襖ふすまから覗のぞく一つの顔を発見。ツインテールが特とく徴ちようの妹──明花である。

「るーりー、あーにーはついに覚かく醒せいし、きょにゅーのじょせーを布団に横たえ、大きな胸を服の上から揉もみしだきー……」

「や、やめてください、やめてください！　ふ、ふどーくんはそんな事しません！」

　たぶん、廊ろう下かに瑠る璃りがいるのだろう。明花のように覗き込んではいない。……ここからでは見えないがある程度は予想がつく。恐おそらく壁かべに顔を向けて、背中を丸めて耳を塞ごうとしつつも、隙すき間まを開けた格好で明花の声を聞いているのだろう。

「上着とスカートに手をかけるー。そして、妖あやしげな手つきであーにーはーほーまんな胸とー……」

「おい、妹。捏ねつ造ぞうしてんじゃねーぞ」

　目線は確実に合っていたのに、気後れする様子は微み塵じんもなく、おかしな実じつ況きようを続けようとしていたため、不動は襖を開け放って、妹を見下ろす。

「おおー、あーにーに見つかり、私とるーりーはきょにゅーじょせーと組んず解ほぐれつのー」

「ええ!?　ぶふぁ！」

　瑠璃が振り向いて不動と目が合った途と端たん、盛大に鼻血を噴ふいてしまった。しかも噴ふん水すいっぽい感じのため手で押さえていても、勢いが収まらない。

「ちょ、勢いと量が尋じん常じようじゃねえ！　落ち着け、瑠璃さん！」

　と、いつもの調子でいつもの事を一通り繰くり広げて、三人は夜見を寝ねかせたまま、茶の間へと移る事に。

　幸い、失血にはならずにすんだ瑠璃とあらゆる元げん凶きようの妹、明花に夜見の事を説明する。彼女がまだ赴ふ任にんしてきていない蒼帝アルモ学園ニアのカウンセラーである事と、そんな夜見が白ビヤク檀ダン関係の事件に関かかわってしまった事。そして、少しの間だけ、彼女を匿かくまう事を。

「そうだったんですか……。てっきり不動くんが、その、なんというか、か、カノジョさんを連れ込んだのかと……」

「それはない。ところでもう、五時か。今日は瑠璃さん達、早かったんだ」

「はい。特に委員会の仕事もありませんでしたし。余よ裕ゆうもあったので、今日はお料理を作らせてもらおうかと思って」

　瑠璃は買かい物もの袋ぶくろを持ち上げて、にっこりと笑みを浮うかべてくる。

「今日はなに？」

「カレーです。人も多いですし、ちょうど良かったです」

「福ふく神じん漬づけとらっきょは？」

「ありますよ、安心してください」

　クスクス、と笑いながら瑠璃は応こたえてくれる。不動はさすが最高の姉と思いながら、満足気に頷うなずいていた。

　そんな二人を見ながら、明花は口元に手を当て、眉まゆをひそめる。

「どうみても新しん婚こんさーん」

「ええ!?」

　びくう、と驚おどろいてあたふたする瑠璃。

　不動は明花に親指を立てる。

「ナイスだ、明花！」

「え、えええ!?」

　若じやつ干かん、ニュアンスが違ちがう驚きを見せる瑠璃。こちらの方が顔が赤い。

「瑠璃さんが俺の嫁よめになるとかって、最高すぎるだろ。あり得ないだろうけどさ」

「あ、あう……」

　瑠璃は混乱のあまり買い物袋を右手にたまねぎを左手に持ちながら、ぐるぐると視線の定まらない目をしながら、うろうろしてしまう。

　まあ、これ以上、弄いじると本気で失血しかねなかったので、そのまま台所に直行してもらう事にした。

　不動は落ち着いてから、携けい帯たい電でん話わを見やる。着信が二件あった。どちらもヒナからであり、メールもあってそちらを見ると、どうやら保管施し設せつで寄生者に襲おそわれたらしい。

　大きな怪け我がはなかったらしいが、不動は眠っていた自分が申し訳なくなった。

　不動はヒナと連れん絡らくを取るために、一度、玄げん関かんの所までやってきて、電話をかける。

　数コールの後、ヒナの声が聞こえてくる。

「もしもし、フドー？」

「ああ。悪い、電話出れなくて」

「ううん、問題ないよー。メールみた？」

「見た。大変だったらしいな」

　壁に背を預け、そのまま座り込む。

「まあね。結局、地下から出るのに時間かかってさ、その後色々あって、解放されたのが四時頃ごろかな。私達の本ほん拠きよ地ちの清庭ユニワに帰ったはいいんだけど……」

　そこで一いつ旦たん、ヒナは言葉を区切ったため、不動は訝いぶかしげに思う。

「何かあったのか？」

「コンニャク買い忘れてたのを思い出してさ」

「コンニャク？」

　苦笑するヒナの声と、予想外の回答に不動は眉をひそめて携けい帯たい電でん話わに目を向けてしまう。

「うん。朝にさ、うーみんが豚とん汁じる作るための材料買ってたじゃん？　でも、色々あって皆みんなで食べちゃったよね、あれ」

　あれか。失言をしたせいで、宇美にコンニャクを思い切りぶつけられた、あの出来事。それで袋が破れてしまったせいもあるのと場を収束させる意味合いで食べたのだった。

「でさ、いざ豚汁を作ろうとして、そのコンニャクがない事に気付いてさ、うーみんにない事言ったら、なんとも言えない顔をされちゃって」

「是ぜ非ひみたかったな、その顔」

　というか、そんなにコンニャクが好きだったのか奴やつは。

「結局、フドーの家の護衛もあるからって、ちょっと拗すねた感じに出てっちゃったんだよね、何も食べずに。そろそろそっちに着く頃ころだから、出来れば何か食べさせてあげてくれないかな？　…………さすがにきびしい？」

「まあ、カレーだし大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ」

　まだ作り始めだから、すぐには出せないと思うが。まあ、出来たら外に出て宇美に渡わたせば問題ないだろう。

「そっか。なら、少し食べさせてあげて。レーションでいいとか言ってたけど、うーみん、それじゃあさすがに可か哀わい想そうだからさ」

「ああ、分かった……って、その事で電話したのか？」

「あと、明日はうーみんと別れて捜そう索さくね。うーみんは北区の方に行って、私達は昼間に見つけた禍獣の捜索。こっちの方がフドーに合ってるっていう訳で、分かれてやるんだって。詳くわしい話は明日するね」

「わかった。集合場所は？」

「うーみんが私を連れてそっちの方に行く事になるかな。たぶん午前七時くらいになる予定。そんな感じかな。んじゃ、じゃーね」

「ああ、じゃーな」

　ぷち、とヒナとの通話を終え、耳から電話を離はなした不動だったが、しばらくその電話を見続ける。

　なんというか、ヒナは世話好きの気がする。今回は宇美の夕食の心配をしていたし、前は迷子の子供を上手に扱あつかっていたから。

「ふざけなければ、かなりまともな奴だよな、ヒナって」

　もしかしたら、知り合いの女子の中で一番まともな可能性がある。

　不動は携帯電話をポケットに突つっ込み、家の中へと戻もどる。

　茶の間へと戻ると、明花の他ほかに夜見がいた。

　寝ね起おきなのだろう、しょぼしょぼした目で明花と向き合っている。

　対面の明花はぽむぽむと夜見の胸を触さわって遊んでいた。

「…………」

　ツッコむのも面めん倒どうだったので、そこは見ないふりをして夜見に声をかける。

「大神先生、起きたんだな」

「……うーん。美お味いしいメロンパンを見つけた所だったわあ。でもほとんど袋が破れて湿し気けってたのー」

　盛大に寝ぼけていた。

「そうか。まあ、一応、紹しよう介かいするけど目の前にいるのが妹の明花な」

「九鬼明花ー。よろしくー」

「大神夜見よお。よろしくねえ」

　互たがいにぺこりと頭を下げる。

　明花は下乳を持ち上げたりして遊んでいたが、何を思ったのか、夜見の乳の下に潜もぐり込んで、頭で持ち上げ始めた。

「明花、やめなさい」

　さすがに呆あきれて、明花の愚ぐ行こうを止めようとしたが、寝ぼけた顔で微笑ほほえみを浮かべ、夜見はふるふると力なく手を横に振ふる。

「いいのよお。好きにしてもー。減るものじゃないからあ」

「だってー。あーにーも触るー？」

「減らなくても理性が吹ふき飛ぶから触らない」

　仮にも思春期の男子高校生を舐なめないで欲しい。

　明花は再びぽよぽよと夜見の胸で遊びだす。

　少しずつ眠ねむ気けが覚めてきた夜見だったが、やっぱり気にする様子はなく、明花を抱だきかかえるように手を回し、自らの身体からだをゆっくり左右に揺ゆらしていた。

　なんだか、まるで母親と娘むすめが戯たわむれている姿だ。

　明花もそれに気付いて、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。

「ははーみたいー。これであーにーとおねーが揃そろったー。あと、ちちーだけー」

「そうー。明花ちゃんはお兄ちゃんとお姉ちゃんは好きー？」

　その問いに明花は満面の笑みで頷く。




「好きー。どっちも本当の家族みたいー。優しい義兄と義姉ー」




　一いつ瞬しゆん、部屋の空気が凍こおる。

[image: ]

　けれど、夜見は一いつ切さいの動どう揺ようを見せず、相変わらずの微笑みで明花を見やる。

「そうなのお。なら私も、今日だけ明花ちゃんのおかーさんになろうかしらー」

「やったー。お風ふ呂ろ入るー？」

「そうねえ。入ろうかしらあ」

　微笑ましい会話を二人は交わす。

　でも、夜見は目が覚めたように意思のはっきりした目で不動を一いち瞥べつしてきた。

　……やはり気付いてしまったのだろう、今の違い和わ感かんに。

　不動は明花に声をかける。

「……明花。ちょっと瑠璃さんの手伝いしてきてくれないか？」

「えー。るーりー一人でもできるー」

　ぷう、と頰ほおを膨ふくらませる明花だが、不動は彼女を見み据すえて、もう一度言う。

「お願いだ、頼たのむ」

「…………。……はーい」

　何かを感じ取ってくれたのだろう、明花はしぶしぶといった様子で、台所へと向かって行く。

　明花の後ろ姿に手を振っていた夜見だったが、彼女の姿がなくなった所で、不動に向かい合った。いつもと違い、真ま面じ目めな空気が漂ただよう。

「……九鬼くん。……貴方あなたの両親については訊きかないわ。でも一つだけ。……明花ちゃんは、貴方の『妹』よね？」

「……うん。正しよう真しん正しよう銘めい、俺の妹。血の繫つながりは百パーセント」

「でも、今のあの子の言い方に違和感を覚えたわ」

　その言葉に不動は疲つかれたような笑いを浮うかべる。まるで雨風にさらされ、ボロボロになった木のように、消しよう耗もうしきった表情だった。

「血の繫がりは、確かにある。けど、明花は──俺を本当の兄だと認識していない」

「…………どういう事なの？」

「そのまんまの意味。義理の兄だと思ってるんだよ、明花は。俺の事を」

「……記き憶おく喪そう失しつ？」

　その問いに、不動は「いや」と首を横に振る。そうであったのなら、どれほど良かったか。

「もっと最悪な方。記き憶おくを改かい竄ざんしているんだ。『自分には家族はいない』って。自分を九鬼家の養子だと本気で思ってる」

「……改竄。……でも、なんでそんな事に？」

「…………」

　不動は腰こしを下ろし、しばしの間、うなだれる。

　夜見も追つい及きゆうせずに待ってくれている。カレーの匂においはまだ漂ってこない。もっと時間がかかるだろう。

「…………」

　不動は言うべき事と、言わないでおくべき事をより分ける。

　今からする話は、明花のため。夜見が不用意に明花を脅おびやかさないために。

　……彼女を『信しん頼らいしていない』からこそ、話さなければならない。

　不動はゆっくりと明花の壊こわれた理由を口にする。







　十年前、すべてを失ったあと。

　目を覚ますと、そこはまっ白い部屋の中だった。薬の匂いが漂っていたため、すぐに病院であると分かった。

　不動が目を覚ました事に気付いた看護師が慌あわてて医者を呼ぶ。

　色々な質疑応答や検査をされ、特に問題ないと判断された不動は全員に快復を喜ばれていた。

　詳くわしくは分からないが、深刻な脳のう挫ざ傷しようの不動に何やら特とく殊しゆな処置を施ほどこしたらしく、その成功を喜んでいる様子だった。

　でも、不動にはそんな事、どうでも良かった。ただ一つ、訊きたい事があった。

「お父さん、お母さん、明花は？」

　その言葉を発した途と端たん、医者が全員、黙だまりこくってしまった。

　全員が左右の人間の顔を覗のぞき込み、「言ってくれ」と暗に示す。

　不動は彼らが何な故ぜ、何も言わないのか分からず、もう一度問いかけようとしたのだが、




「お前の両親は死んだ」




　なんとも気軽にそんな事が告げられた。声は医者達の後ろから聞こえてくる。

　目を向けると、椅い子すにだるそうに腰かける高校生らしき男。ワカメのような髪かみの毛けをして、目は赤い上に黒目が縦に尖とがっている。まるで悪あく魔まのような悪人面だった。

「キミ、いくらなんでもそれは……」

「自身で伝える『覚かく悟ご』のない人間が反論すべきではない」

　悪人面の男は医者を見み据すえる。

「結局は伝えなければならない。ならば、正直に伝えるべきだろう。そもそもお前達は伝える義務を放ほう棄きしていた。だったら『俺』がどう答えても問題ないはずだが？」

　暴論だが正論。故に医者達は何も言えなかった。

　男は、全員が押し黙るのを見届けると、不動の顔を間近で覗き込む。

「感想を聞かせてもらおう」

「明花は？　お父さんとお母さんは死んだけど、明花は生きてるの？」

「……。なるほど、感情の変化が鈍にぶくなっている。やはりそちらの方面に問題が出たか。……一応、お前の妹は生きている」

「そう。……会える？」

　その言葉に男は変わらぬ表情で不動を真まっ直すぐ見つめる。

「会える。だが、──お前の事は覚えていない」

「え？」

　起きてから今まで冷えていた心に、金かな槌づちを思い切りたたきつけられたような感じだった。

　はじめて見せた不動の感情の変化に、男は眉まゆを上げた。

「……感情が欠落している訳ではないようだな。唐とう突とつな出来事になら、反応できるのか。……なら、あの両親の死体を目の前に持って来れば感情をみれるか？」

　あまりにも残ざん酷こくな事を平気で口走る。

「お前の妹には外傷はない。ただ心に傷を負った。あれは自身を『ただの明花』と思っている」

　不動がよく分からず困ったような顔をすると、「ようするに」と男は続ける。

「自分には『家族』が初めからいないと思っている。記憶を失った訳でもないが、お前にとっては同じことか」

「…………」

「とりあえず安定しているから会う事に関しては問題はない。だが、それよりもお前自身の身の上について考えた方が良い」

「……？」

　首を傾かしげて悪人面の男を見つめると、彼は淡たん々たんと喋しやべる。

「親が死んでいる。つまりお前の世話をする人間がいないという事だ」

「……っ！」

　その言葉が一番、ぞくりときた。一人になった恐きよう怖ふ。それが改めて、思い知らされてしまったのだ。




　結局、不動は明花に会わなかった。会っても何を話していいか分からなかったのだ。とりあえず特に身体的には問題はなかったため、当てもなく病院を彷徨さまよっていた。

　病院には多くの人がいた。あの事件で出た被ひ害がい者しやの数は非常に多かったため、患かん者じやで溢あふれて混雑していたのだ。全身やけどでも原形が残って生きているならラッキーだった。中には人の形すらなくされて生きている者さえいた。

　ステンレス製の台の上に皮ひ膚ふがスライムのように溶とけ、内臓が剝むき出しでなおもピクピクと蠢うごめいている人間がおり、誰だれから見てもおぞましさ以外覚えない。

　不動は無感情にその脇わきを通り過ぎる。途と中ちゆうで喉のどの渇かわきを潤うるおすために自じ販はん機きにジュースを買いに向かう。ちょうど食事時でないという事もあり、空いていた食堂に入って行く。

　ちらほら患者の親族らしき人はいるが、誰も彼も沈しずんだ表情だった。

　希望も何もないといった様子で、口元を押さえていたり泣いていたりしている。

　そんな中、不動の目を引く人間がいた。

　椅子に座り俯うつむく小さな女の子。周囲には他ほかにも子供の姿はあったが、親が必ず側にいた。しかし、彼女だけは不動と同じように家族らしき人間の姿がなかった。

　不動は親近感を覚え、彼女の対面に座る椅子を選ぶ。

　缶かんのプルタブを開けると、その音に女の子が反射的に顔を上げた。はじめて顔が見える。言っては悪いが目つきの悪い、不動よりも若じやつ干かん年下に見える少女だった。

　なんとなく、不動も彼女を見返して、声をかけてみる。

「一人？」

「…………」

　無言ながら、こくりと頷うなずく。無口か人見知りなのだろう。

「そうなんだ」

「……お父さん、いるけど」

「……そっか。待ってるの？」

「うん。働いてて、いろんな人、助けてる。お医者さん」

　ここで働いているのか、と不動はぼんやりと思う。もしかしたら、たくさん集まってきた医者の中に彼女の父親がいたのかもしれない。

「そっちは？」

「妹が一人。あとは……」

　平気だと思っていたが、両親が死んだ事を改めて言うとなると苦しかった。

　言葉が出てこない。

　そんな不動を見て、女の子は、「うん」と小さく頷いてくれた。その一言で、不動は救われた。彼も「うん」と頷いて、何も言わずに口を噤つぐむ。

　不動に対して、打ち解けてきたのだろう、少女がゆっくりと口を開く。

「お母さん、入院してる。でも、よくない。ネビュラっていうのが憑ついて、『鬼おに』になりかけたって言ってた。その時、お母さん、私を守ってくれた。人ひと魂だまみたいなのが飛んできた時、抱かかえてくれた。……そのせいでお母さん、起きなくなった。ずっと寝ねてる」

　女の子は見かけによらず強いのだろう、声も震ふるわせず、けれど冷れい淡たんとは言えないちゃんと感情のこもった声で、そう話してくれた。

　彼女を見ながら、呟つぶやくように言う。

「辛つらくない？」

「……つらい」

　女の子はそう返すが、「でも」と続ける。

「泣かない。お母さん、いつも言ってたから。つらいなら『矛ほこか盾たてになれ』って」

「？」

「わたしが泣いちゃうのは、なくしちゃうのは弱いから。だから、どんな形でもいいから何かを守れる強い人間になれって。だから、武器になれ、盾になれって言ってた」

「……守れる人間」

「わたし、お母さん助けたい。守ってくれたお母さんが好きだから。今度はわたしが守りたいの、助けたいの。だから、お父さんに、守れる人になりたいっていう。お母さんみたいなメヲトっていう人になりたい」

　彼女は小さな拳こぶしを握にぎりしめる。辛さに耐たえている訳ではなく、むしろ何かを決意するかのように。

「わたし、強くなる。つらいのはイヤ。もうこれからも。だから、強くなって守れる人間になりたい。もう、泣きたくないから」

「…………」

　この少女は強い、不動は素直にそう思った。

「俺は……」

　もう守る人もいない、と告げそうになるが言葉が出る前に口を噤む。

　いや、そんな事はない。

　いるではないか、一人。妹が。生きている、そう言っていたではないか。

　だけど、その妹は自分の事を覚えていないどころか他人だと思っている。

「妹が、生きてる」

　そう口に出すと、女の子が「うん」と頷いてくれた。彼女はちゃんと聞いてくれている。

「でも、俺の事、忘れてる。知らない人だと思ってる。俺には、明花しかいないのに。なのに、俺、独りぼっちだ。……俺、どうすればいいか分からない」

　現実を思うのと口に出すのでは大おお違ちがいだった。

　自然と嗚お咽えつが漏もれる。言葉が上う手まく紡つむげなくなって、瞳ひとみから雫しずくがぼたぼたと零こぼれ落ちてくる。凍こおっていたと思った心が、自分で言葉にしたと思った瞬しゆん間かん、溶けだし、涙なみだとなって溢れてくる。止められない。

　不意に少女が椅子から降りて、不動の下もとまでやってきた。

　ポケットに手を突つっ込むと、ハンカチを取り出して、身を乗り出して、不動の涙を拭ぬぐう。

「俺、やだよ。一人、いやだ。怖こわいよ。なんでみんないなくなっちゃったんだよ。………………俺を一人にしないで。俺は……こんなのいやだ……」

「うん」

「どうすればいいの……わかんない……わかんないのに、だれもいない……なんで、なんで……おしえて……だれか、わかんないよぉ……」

　女の子が涙をこぼす不動の頭を頷きながら、優しくなでる。

　しばらく黙だまってそうして、不動がもう何も言わなくなるのを見ると、彼女が口を開く。

「今は、何もしなくていいと思う。今は強くならなくてもいい。まだ、弱いうちは助けてもらえばいい。周りにたよればいい」

「でも、俺は……」

「一人じゃない。わたし、いる。明日もここにいる。それに、周りにはきっと助けてくれる人がいる。だから、あきらめちゃだめ」

「…………っ」

　ぼたぼたと涙をこぼしていると、女の子が小さな身体からだで不動を包んだ。

　温かかった。その温かさが、とても心ここ地ちよくて、気持ちが楽になった。

「今はいい。あとから強くなればいい。わたしたちは生きてるから。だから、今は生きるの。あきらめないで生きるの。わたしも、手伝ってあげるから」

「……うん」

　必死に声を絞しぼり出し、頷く。女の子はもう一度、強く不動をギュッと抱だきしめた。




　数日後、不動は再び自身の病室に悪人面の男がやってきた時、真っ先に口を開いた。

「明花に会わせて」と。

　男は「『覚かく悟ご』を決めたか」とどことなく嬉うれしそうに言い、了りよう承しようしてくれた。

　明花の病室に向かっていると、不動は横で歩ほ幅はばを合わせてくれている男を見上げる。

「周りの人に聞いた。お兄さん、俺の事、助けてくれたんだって」

「正確には違ちがう。あくまで俺はお前の脳内に埋うまっている星雲石ネビユラを作っただけだ。お前を助けたのは新にい嘗なめ朔さくという男だ。礼が言いたいのなら会わせるが？」

「違う」

「違うのか」

　不動は彼を見上げながら、目的の事を口にする。

「お兄さん、アルティストっていう人なんでしょ？　メヲトの武器作ってる」

「そうだが」

「どうすれば、俺に武器作ってくれる？」

「……？」

　その言葉は予想外だったのだろう。若干、驚おどろいたような顔をして見返してくる男。

「予想外だった。まさか『武器』を作ってくれか……そうか」

　立ち止まり、不動をまっすぐ見下ろす、表情は変わらないがどこか嬉しそうだった。

「それでは問う。お前は俺の武器で何をしたい」

「聞いた。この世界は前はファンタズマがいなかったって。だから、その世界に戻もどすために武器を使う。どうすればいいか分からないけど、やる」

「復ふく讐しゆうを行うのか？」

「違う。俺はもう怖いのは嫌いやだ。だから、こんな世界を『やめにする』。禍獣を殺したいけど、それだけじゃなくて、『いない世界』にしたい」

「そうか。では、今回の事件の主犯である『九頭龍』という組織はどうする？」

　グッと拳を握る。憎にくむべき名を聞いて、不動は彼らを憎んだ。許してはいけないから。そう心の中で『設定』しつつ、鼻を鳴らす。目的には不必要な要素だから、適当な感じに『表現』する。

「いたら倒たおす。邪じや魔まだったら倒す。それ以外はほっとく」

「なるほど面白い。復讐はついでか。……そうか」

　男は口元に微かすかに笑みを浮うかべ、不動に目線を合わせるためにしゃがみ込んだ。

「気に入った。……最後に忠告だが、お前の為なすべき事は『正義』じゃない。そのため誰だれかに疎うとまれ、邪魔される事があるだろう。その場合、相手が『正義』だった場合でも滅ほろぼす『覚悟』はあるか？」

　不動は、男の赤い目を真まっ直すぐ見つめる。

「ある。俺は『覚悟』を決める。自分が正しいなんて思わない」

「……そうか。『己に正せい邪じやは非あらず』か。……起動式に使えそうだな。……年ねん齢れい的に瑠璃とも最適だ。……よし、いいだろう。千せん子じ家に迎むかえ入れる。…………まあ、誰も引き取らなければ、家に入れるつもりだったが」

　肩かたをすくめつつ、男は立ち上がり、先に進む。不動も後を追いかける。

　それは不動が『世界を壊こわす』と表明し、必ず全うすると決めた瞬間だった。




　明花の病室の前で、気持ちを整える。泣かないようにする。平然とするように心がける。妹を怖がらせてはいけない。

　あの食堂の女の子と相談して、他ほかの人とも話をして辿たどりついた結論だ、間ま違ちがいはないはず。……と、不動はそこであの女の子の名前を聞いていなかったのを思い出した。それでも問題なくて、当たり前になってしまったためでもあるのだが。だが、知らない方がいいのかもしれない。陰陽徒メヲトになれば、またいつか会うかもしれないし。

　そんな事を思いつつ、不動は病室に入り込んだ。ここまで連れてきてくれた男は、「怖がらせる」と言って、病室の外で待つ事になっていた。

　病室内は、ほとんど一いつ般ぱんの大部屋と変わらない内装をしていた。

　明花は他の患かん者じやと喋しやべっていた。

　普ふ通つうに会話をしている。あのちょっと間延びのしたような特とく徴ちよう的な口調で。

　泣きそうになるのを、耐えて、明花の下に歩いていく。

　不動が近づくと、不思議そうな顔で見つめてきた。

「こんにちは」

　挨あい拶さつをすると二人とも「こんにちは」と挨拶をしてくる。

「明花ちゃん？」

「だーれー？」

　首を傾かしげる明花。ずきん、と胸が痛む。

　明花と話をしていた女の子は、不動と明花の顔を交こう互ごに見て、ぺこりと頭を下げて、自分のベッドへと向かって行った。

　実質、明花と二人きり。

「俺は九鬼不動。よろしく」

「明花。よろしくー」

　名字は決してつけない。そういう『設定』だから。彼女は初めから家族がいない。そういう『設定』。

　ちょっとだけ警けい戒かいしているような、他人を見る目で妹が兄を見上げる。

「椅い子す、座っていい？」

「むー、いいよー。それよりなーにー？」

　不動は椅子に座り、明花と同じ目線の高さで向き合う。

「実は今日、ここに来たのは伝える事があるから。……明花ちゃんに決めてもらいたい事があるんだ」

「んー？」

「あのね、俺と明花ちゃんって────親しん戚せきらしいんだって」

　不動は少し真ま面じ目めな顔で、けれど厳しさはない表情でそう『噓うそ』を告げる。

「親戚ー？」

「うん、俺、両親がいなくなっちゃって、他の親戚もいなくなって、どうしようもない時、色々調べてもらって、そしたら明花ちゃんが俺の遠い親戚にあたるのが分かったんだ」

　少し疑わしげな顔をしていたため、不動は明花にあらかじめ作ってきた話を聞かせる。探たん偵ていを雇やとったとか、家系図を調べたとか、でたらめを。でも、小さな子供である明花にその噓を見み抜ぬく事は容た易やすくなかった。

　……何よりその『噓』は明花にとっては何よりも望んでいた事であったから。

　同じ境きよう遇ぐうの同じ存在。微かだがある血の繫つながり。

「だから、今日は、お願いがあるんだ。俺も独りだから。だから……」

　心を壊さないために家族を存在しない事にした彼女にとって、彼が吐つくその『噓』は大きな救いだったのだ。

　不動は手を差しだす。練習して作った笑顔で心を誤ご魔ま化かした『噓』を吐く。




「家族、になってくれないかな。一いつ緒しよに暮らす事ってできないかな」




　妹に向かって、『噓』をつく。

　元に戻そうとはしない。だって、戻らないと分かっているから。父と母は死んだ。帰ってこない。あの記き憶おくはどうしたって消えず、残り続ける。

　明花は失ったのでもなければ、歪ゆがんだのでもない。

　壊れたのだ。

　粉々に、もう戻せないほどに。無む理り矢や理り継つぎ接はぎだらけにして直した所で、きっとまた壊れてしまうだろう。

　だから不動は『噓』をつく。自身を血の繫がりが薄うすい他人であると。

　それが、彼女にとっても彼にとっても『最善』の選せん択たくだから。

「────っ」

　明花は、驚いたような顔を一いつ瞬しゆんして、すぐに嬉しそうに顔を綻ほころばせる。差しだされた手に恐おそる恐る手を伸のばす。

　けれど、その手が寸前で止まってしまう。

　何かを逡しゆん巡じゆんしているような顔。

　固まってしまう不動。心が揺ゆれ動く。明花の手を無理矢理摑つかんで、引き寄せたい衝しよう動どうに駆かられる。そうしてしまいたい。でもそうしたら、失う事は確実だからやる事はできない。

　長い沈ちん黙もく。

「…………」

　不動は肩の力を抜ぬいて項うな垂だれた。さっ、と手を下げる。

「あっ……」

　明花の小さな声。

　それがどんな意味なのかは分からない。……不動には分からない。

　彼は明花に笑顔を向ける。泣きそうな笑顔を。

「また、今度くるね」

「…………っ」

　びくりと身を強こわ張ばらせる明花。おろおろとして、けれど何も言い出せない彼女を見て、不動は立ち上がり、その場から去ろうとする。

　背を向けて、病室を出て行こうとする不動に、明花は手を伸ばす。

「──っ、あっ──」

　病室の外に出てしまう。

　明花は直感的に分かっていた。この機を逃のがしたら次はないと。

　だから、

「──待ってー！」

　声を張り上げる。

「……え？」

　驚いて振ふり返る不動に向かって明花は、必死に手を伸ばしていた。追いすがるように。

　ふるふると彼女は頭かぶりを振る。

「違ちがうー違うー。待ってー、……お願いー」

　不動はその場から動かず、ただ明花を見やる。どうすればいいのか分からなかった。駆けよればいいのか、ダメなのか。分からない。

　明花は泣きそうな顔になる。親に置いていかれてしまったかのような不安げな子供の顔に。

「……分からなかったー」

「……何が？」

「なんて呼べばいいかー。家族の呼び方分からないー」

　心底困ったかのように、そんな事を言う。

「……え？」

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけして不動は噴ふき出してしまう。否定されたと思ったのに、まさかそんな理由で躊躇ためらっていたなんて。

　しばらくクスクスと笑ってから、明花に言った。

「なんでもいいよ。……ああ、一応、俺は明花ちゃんの『お兄ちゃん』だから」

「お兄ちゃん……」

　そう呟つぶやき、明花は目を細めて考え込む。

　でも、そう時間はかからなかった。

　彼女は笑顔で言う。




「じゃあ、『あーにー』！」




「……っ！」

　その呼び方にギュッと心臓を摑まれたかのような錯さつ覚かくを覚える。

『それ』は望んでいたが、予想していなかった。

　予想外の事で、対応できず、不動はボロボロと涙なみだをこぼしてしまう。

　……嬉うれしかった。完全になくなってしまったかに思えた妹が、微かすかに残っていたように思えたから。『あーにー』と呼ばれた瞬しゆん間かんに彼女を『妹』だと本当に思えたから。

　不動は目を手で覆おおって、声を押し殺す。

　そんな彼に明花がベッドから降りて、笑顔で駆け寄ってくる。片手にティッシュを持ってきて、不動の頰ほおを拭ぬぐおうとする。

「あーにー泣き虫ー。これなら私がおねーさんー」

「ごめん……本当にごめん」

「いいー。家族になってくれるからー。私のあーにーになってくれるからー」

「うん、ありがとう……。ありがとう、明花……」

　ティッシュを受け取って涙を拭うと、明花がキュッと抱だき着いてくる。

　その温かさが何よりも不動の心には心ここ地ちよかった。

　……不動はどんな事があろうと明花を守ろうと心に誓ちかった。

　──彼女の『矛ほこ』になると。あらゆる障害を滅ほろぼす『武器』になると。







　最後まで静かに明花の『壊こわれた』理由を聞いた夜見は、一瞬の沈黙のあと、

「……ありがとう、九鬼くん」

　と不動に頭を下げる。

「辛つらい出来事を話してくれて」

「……明花の事、どうか気を付けてやってください。他ほかにあいつ、禍獣をみると錯さく乱らんするし、動物も大体全部苦手だから……」

「分かったわ。明花ちゃんとは、仲良くさせてもらうわねー。まっ、まずは一緒にお風ふ呂ろねっ！　九鬼くんもどう？」

「辞退させていただきます」

　嬉しい申し出ではあるが社会的にやばいので。

「……と、そろそろカレーが出来上がる頃ころだから、俺ちょっと行ってくる。外の着ぐるみにもカレーやってこないといけないから」

　そう言って不動は立ち上がり、身体からだを捻ひねると台所に向かう。

　彼の背中を微笑ほほえみながら、手をふりふりして送り出す夜見。不動の姿が見えなくなると、彼女は微笑みを消して、微かに項垂れる。

「……一体、どうしようかしらー。悩なやむわねー。難しい問題よー。……でも、頑がん張ばるしかないわねー。『愛』は世界を救うんだからー」

　小さな声で、夜見は「ファイトオー」と呟き、とりあえず自分もカレーの用意を手伝うために台所に向かうのだった。






　第四章　矛と盾の在り方







　不ふ動どうが目を覚ました時、空はまだ薄うす暗ぐらかった。

　ふらふらとしながら、洗面台に向かっていると同じようにふらふらしながら歩いている明めい花かに出会う。

「明花、おはよ」

「あーにーおはよ」

　ぼんやりと顔を洗う彼女を眺ながめながら、不動は口を開く。

「今日、学校休むからな。十二支の仕事」

「んー、知ってるー」

「……あれ？　言ったっけ？」

「よみーに聞いたー」

「なるほど」

　夜よ見みと明花は中々仲良くやれているようだ。むしろお風呂に二人で入り眠ねむる時も彼女と一いつ緒しよになって寝ねていたし、別れがきたら辛くなるんじゃないかと逆に心配になるほどだ。

「とりあえず大おお神がみ先生も連れて行くからな。遅おそくなるかもしれないから、先に帰ってきたら夕飯の用意とか頼たのむな」

「おーけー。あーにー、頑張ってー」

「ああ、頑張る」

　微笑みながら、不動は明花の頭を撫なでる。と、顔を洗い終わった明花が何やら不思議そうな顔で見返してきた。首を傾かしげる不動。

「どうした？」

「…………。ううんーなんでもないー」

「……？」

　明花の様子にふと違い和わ感かんを覚えた不動。しかし、ただ寝ぼけているせいだと結論付けた。

　明花にまだ起きていない夜見を連れてくるように言われ、彼女の部屋に向かう。しかし、

「……なんか怪あやしいな」

　明花は悪戯いたずらっ子こだ。よく一緒にいる瑠璃をからかって遊んでいる。

　だから、警けい戒かいしなくてはならない。

　そう意気込んで、不動は襖ふすまを開けた瞬間、真横に飛ぶ。

　……異常なし。何も飛んでこない。だが油断は禁物である。

　不動は細心の注意を払はらいつつ、部屋に入り込み、夜見の真ん前まで辿たどり着く。実は布ふ団とんの中に入っているのは夜見ではありません、という事はなさそうだ。うつ伏ぶせになった顔が突つき出しているし。絶対に作りものでもないだろう。息をしているから。

「大神先生。起きろ。朝だ」

「……あと十分よー」

「典型的返しはやめなさい。その後十分後にまた同じセリフ言うつもりだろう。起きないと用意できなくなるぞ。先生の髪かみ、すごく長いし手入れ時間かかるんだろ？」

「……大だい丈じよう夫ぶよー。デフォルトは綺き麗れいな方だからー。ほっとけば元に戻もどるわー」

「意味わかんない事言ってないで起きろ」

　不動は布団を摑つかんで、引っぺがす事に決めた。お客様だが、九く鬼き家の家訓の一つに『郷に入りては郷に従え』というのを家主権限で今作ったため、無む理り矢や理り起こす。

「とりゃ！　…………あ？」

　ばっさー、と勢いよく布団を剝はがしたのだが……不動は目を疑った。

　夜見はうつ伏せになりながら、枕まくらを抱いて寝ていたのだが、その後ろ姿が肌はだ色いろ一色だった。とんでもなく長い黒髪は、二つ結びにしてあり、布団の上に投げ出されていたため、なだらかな背中からお尻しりまで、丸見えだった。

　でも、裸はだかではない。前には白い何かを着ている。

「んー、酷ひどいわー。なんだか寒いのよー、だから寝かせてほしいのよー」

　目を擦こすりながら、夜見は立ち上がり、『それ』が何か分かった。

　エプロンだ。

　夜見は裸エプロンをしていたのだ。

　予想外すぎて固まってしまう不動。誰だれが寝ねる時に裸エプロンをしていると思うだろう。

「……どうしたのかしらー九鬼くん。……んー、スースーしてなんだか寒いわねー」

　そして気付いたというか、現在の自分の姿を知らないような反応をして、見下ろす夜見。

　さすがに固まった。

　停止する時間。

　ぎしぎしと顔を軋きしませながら、夜見は不動の顔を見る。

　悲鳴を上げると思ったがそうはならず、素晴らしい事に笑顔を浮うかべて親指を立てた。でも、顔は真っ赤で目の端はしに涙が溜たまっていた。

「ナ、ナイスサプラーイズ！」

「…………」

　さすがだな、と落ち着いたお姉さん的な対応をとった夜見に不動は感心して、後ろを向く。

　そのまま背後で猛もう烈れつな勢いで服を着き替がえる夜見の音を聞いていた。







「もう！　いくらなんでも酷いわー明花ちゃん。サプライズのために許したのは、身体の輪りん郭かくが透すけるくらいの服だったのよっ」

「おーう、なんてこったー」

「まてこら、聞き捨てならない事を聞いたんだが」

「きーのせいーよー」

　目を逸そらして、あらぬ方向を見る夜見。明花の悪戯に巻き込まれて同情していたのだが、今のでその心は失われた。まあ、怒おこりはしないのだが。

「そういえば九鬼くん」

「なんだ？」

　夜見が改めて見つめてくる。真ま面じ目めな雰ふん囲い気きに不動は背筋を伸のばして、彼女を見返した。

　彼女はカレーの皿とスプーンを置いて手を差しだす。

「お手！」

「何言ってんだ、阿あ呆ほ」

　いきなりの夜見の暴言に不動はチョップを叩たたきつける。

「きゃうん！　い、痛いわあ。何をするのよお」

「それはこっちのセリフだ。いきなりなんだよ」

「いいじゃないのよーお手くらいー。ほら、明花ちゃんだって、お手！」

　夜見が手を差しだすと、明花はカレーの皿を置いて、律りち儀ぎに夜見の手の上に自らの手を乗っける。

　どやっとした顔を夜見が向けてくる。

「ほらっ」

「ほらっ、じゃねえ。人の妹を犬扱あつかいすんな」

　もう一回、チョップをする。

　痛かったのか「うー」と唸うなりながら夜見はうずくまる。

　一体、なんだというのだろう、まったく。

「もう一回顔を洗ってきた方がいいんじゃないか。あと、大神先生」

「むっ、何かしらっ」

　ちょっとだけ挑ちよう戦せん的な顔で聞き返してくる夜見に不動は彼女の袖そでに包まれた手を指さす。

「行ぎよう儀ぎ悪わるい。ごはん食べる時ぐらい、袖をまくれ」

「いーやっ」

「…………」

　いーやって。子供っぽさに拍はく車しやがかかっている。本当に自分たちより大人なのだろうか、目の前のこれは。なんだかシリアス時とのギャップが天地ほどある。

「睨にらんでもイヤよっ。指がむくんでるから、見せたくないのよお。ぱんぱんの手に指輪が食い込んでるのを見せるのなんて恥はずかしいわー」

「…………。……分かったよ、許す。……けど」

　不動は若じやつ干かん殺意を込めた目で夜見を見やる。

「こぼすなよ？」

「…………。分かったわー」

　しゅん、と大人しくなる夜見だった。さすがに怖こわかったのだろう。

「あーにーは行儀にはうるさいー。一応、家長さんだからー」

「なるほどっ、大黒柱さんなのねっ」

「いいから食え」

　疲つかれたように言うと、二人とも「はーい」と素直に言って食べ始めるのだった。

　母が現れたというより、手のかかるダメな姉が増えた、そんな感じがした朝だった。

　朝食が終わり、あらかた片づけを終えた所で玄げん関かんのチャイムが鳴る。

　戸を開けると、巫み女こ服のヒナと着ぐるみの宇う美み、さらに動きやすいためか制服を纏まとった満み月つきも一緒にいる。

「もうすぐ用意し終わるから待っててくれ」

　しばらくして、夜見も用意を終えてやってきた。

　宇美が用意する隠かくれ家がももう少し時間がかかるため、夜見も調査に同行する事になっていた。夜見が無事な事を確認した宇美は、片手を軽く振ふってきた。

「私は北区の方に向かうわ。何かあったらいつでも連れん絡らくちょうだい」

「分かった、気を付けてくれよ」

「ええ、それじゃあ」

　宇美は背を向けると着ぐるみの尻尾しつぽを揺ゆらしながら去っていく、と思ったが「そうだわ」と呟つぶやき、振り返るとヒナの下もとまでやってくる。

　着ぐるみのポケットから平コンニャクを取り出し、ヒナに手て渡わたす。

　つい受け取ってしまったヒナは、クエスチョンマークを乱立させていた。

「なんでごじゃりましょうか、これは」

「コンニャクよ。……いえ、ぶりとにぃと言うべきね」

　どやっ、と無表情のどや顔をしてくる宇美。

「いや、名前はどうでもいいんだけどさ、何な故ぜ、今？」

「もしかしたら忘れちゃうかもしれないじゃない。……大丈夫よ、戦せん闘とうになって投げ捨てても、後で拾ってもらえれば」

「回収は必ずしなくちゃいけないの!?」

　さすがのヒナもこの無茶ぶりには狼ろう狽ばいしてしまう。

「ええ。食べ物は粗そ末まつにしてはいけないもの。それじゃあ、私は行くわ。ちなみに忘れるかもしれないから、不動の家の冷蔵庫に入れておくのはなしよ」

　そう言って、宇美は足早に去って行ってしまった。

「う、う──み───ん！」

　面めん倒どうな物を託たくされたヒナは、宇美を捕つかまえようとしたが、九鬼家の門を曲がったと同時に霊れい装そうしての猛もうダッシュをされてしまい、捕まえる事はできなかった。

　門から、とぼとぼと帰ってくるヒナはどこか哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

　不動はそんな彼女に声をかけて良い物かちょっと悩なやんでから、やっぱり話しかける。

「えっと、俺達も行くけど、ヒナ、昨日、何か分かった事あるのか？」

「……うーんとねー」

　言いにくそうにするヒナをじっと見つめていると、やっと口を開く。

「正直に言うと、分からない」

「分からない？」

「一応、昨日事件の後、禍フアン獣タズマを随ずい時じ追つい跡せきできるようにはしたんだけど、何故か突とつ然ぜん、昨日のお昼ごろに探たん索さく不能になっちゃったんだよね。……たぶん白檀の使用者に何らかの問題が発生したか、意図的に能力を解除した可能性がある」

　どういう事だろうか。

　使用者が誰かに襲おそわれてしまったか、もしくはこちらの追つい跡せきに気付いて、能力を一時的に解除してしまったのか。

　……いや、それよりも……。

「能力を解除されたって事は、操られてた禍獣は？」

「そう。最悪な事にコントロールされていない。つまり中央区のどこかに解き放たれちゃったってこと」

「……！」

　目を見開いて、固まる不動。野放しの禍獣が都市の内にいる。過去の事件がフラッシュバックする。不動の様子を悟さとったのか、夜見が冷静にヒナに尋たずねる。

「それで私達はどうすればいいのかしらあ？」

「昨日の時点ですでにうーみんが他ほかの部署に捜そう索さくを頼たのんでいます。けど、人手が足りないから、中央区に向かいましょう」

　道中、不動はヒナに尋ねる。

「どんな能力を持ってるかとか分かってるのか？」

「見たことないタイプだけど……ある程度、予想はつくかな。角が生えてたでしょ、生物としての原型はイッカクかも」

「イッカク？」

　聞きなれない言葉に不動と満月は首を傾かしげた。

「イッカクっていうのは、鯨げい類るいの一種。クジラって分かるよね」

「旧時代にいたっていうでかい生き物だろ？」

「うん、そう。イッカクっていうのはその中で角を生やしたタイプの物かな。正確には上うわ顎あごから発達した牙きばなんだけどね」

「出っ歯ちゃん？」

　くりん、と夜見が首を傾げて聞くとヒナは苦笑しながら頷うなずく。

「はい、言ってしまえばそんな感じですね。──んで、イッカクの牙の様相を残しつつ、小型に進化したんだろうね、きっと」

「進化？　小さくなってるなら、退化じゃないのか？」

「退化も進化の内──って言うでしょ。それに大きすぎると、身体からだを維い持じするために霊装に力を割きすぎちゃうし。以前の土つち蜘ぐ蛛もが例として挙げられるね」

「で、クジラっぽいのが、地上に上がって小型化したのか？」

「たぶんね。でも、身体の大きさはともかく星雲石ネビユラを使っても二百年やそこらで完全に構造を変えられる物じゃないから、ある程度の形は残っていたね」

　あと、とヒナは思い出すように目を閉じて、顔を上に向ける。

「私の見た限りでは、ちゃんと足はあって陸上歩行はできるし、むしろ速いくらい。んで目は濁ってたから退化していたかな」

「目が見えないならなんで判断……あ、……音か？」

「ある意味正解。クジラだから……エコーロケーションかな」

「エコーロケーション？」

　不動が首を傾げると、夜見が顔を輝かがやかせながら片手を挙げた。

「はい！　知ってるわー。確か、鯨類なんかが使う能力なのよねっ。確か、ソナーみたいな役割があるとか」

　ヒナは正解、というように微笑ほほえみを浮うかべる。

「いわゆる生物ソナーですね。相手の位置とかを測る事ができる能力なんだよね」

「それが高度に発達したから、目がなくなった？」

「目が退化するほどだから、たぶんあのイッカク──この際、一いつ角かく獣じゆうって呼ぼうか──はエコーロケーションだけで相当な情報を得られるのかも。壁かべとかに潜もぐったままでもね」

「……それは面倒くさいな」

　広こう範はん囲いを一いつ瞬しゆんにして灰にできる禍獣はそれはそれで厄やつ介かいだが、武纏フオロを使えば力任せでも勝つ事は可能だ。実際、不動の戦闘スタイルはその形になっている。

　だが、今回の一角獣のように力はない代わりに、トリッキーな能力だとそうはいかない。いくら強力な攻こう撃げきでも当てられなければ意味はないのだから。実際、宇美の攻撃は当たった様子はなかったし。そもそも見つけられないのでは意味がない。

「……異能って結構理り不ふ尽じんだから、一角獣が許可しない生き物は領域に入れないかもしれないし、何より入り込んだら身動きができなくなる可能性があるかも」

「見つけられない上に、引っ張り出さないと倒たおせないのか」

「そういうこと。あっ、ついたね」

　中央区に辿たどりついたものの、手がかりゼロの状態で途と方ほうにくれる一同。

「あっ」

　すると夜見が何かに気付いたのか、また片手を挙げる。

「エコーロケーション使っちゃえばいいんじゃない？」

「え？」

　どういう意味だ、と問う前にヒナが「おっ」と何かに気付いた顔になる。

「そっか、そっか！　……独自に進化しているから、本に載のってる周波数じゃ呼べないかもしれないけど、やる価値はあるかな……でも、何にするか、だよね……」

　何やらヒナがぶつぶつと呟き考え込んでしまった。

　声をかけるのも憚はばかられたため、夜見に話しかける事にする。

「……どういう事なんだ？」

「エコーロケーションって、クジラ達の間ではコミュニケーションにも使われてたそうなのよー。縄なわ張ばりを誇こ示じしたり、敵から逃にげるように伝えたりー。その音をクリックスっていうのねー」

「それを使えば一角獣をおびき寄せられるのか？」

「恐おそらくねー」

　と、不意にヒナが「分かった！」と声を上げ、不動の手をとった。

　彼女は目を輝かせて、口を開く。




「不動！　人気のないところで交こう尾びしよう！」
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「何言ってんだ、阿あ呆ほ」

「ばひゅ！」

　思わず平手打ちしてしまった。しかも顔に。割と強くしてしまったので、ごろごろと転がって行ってしまう。

（あっ。やばい）

　さすがに女の子にこれは不ま味ずい、と思ったがヒナは頰ほおを押さえてふらふらとした足取りで、「ごめん、ごめん」と笑いながら謝ってきた。

「興奮しすぎて、色々とぶっ飛んだ事言っちゃったね」

「本当にそうだっての。……って、いや、でも、顔ぶってごめん」

「問題なし。んで、今の話だけど」

　そう言って、本当に気にしていない風に話を続けようとするヒナに、不動は近づき、彼女の頰に手を当てた。

「問題なくはないだろ。ちょっと赤い。何かで冷やした方がいいって」

「は、はえ？」

　目をぱちくりとするヒナ。と、何故かボッと顔を赤くする。身体もカチコチに固まってしまう。

　そんな彼女の変化に気付けない不動は、眉まゆをひそめる。

「少し熱も持ってきたぞ。ちょっと薬局探しにいこう。近くにあるだろ」

「い、いにゃ、そ、そうではなくてですね、あ、あの……」

　不動の気き遣づかい＆頰を触さわられるという突然のスキンシップに、ヒナは柄がらにもなく狼狽うろたえてしまう。

　基本的に羞しゆう恥ち心しんは薄うすい方で、下着姿になって不動の前に立ってもそれほど恥はずかしがらない自信はあるヒナだったが、『これ』は別だった。

　優しくされている上に、心配されて、不意に身体を触られてしまったのだ。予想外過ぎたのだ。意識しないようにすればするほど、頭がのぼせ上がってしまう。

　そのため、錯さく乱らん気味になってしまうヒナ。

「ほ、ほぁ、ほああっしょい！」

「のわぁ!?」

　ヒナ、突然、不動を背負い投げ。

　盛大に石いし畳だたみの地面に叩たたきつけられる不動。

「って、うおぅ!?　ごめん、ごめんフドー！」

　自分の乱心の結果にビビるヒナ。

　空を見上げながら、思う事を一つ。

「なんか最近、俺、空ばっかみてるような……」

　しかも、投げられたり転ばされたりして。

　なんだろうか、今月の運勢はなんか最悪と出ているのだろうか。それとも逆に吉きつ兆ちようの前まえ触ぶれなのだろうか。

　ヒナが慌あわてて不動を起こしながら話を続ける。

「え、えっと……あの、続きだけど思い出した事があるんだよね」

「思い出した事？」

「さっきのイッカクの話。イッカクってあの牙が生えるのはオスだけなんだよね。だから、自分がメスだよっていうエコーロケーションを発する事ができれば、おびき寄せる事ができると思うんだ」

「……なるほど」

　確かにそれなら、近くに誘ゆう導どうする事ができるかもしれない。それに人通りの少ない場所を選べば、人を巻き込む事もないだろう。

「で、フドーに手伝ってもらいたいんだけど、私の錫しやく杖じように霊れい力りよくを送り続けて欲しいんだ。さすがに広範囲で長時間だと、バッテリーじゃ足りないと思うからさ」

「そっか。でも、護浄アルニシなら満月でもできるんじゃないのか？」

　そう言って満月を見やるが、彼女は首を横に振ふる。

「広範囲に設定して一定の量の霊力を出し続けるのは、無理。ある程度して、近くにきたのが分かったら、代わりにできるけど」

「私はそもそも霊力の適性ないものねー」

　満月と夜見が首を横に振ったため、必然的に霊力適性がある不動になる。

　やる分には構わないのだが、一歩間ま違ちがうと、霊れい装そうする前に一角獣が襲しゆう来らいしてしまう危険性がある。

「あっちのエコーロケーションを感じる事はできるか？」

「私の錫杖は一つの能力だけだから、送信はできても受信はできないかな。……んと、みっきー。銃じゆう弾だん、一個くれないかな」

「別に問題ない」

　満月は自動拳けん銃じゆうを取り出すと、素早くマガジンから一発銃弾を取り出して、ヒナに渡わたす。

　ヒナはそれを手に包み込み、数秒、ジッとした後、満月に返した。

「これに霊力を込めれば、一角獣のクリックスを感じ取れるから。でも、この星雲石じゃ狭せまい範はん囲いしか探れないから気を付けてね」

「分かった」

　特に追及せずに満月は頷き、銃弾を片手に握にぎりしめる。

「で、夜見さんですけど……」

　ヒナは夜見に笑顔を向けると、夜見も何かくれるのかと思い、手を出しながら笑顔になる。けれど……、

「安全な所で待機で」

「えー」

　とても残念そうな顔をして、不動と満月を見る。

「そりゃそうだ」

「右に同じく」

「えぇー」

　二人にまで同じことを言われてしまい、夜見は残念そうに項うな垂だれてしまう。

　まあ、これが最善なので、どうしようもなかった。

　彼らは不満げな夜見を連れて、適した場所を探すために中央区を歩き回る。







　不動達は歩き回って一時間ほどで、最適な場所を見つけた。昨日向かおうとしていた保管施し設せつがある区域の閉へい鎖さされた研究所だ。

　夜見には結界を張った研究所内に待機してもらい、不動らは広大な駐ちゆう車しや場で一角獣をおびき寄せる準備をしていた。

「んじゃ、はい、不動」

「ああ」

　不動はヒナから錫杖をもらい、霊力を込める。……だが、何かが変わった様子はない。訝いぶかしげな顔でヒナを見る。

「人間には聞こえない周波数だから、動いてるか分かりづらいんだよね」

「そうなのか。ところでこんな遮しや蔽へい物がたくさんある中で機能するのか？」

「そこら辺は、問題なし。特定の動物とかにしか反はん響きようしない仕様にしたから。たぶんあちらさんも同じだと思うよ」

　異能さまさまだな、と呆あきれた感じに霊力を込め続ける。

「満月、きたか？」

「……きた。今はまだ微かすか。でも、どんどん反応が大きくなってくる」

　釣つられた、という事か。不動は一応、片手に迦カ楼ル羅ラを抜ぬき身みの状態にして持っておく。

「……結構、近くにきてる。反応が大きい」

　握りしめる銃弾は震ふるえて反応しているのだろう。満月の小さな手が震えている。

「そろそろ交代した方が良いな」

「うん」

　満月は頷うなずき、ヒナの錫杖を持つ。不動は満月と入れ替かわりで、錫杖を離はなした後、迦楼羅を霊装するために、起動式を叫さけぶ。

「『己おのが炎ほのおに正せい邪じやは非あらず』！」

　その言葉と共に、両りよう刃ばの直刀が巨きよ大だいな片刃の直刀へと変へん貌ぼうする。大きな刀身にはリボルバーが埋うまっており、銃じゆう口こうさえも備え付けられている。これが不動の迦楼羅を霊装した際に現れる武装である。

　だが……。

「……あれ？」

　不動自身は何の変化もなかった。

　いつもなら赤い鎧よろいを身に纏まとうはずなのに、いくら霊力を込めても、纏えないのだ。

「は？　ちょっと待て。故障？」

　ヒナと満月も固まってしまう。

「故障はあり得ない。剣けんの形状は変わってる」

「え？　なんで？　ど、どうしちゃったの？」

　心配そうな二つの声。

　二人の声を聞きながら、なおも霊力を星雲石に送りつづけているが、やはり何も変わらない。大剣だけが変化をし、身体からだに纏う霊装は一いつ切さい出てこない。

　不動は硬こう直ちよくしながらも、なんとか二人に顔を向ける。




「やばい……霊装できない」




「マジでぇ!?」

　うぉお、とパニックに陥おちいるヒナ。

　満月も表情を強こわ張ばらせている。

「どうする？　止める？」

「ダメダメダメ！　そんな事したら、絶対、ヤバい事になっちゃう！　今、あっちはすごく興奮してるはずだから、そんな時に『いませんよー』なんてなったら、街中で暴れ出す危険がある！」

「なら、どうする」

「分かんない！」

　ううーとヒナが泣きそうな顔になってしまう。

　無理もない。身体に纏う霊装ができないまま禍獣と戦うのは自殺行こう為いなのだから。ただでさえ身体能力は野生動物の中でダントツの最下位に位置する人間が武器をなくしたら、捕ほ食しよくされるのを待つのみだ。

　不動は苦々しげな顔になりながら、大剣を構える。なんとか普ふ通つうに振れそうだ。

「……このまま戦うしかないな」

「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ!?　……って、あれ？　フドー普通に大剣持ってる？」

　そこで気付いたのだろう、霊装をしていないまま不動が片手で大剣を持っている事に。

「……それってそんなに重くないの？」

「結構重いぞ。…………いや、実は『鬼おに』から戻もどったあとからこんな感じなんだ。力が普通の状態でも強くなっててさ」

「……マジで？」

　ヒナが呆ぼう然ぜんと不動を見やる。満月も眉まゆをひそめて不動を見つめていた。

「……それって鬼化が完全に抑よく制せいできてなかったって事？」

「かもな。でも、今は鬼になってる様子はないって診しん断だんはくだされた」

　ヒナが深刻そうな顔になって、俯うつむく。

　不動はそんな彼女にどんな言葉をかけるべきか悩なやんで、安易な言葉を口にする。

「とりあえず俺は大丈夫だから。……それにこれなら戦えるだろ。今、この事は後にしよう」

「…………うん、分かった」

　素直にヒナは頷いたが彼女は不安そうな瞳ひとみを不動に向ける。

「でも、もう、鬼になろうとはしないで。死にそうな状態になんて絶対にさせないから。…………フドー。これだけは約束して」

「…………ああ」

　真まっ直すぐ見つめられて言われたが、不動は目を逸そらしてしまった。

　瑠璃のようには言えなかった。

　正直、今のような危険な状態に陥ったならいつでも使うつもりだった。なんとなく使い方はつかめていたから、今度は暴走させずに使いこなせる自信はあった。

　けれど、ヒナにそんな事は言えない。

「……もうすぐくる」

　左手に未いまだに銃弾を握りしめていた満月が呟つぶやく。

　彼女が見つめるのは、真正面にある路地だ。

　三人は息を潜ひそめる。誰だれもかれもが限りなく緊きん張ちようしていた。

　最悪の連続により、不安が増していく。

「……私の力で居場所を探知されないようにしてみる」

　そう言って、ヒナは満月から錫しやく杖じようを受け取り握りしめる。

　と、その時、研究所の入り口付近で不意に地中から鋭するどい角が飛び出してきた。

　恐おそらく突とつ然ぜん、反応が消えた事に戸と惑まどいを覚えたのだろう。何度か、角を出したり、地中に戻ったりを繰くり返す。

　不動は息を吐はき出し、若干、力を抜ぬく。

「……一応、機能してるらしいな」

「あとはこのまま近づいて行って、一いつ角かく獣じゆうが顔を出すのを待つだけなんだけど……」

　一向に顔を出そうとしない。

　やきもきしていると、一角獣の角が一点から突つき出したまま、動かなくなった。

　満月は銃じゆうを構え、臨戦態勢を整える。

「チャンス？」

「かも……って、あれ？」

　ヒナが相あい槌づちを打ち、奇き襲しゆうを仕し掛かけようとした瞬しゆん間かんだった。

　いきなりヒナの錫杖や満月の銃、不動の迦楼羅が震しん動どうし始めたのだ。

　不動は微かに震える迦楼羅を見やる。

「……なんだ、これ」

「……？　って、やばっ！」

　全員、首を傾かしげていたが、ヒナは見てしまった。一角獣の角がこちらに倒たおれるのを。

　ヒナは錫杖を構え、叫ぶ。

「今のステルス探査用の力かも！　星雲石ネビユラを共鳴させて居所を探られた！」

「っ！　くそっ、一いつ旦たん、結界の方に退くぞ！」

　不動をしんがりにして、走り出す。

　一角獣はどこから襲おそってくるか分からない。

　と、彼らがもう少しで研究所へ辿たどりつこうという所で、目の前に角が飛び出す。満月は急停止したが、ヒナは角に向かって飛びかかる。

　ぎゅっと角をわし摑づかんだが、彼女は歯は嚙がみする。

「……っ！　やっぱり、霊れい装そうじゃない！」

　すぐに離はなそうとしたヒナだったが、一角獣は一気に地中に潜もぐってしまい、ヒナは地面に叩たたきつけられてしまう。

「んぎゃ！」

「ヒナ！」

　不動は呻うめくヒナに駆かけ寄り、片手を摑むと思い切り、背後に引っ張る。

　間か一いつ髪ぱつ、一角獣の角がヒナの横たわっていた場所に出現する。

　不動は大剣で角を叩き折ろうとするが、地中に潜られ、かわされてしまう。

「ヒナ、満月！　先に行け！」

「で、でも、フドー！」

「一人は危険！」

　二人が反論してくるが、不動は彼女達を睨にらみ見み据すえる。

「俺が足止めをするから、い……」

　と、そこで不動は見てしまう。

　夜見が研究所の入り口で手を振ふっていた。

　不動らの異変に気付いて、結界を解いたのだろう。

　その判断は正しい。事実、不動達はそこへ行こうとしていたのだから。

　でも、それに一角獣が気付いていたら？　先ほど共鳴させた時に星雲石を持っていなかった夜見が探知されていたら？

　誰を狙ねらう？　そして、今、何な故ぜ進路を塞ふさぐ様に飛び出してきた？　何故、すぐに襲ってこない？

「……！　大神先生！　そこから逃にげろ！」

「えー？　なーにー？」

　夜見が首を傾げて、前へ進み出る。

　その数歩が彼女の命を助けた。

　彼女の背後に一角獣の角が出現したのだ。

「きゃあ！」

　どたん、と倒れ込む夜見。彼女は慌あわてた様子で立ち上がり、必死に前へと走る。

　けれど、急いでいたせいで足がもつれ、また転んでしまう。

　その時だ、一角獣が大口を開けて、夜見の真下から出現したのだ。

「……おい、待て」

　まるで巨大なトラバサミにかかってしまったかのような光景。夜見の混乱したような顔が左右に向けられる。




　ばくん、と夜見が一飲みにされる。




「っ!!　畜ちく生しようぉ！」

　不動は脚あしの筋肉が千切れそうな勢いで一角獣に肉にく薄はくし、大剣を振り下ろす。しかし、寸前で地中に逃げられてしまう。

　腕うでに響ひびく大地の衝しよう撃げき。動物を打ち据すえた感かん触しよくは一切ない。

　不動は歯が砕くだけそうなほど、嚙みしめる。

「くそ！　ヒナ！　満月！　お前らはさっさと結界を再起動させろ！」

「……うん」

「でも、フドー一人じゃ……」

　満月は頷うなずいて、すぐに研究所の方へ走って行ったが、ヒナが錫杖を握にぎりしめながら参戦しようとする。しかし、不動は荒あら々あらしく叫さけぶ。

「黙だまれ！　いいから行きやがれ！　死にてえのか！」

「っ！」

　ヒナが身体をビクつかせる。しばし、固まった後、唇くちびるを嚙みながら満月の背中を追った。

　息を荒あらげながら不動は、神経を張り巡めぐらせる。喰くったから、逃げるか？　いや、違ちがう。あれは禍獣だ。人がいるなら殺すはずだ。

　だから──

　とっさにその場から飛び退のく。

　同時に地中から飛び出す一角獣の角。

「ぐぁっ！」

　避よけきれず、大たい剣けんを持っている腕を串くし刺ざしにされる。そのまま、一角獣は引っ込み、不動を地中に向かって──叩きつける。

「ぎぃ、ぁ！」

　内臓すべてをシェイクするような衝撃に、不動は意識を失いかける。角が引き抜かれた腕にはズタズタになった穴が開き、血が溢あふれ出てくる。恐らくあの角は、一度刺さしたらそう簡単に抜けないようになっているのだろう。それを無む理り矢や理り引き抜いたため、傷口が大きく広がってしまったのだ。

　今、不動の腕は、ほとんど皮一枚で繫つながっているような物だ。

　でも、だからと言って、止まる訳にはいかなかった。先ほどの一角獣から見て、次の行動は……。

　不動は邪じや魔まな大剣を役立たずな腕から振り落とすと、真横に転がる。

　同時に、今まで不動がいた場所に大きく口を開けて飛び出してくる一角獣。

　がちん、と空を嚙む。

　何やら不満げな唸うなり声を漏もらし、地中に戻って行ったと思ったら、いきなり同じ場所から飛び出してきた。それも高々と宙に飛び上がり──、

「このぉ、ど畜生！」

　不動に向かって真っ直ぐ落ちてくる。

　角だけではない。あの巨きよ体たいに押し潰つぶされたら、待っているのは人間ミンチ。

　逃げなければ死ぬ。でも、動けない。立ち上がるのがやっと。ヒナと満月の援えん護ごは期待できない。

「うがぁあぁぁ！」

　不動は無む謀ぼうな賭かけに出る。

　無事な方の片手を突きだし、一角獣の角を摑んだのだ。

　力の限り、身体からだを真横に捻ひねる。穴が開いた腕から血が噴ふき出す。でも構わない。そのまま一いつ切さいの遠えん慮りよなしに、全身全ぜん霊れいで真横に振り落とした。

「──!?」

　一角獣が混乱した様子をみせる。

　軌き道どうを変えられたのだ。人間の力によって。

　一角獣は大地に叩きつけられたが──しかし、ダメージを受ける事無く、地中へと逃のがれるのだった。

「はー、はー……」

　不動は片腕を押さえながら、ヒナ達の下へ走る。このまま戦おうとするほど無謀ではない。頭に血が上っても、状じよう況きようを理解する事はできる。

　幸い、警けい戒かいしているのか一角獣が反はん撃げきしてこないまま、ヒナ達が逃げ込んだ研究所の中へ入り込む事ができた。

　結界によって入口が閉じられると、不動は倒れ込むように膝ひざをつく。

　ヒナと満月が慌てて駆け寄ってくる。

「フドー！　その腕！」

「……ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫って、穴開いてるでしょ！　私、見てたよ！」

「……俺の事で、煩わずらわせるつもりはない」

　突き放すように言って、不動はヒナに穴の開いた腕を見せつける。

　ヒナは目を見開き、息を吞のむ。

　傷口の悲ひ惨さんさにではない。

　すでに、傷口が回復している事に、だ。

「ちょ、それって……」

「鬼おに化じゃない。脳内に星雲石が入ってるんだ。多少、自分で治ち癒ゆ力を弄いじる事はできるんだろ」

「それ、大丈夫なの？」

「さあな。でも腕、落とすよりマシだろ」

　普ふ段だんあまり言わない皮肉を口に出してしまう。そんな不動にヒナは口を噤つぐんでしまう。

「……今は現状を。満月」

「……。分かった事は一いつ角かく獣じゆうは建物の下には潜り込めない事。結界以外の場所から建物内に侵しん入にゆうしようとする形けい跡せきがない」

　銃じゆう弾だんを握りしめ、満月は窓の外に目をやりながら言う。

「あと基本、建物の壁かべには潜り込めても、すりぬけられないし登れない」

「そうか」

「それとさすがに私達には手に負えないから他ほかの陰陽徒メヲトに連れん絡らくをとった。着ぐるみは連絡がとれなかった」

「いつ頃ごろつく？」

　満月はバツが悪そうに眼めを逸そらす。

「……普ふ通つうの部隊だから装備を整えるのと、色々な事をしてここにくるまで一時間くらい」

「……そうか。……ヒナ」

「な、なに？」

　少しビクつきながら、ヒナが不動を見やる。血が多く失われているせいで、虚うつろな目で見返す。

「俺が囮おとりになる。串刺しになっていても、あれを殺せ」

「……っ！　フドー、ダメだよ、そんなの……！」

「……言うとおりにしろ。どうせ俺はそう簡単には死なないんだ。見ただろうが」

「でも、フドー！　そんなやり方じゃ……」

　ぎし、と不動は歯を強く嚙みしめる。

「今はやり方なんてどうでもいいだろうが！」

「っ！」

　鬼のような形相で不動はヒナの胸倉をわしづかみ、引き寄せる。

「今はどうしようもないんだ！　死ににくい俺が命を懸かける以外に！　お前は大神先生をそんなに殺したいのか！　答えろ、ヒナ！」

「ち、違う……私は、違う……」

　ふるふると顔を力なく横に振るヒナ。目に涙なみだがたまり、ぽたぽたと零こぼれ落ちてくる。

　けれど、不動はやめない。ヒナを乱暴に揺ゆさぶり、荒げた声をぶつける。

「なら従え！　俺が死のうが構うな！　ただ奴やつを殺す事だけを考えろ！　今はそれだけで十分だろうが！」

「…………っ……ひっ……うぐっ」

　言葉を紡つむげなくなってしまった彼女に、不動は舌打ちをして、無造作に投げ捨てた。

　床ゆかに叩たたきつけられ呻うめくヒナ。そんな彼女に構う事無く、不動は立ち上がり、一いつ角かく獣じゆうがいる駐ちゆう車しや場へと続く扉とびらに向かう。

　だが、ドアノブに手をかける前に、手を摑つかまれる。

　振ふり返ると、そこにいたのは満月だった。

「なんだ」

「なんだじゃない。それはこっちのセリフ」

「俺は今から、あいつを殺しにいく」

「どうやって？　策もないのに？　迦楼羅すら、敵の場所に落としてきたのに」

　満月の淡たん々たんとした口調に、不動は苛いら立だちを覚える。

「だったらどうしろって言うんだ！　ただ待ってろって言うのか!?　大神先生が死ぬかもしれないんだぞ！」

「だからと言って、不動が死ににいくのはおかしい。はっきり言う。今の貴方あなたが行っても、死ぬだけ」

「……！」

　グッと不動は殺意すら滲にじませて拳こぶしを握りしめる。

　けれど対面する小こ柄がらな少女は、目を逸らす事無く彼を見上げる。

「不動。落ち着いて。今は落ち着くべき」

「……落ち着いてどうする。それでどうなる」

「落ち着いて話し合えば何かできる事がみつけられるはず。……でも、このままなら」

　満月は自動拳けん銃じゆうを引っ張り出すと、不動の眉み間けんに突つきつける。

「今、死ねばいいと思う」

「……っ!?」

　がちっ、と身体が硬こう直ちよくしてしまう。銃じゆう口こうを向けられた眉間がひりひりする。

「この銃の銃弾は肉の中で止まるように設計されている。星雲石に当たらなくても、撃うち込めば、一応、脳の機能は、停止させられる」

「…………」

「私は不動を守る。けれど、死ににいくような馬ば鹿かはさすがに守れない。そんな馬鹿はここで死んだ方がいい」

　満月の目には一切の恐おそれも冗じよう談だんも混じっていない。本気だった。不動が馬鹿な真ま似ねをしでかせば、彼女は本気で引き金を引くだろう。

　不動はそれらを感じ取れなかったが、彼女から向けられる殺気だけは理解できた。

　力を抜ぬいて、不動は項うな垂だれる。

「……悪かった。ごめん」

「……分かればいい。あと……」

　そう言って、満月は不動の前から一いつ旦たん、立ち去る。なんだろうと思って顔を上げると、近くにあった掃そう除じ用具入れから何な故ぜかバケツとモップを持ってきた。

　……血の跡あとを掃除しろというのだろうか。

　不思議に思っていると、満月はバケツを逆さに持つと──不動に被かぶせた。

「んがっ!?」

　突とつ然ぜん真っ暗になる視界。いきなりの事に思考が追いつかない。

　混乱する彼に満月はモップを真横に構えていた。両手でしっかりと柄えを持ち、身体を捻り不動の頭に向かって、盛大にスイングをぶちかました。

「ごぁああ！」

　がぁあん、という鈍にぶく響ひびき渡わたる音と共に、不動の身体が吹ふっ飛び転がっていく。

　満月はつかつかと不動に歩み寄ると、仰あお向むけだったのをうつ伏ぶせにするためにけり飛ばし、バケツを引っぺがすと、髪かみの毛けをわし摑みにして、勢いよく彼の顔面を床に叩きつけた。

「んぐぁ！」

「不動。『ヒナ』に謝れ」

「え？　って、んごぁ！」

　もう一度、ごつんと床に叩きつけられる。鼻を思い切りぶつけたため、鼻血がぽたぽたと零れ落ちた。

「いくらなんでもさっきのは酷ひどい。私だけじゃなく、ヒナにも謝るべき。土下座で」

「え、いや、あの……」

「四の五の言うな」

「ぐはぁ！」

　どごん、ともう一度、叩きつけられる。

　さすがにここまでやられてしまっては、抵てい抗こうする気力はわかない。

　満月に引きずられてヒナの前まで連れて来られると、膝を丁てい寧ねいに折って土下座した。

「……ごめんなさい」

「え……、あの、え……？」

　これには困ってしまうヒナ。

　あれほど不動がいたぶられているのを見てしまったら、恐きよう怖ふ心なんてものはなくなってしまった。というかむしろ憐あわれみしかわいてこない。

「いや、うん。……あの、私こそ、そのごめんなさい」

　何故か謝ってしまう。

　それを見ていた満月は満足そうに頷うなずくと、今度は不動を仰向けにひっくり返し、彼の身体からだに跨またがり、腰こしを下ろした。

　体重は軽いため、息苦しさは感じないが上う手まい具合にマウントポジションをとられているため、身動きがとれない。

　不動に馬乗りになった彼女は身体を前に倒たおして、両手で彼の胸倉を摑む。

「あと、この際だから、言っておく。別に誰だれかを守ろうとする事は構わない。それで誰かを殺す事になっても別にどうでもいい。それは不動の責任になるから。……でも」

　彼女は不動を睨にらみ見み据すえる。

「誰かを守って死のうなんて考えないで。絶対に。……死んだら、もう誰も守れない。それを理解して。不動が死んだら、誰がヒナや明花を守る？」

「……っ！」

　ずきん、と胸と頭が痛む。家族が死に、心を壊こわしてしまった少女。……自分が死んだら、以前の二にの舞まいになってしまう。それにヒナも自分が死んだら、『本当の味方』がいなくなってしまう。

　不動は歯を食いしばり、目をギュッと閉じる。

　満月は、さらに強く不動の胸倉を締しめ付ける。

「死ぬなんて安易な選せん択たくは絶対にしたらダメ。守ると決断したら、絶対に生き残る事を考えて。残される人の事を考えて。……死んだら許さない。私は何よりも死なれるのが嫌いやだから、不動が死んだら、許さない」

　この世の誰よりも憎にくみ、恨うらみ続けると満月は不動の耳元で囁ささやく。

「いなくなったらダメ。……もう、私に大好きな人を『恨ませない』で……！」

「……満月」

　満月は、必死に泣くのを我が慢まんしていた。声を震ふるわせず、気き丈じように、でもあと一歩で決けつ壊かいしそうなそんな表情。

　思い出す。満月の母親も十年前の事件の時に、被ひ害がいに遭あってしまったと。

「ごめん」

　不動は満月の頭に手を添そえて、そっと胸に抱だきしめる。満月は不動の胸倉を抱きしめながら、泣かないように頑がん張ばっていた。

　強い子だ、と不動は満月をそう思う。

（それに比べて俺は……）

　弱すぎる。死んででも目の前の事を解決しようとするなんて。死んだらそこで終わりなのに。

　不動はため息をつく。

「生き残らなきゃな。話はそれからだ。……そんなの当たり前の事なのにな」

　死にたいなんて思っていない。なのに、生をないがしろにしていた。そんなのダメだ。当たり前なのに。

　満月を抱きしめながら、不動は立ち上がる。満月を放すと、彼女はいつもの目つきの悪い表情で見上げてきた。そんな彼女に不動は苦笑を向ける。

「悪い。もう大だい丈じよう夫ぶだ。……だから考えよう。生きるために」

「うん。全員生きる。ハッピーエンドで終わらせる」

「そうしよう」

　不動は笑い、ヒナの下へ歩いていく。

　改めて彼女に頭を下げる。謝罪と、もう一つの意味で。

「ヒナ、お願いだ、力を貸してくれ。俺はお前を守るって決めたけど、やっぱり俺は守るのには向いてない。だから、自分の身は自分で守ってもらってもいいか？」

「あー、えー、……うん。まあ、いいけど」

　ヒナが少しだけ、悲しそうな顔をする。そんな彼女に不動は続ける。

「その代わり、……俺はお前の敵を絶対に排はい除じよする。約束は違たがえない。俺はお前の味方で、お前のための『武器』になる」

　その言葉にぱあ、とヒナの顔が明るくなる。

「……！　うん！　ありがとう！」

　ヒナはぴょんと立ち上がり、機き嫌げんが良さそうにしながら、立てた錫しやく杖じように寄り掛かかる。

　いつもの調子に戻もどったようで、不動は心の中で安あん堵どの吐と息いきをつく。

「それじゃあ、時間がないからチャキチャキ進めるよ。まず、一角獣の食道や胃は解かい剖ぼうしてないから詳くわしい事は分からないけど、一いつ般ぱん的な見識から言うと消化されてドロドロになって次に行くまで大体、二時間から六時間かかる。けど、生きていられる時間はそんなに長くない」

　ヒナは息を吐はき出し、続ける。

「胃液そのものもそうだけど、胃い袋ぶくろによって締め付けられる圧死が一番、危険かも。息も吸えないから、窒ちつ息そくもするし」

「吐かせる方法は？」

「ないよ。一いつ角かく獣じゆうそのものを殺して、腹をさばいて助けるしかない。……時間は今から三十分もないと思って。長ければ長くなるほど、生きていたとしても後こう遺い症しようが残のこる事になる」

「…………」

　思っていたより絶望的だ。やはり応おう援えんがくるまで待っていられない。

　不動は額に拳を当てて、目をつむる。

「……吐かせる方法がないなら、倒す方法。……っと、もっとだな。殺す方法は別にいい。先にあいつを引っ張り出す方法だ」

「引っ張り出しさえすれば、ヒナでも倒せる」

「いや、それは難しいかも」

　満月の言葉にヒナが首を横に振ふる。

「あの一角獣、見た限りでは霊れい装そうしていないっぽいんだ。地上に打ち上げて、しばらく足止めできないと」

「角は？　あれは霊装じゃないのか？」

「さっき触さわったけど、あれは普ふ通つうの角だったね。みっきーは、私とフドーが突とつ撃げきした場合、援えん護ごはできそう？」

　ヒナが満月にそう問うと、彼女は首を横に振る。

「私は今は狙そ撃げき銃じゆうとかはないから、誰かが囮おとりになった所で、援護は無理」

「あと、俺は霊装できない」

　そもそも迦楼羅自体、外にある。戦力はないに等しいだろう。だから、決め手にはヒナが必ひつ須すなのだ。しかし、一角獣を足止めできるほどの時間稼かせぎなどできるだろうか。

　……違ちがう。考え方を変えるべきだ。ない物ではなく、今、ある物は満月の銃、ヒナの錫杖、不動は一角獣を持ち上げられる程度の怪かい力りきなどか。

「……あと、私は……あっ」

　ヒナが何かを思い出したように、ぽむきゅ、と手を打つ。

　そして、苦笑いを浮うかべる。

「ちょっとふざけた事っぽいけど、良い案が浮かんだんだけどいい？」

「なんだ？」

「んっとねー、その前に質問。フドーはさっき見たからいいとして、みっきーに確認したいんだけど……」

　そう言って、ヒナは何点か満月に質問する。

　いくつかやりとりをして、問答を終えると、ヒナは不動と満月に自分のプランを告げる。

　その話を聞いた時、二人は脱だつ力りよくしかけてしまった。緊きん迫ぱくした空気には合わない、あまりに馬ば鹿かげた事だったのだ。

　でも……。

「一番、成功する確率が高いかも」

「だな。やる価値はある。今言ったのをやれば、確かに動きも止められる。それに、誰も危険に晒さらされない」

　不動と満月は、その『作戦』に同意した。

　ヒナはニッと笑みを浮かべ、錫杖の柄えでかつんと床ゆかを叩たたいた。

「よっしゃ、んじゃあ、やろうかね！　私達、三人で！」

　そう言って、ヒナは拳こぶしを突つき出す。不動と満月はその拳にこつんと突き合わせ、自らの役目を果たすために、動き出す。
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　暗い暗い、一いつ切さい光がない世界。あるのはたった一つの生命と、『音』を伝える黒き水だけ。

　ここは一角獣が創つくりだした異空間。彼や彼の仲間以外は『入り込めぬ』領域だ。不ふ可か侵しんの世界。唯ゆい一いつ異物が入り込めるとしたら、それは今現在、彼の胃袋に入り込んでいる人間のようにならないといけない。

「──っ──」

　一角獣が水の中で苛いら立だたしげに身を捩よじる。『敵』が隠かくれてしまって、一向に現れなくなってしまったのだ。

　彼の能力は地上にある物が一定の高さを超こえた場合、この世界で異物に設定する。地上にほとんど何もないなら問題なく、地中でも泳げるのだが、地上にビルなどがあると、その場所はどんなに深く潜もぐろうと通り抜ぬける事ができない。

　これは、壁かべの中などに出現してしまって、誤って圧死する危険を避けるためにつけられた『進化』の上での制約だ。

　異能の力が発動していても、それが壁と認定される事がある。これは前述のような間ま違ちがいや攻こう撃げきを防ぐための物でもある。

　だが、現在、安全のために『進化』した制約が彼を阻はばんでしまっていた。

　ストレスがたまってくる。イライラとして、地上の状じよう況きようを注意深く観察し、異常が発見できたと同時に攻撃を仕し掛かけるつもりだった。黒い水を泳ぐ姿も荒あら々あらしくなっていき、時々『壁』にぶつかってしまう事がある。

　と、一角獣の苛いら々いらがピークに達しようとした時だった。

　不意に、何かが大地の上に降り立った。

　反はん響きようする。音が聞こえる。

　一角獣はすぐさまエコーロケーションを開始する。物体の形を観測するクリックスを発すると、すぐさまその生物が『人間』であるのが分かった。

　しかも、先ほど刺さした人間と同じ。何やら若干の違い和わ感かんがあるが、何度やっても伝わってくる結果は同じだった。

「──っ！　──っ」

　一角獣は警けい戒かい音を発し、威い嚇かくする。彼は一いつ旦たん、深く地中に潜ると、反転し、一気に敵に向かって、角を突き出した。

　──当たったが、突き刺さらなかった。

　当たった気はしなかったが、当たったのだろう、緩ゆるやかに獲え物ものが舞まう。そしてべちゃっと変な音を立てて落ちる。

　だから彼は、大口を開けて獲物に向かって突とつ貫かんする。

　獲物は逃にげない。

　勢いよく地上に飛び出す。

　そのまま、ばくん、と獲物に丸々食いついた。

　……その瞬しゆん間かん。

「──!?」

　地中に戻る事が敵かなわなくなった。いきなり入口が狭せばまったかのように、移動できなくなったのだ。動けない動けない。というより、土にそのまま埋うまった感覚。

　……事実、彼はアスファルトに埋まっていた。頭を半分だした格好で。しかし目が見えない彼にその事が分かるはずがない。

「──？　──？」

「混乱してますって顔なのか、これ」

「さあ、どうだろ」

　二つの音が聞こえる。……エコーロケーションの精度も悪くなる。何かが二つ、やってくるのが分かった。近くにいる。

　不意に、一角獣の角が『何か』にわしづかみにされる。

「本当に『コンニャク』に食いつくとは思わなかったな」

「人に見えてたんだよ、コンニャクが。コンニャクに埋め込んだ銃じゆう弾だんから反響する『噓うそ』の情報を得てね」

　激しく暴れて、何度か『何か』に強く身体からだを打ちつけるが、構わず角に力が込められる。ぼこっぼこっ、と一角獣の身体がコンクリートの大地から引きずりだされていく。

「で、コンニャクに食いついて、これまたみっきーの仕込んだ異能無力化の弾丸を食べちゃって。みっきーがタイミングよく遠くから力を発動」

「……で、異空間から引きずりだされた、っていうか投げ出されたのか。まあ、身体が千切れなくて助かったな」

　身体を大根のように引き抜かれた一角獣は、大地に思い切りたたきつけられる。角が折れるほどの衝しよう撃げきに、うめき声をあげて、足をばたばたとばたつかせる。

　そんな彼は、強きよう烈れつな力で幾いく度ども殴なぐられる。何度も打ち据すえられて、動く力が弱くなる。さらに彼は頭の肉を何者かに思い切りわしづかみにされる。まるで逃がさないとでもいうかのように。

「ああ、その心配はしてなかったよ。異能を無効化される可能性はいくらでもあったと思うから、今みたいに異空間に居られなくなった場合、千切れる事故を防ぐために、投げ出されるように、異能の進化はしてるとふんでたから」

「……なるほど。にしても、錫しやく杖じように異能の糸つけて釣つり竿ざお代わりにするのはどうかと思ったぞ。違う方法なかったのか」

「にひひ、一いつ本ぽん釣づりってやってみたくってね。まあ、首しゆ尾びよくいって良かったよ、本当に。……後は私だね」

　ぺたり、と一いつ角かく獣じゆうは背中に何かを当てられるのを知覚する。しかし、これは頭の物と違って、攻撃的ではない。

　……なのに、どうしてだろう。何よりも恐おそろしく感じるのは。

　──そう、死が迫せまっている。

「──んぎゅー！　ぎゃっぎゅ！」

　力を振り絞しぼって、身体を大きくばたつかせて、悲鳴をあげる一角獣。だが、逃げられない。地中に飛び込めない。

　怖こわかった。彼はとにかく恐ろしかった。

　死神の鎌かまはゆっくりと一角獣の首にかけられる。

　聞こえてくる静かな『死神』の声。




「『管理ヴアシリ者アス・エ権限クスシア』執しつ行こう」




「──っ！」

　どくん、と一角獣の身体が跳はね上がる。

　星雲石が完全に停止した事によって、息を吸う事も、心臓を動かす事もできなくなる。たった一つの石ころが壊こわれただけで、禍わざわいの獣けものと呼ばれた生き物は死に絶える。

　一角獣の足が力なく垂れ下がった。

　全身の筋肉から力が抜けたため、一角獣は、まるで溶とけたように息絶えていった。






　第五章　残酷な運命







　死亡した一角獣の腹はらを裂さいて助け出された夜よ見みは意外な事にまったくの無傷だった。胃液で溶かされている様子もなく、すぐに目を覚ます。

「本当に死ぬかと思ったわぁー」というのんきな一言とともに。

　通報を受けてやってきた陰陽徒メヲトによって、とりあえずその場は収束した。

　不ふ動どうは十二支である事などを明かした上で、今回は極秘の任務である事を告げて、足早に立ち去る。事情を訊きかれるほど面めん倒どうくさい事はない。

　中央区の歩道をふひーと息を漏もらしながら歩く夜見に、不動は改めて安あん堵どする。

「無傷で本当に良かったよ」

「悪運だけは強いのよねー私。ところでこれからどこに行くのかしらあ」

　首を傾かしげ、夜見が三人を見やる。

「うーみんのとこ行く？　行った場所は分かってるし」

　不動は首を横に振ふる。

「いや、行かなくていいだろ。一人で行ったわけじゃないんだろ？」

「うん、ちゃんと仲間の人、連れてってるかな」

「なら俺らが行っても邪じや魔まなだけだろ。下へ手たに行って、宇う美み達を不利にさせられないしな」

　そっかーとヒナが少しだけ残念そうな顔をして納なつ得とくする。

「それより、不動」

　満み月つきに意味ありげに迦カ楼ル羅ラを見つめられ、不動は頷うなずく。

「……分かってる。学園に行って、瑠る璃りさんに迦楼羅の検査をしてもらわないといけない」

「あっ、そっか。それがあったね。でも、原因ってなんなんだろう」

　むむっと不動の迦楼羅に顔を近づけて見つめるヒナ。位置が色々と不ま味ずかったため、不動はヒナの頭を押しのけつつ、首を横に振る。

「分からない。瑠璃さんがこんな明らかに大きなミスをするはずがないと思うんだけどな」

　そう、あの瑠璃に限ってこんなミス、するはずがないのに。一体、どうしてしまったのだろうか。責めるつもりはないが、今一度、徹てつ底てい的に調べてもらわないといけないだろう。

「……ん？　電話？　……明めい花かからだ」

　不動の携けい帯たい電でん話わが不意に無機質なメロディを奏で始めたため、ディスプレイを見るとそこに映し出されていたのは九く鬼き明花の文字。

　不動は耳に携帯電話を当てて、通話する。

「もしもし？　…………明花？」

　いつも通り、明花に話しかけようとしたが、聞こえてきたのは間延びした声ではなく、小さな息いき遣づかい。何かから隠かくれているような、そんな声。

「……あーにー……あーにー……」

「明花？　どうした！　明花！」

　いつもと様子が違ちがう明花に不動は、焦あせりを覚える。何があった。明花に何かがあったのか。

「あーにー……学園のみんなー、変ー。怖いー……あーにー……」

　弱々しい、今にも泣きそうな声。不動の焦りはさらに増す。

「どうしたんだ、明花！」

「みんな、おかしくなったー……。木を身体に生やしてー……あーにー、たす」

　ぶちっ、とそこで電話が切れる。

「明花？　明花！　おい、どうしたんだ、明花！」

　不動は怒ど鳴なるように言って、応こたえないのを見るとすぐさまリダイヤルする。しかし、繫つながらない。電源が切られてしまったようだ。

「……なんだ、どうしたんだ？」

　木を身体に生やして、と明花は言っていた。

　ぞくり、と背筋が寒くなる。白ビヤク檀ダンの寄生者？　でも何な故ぜ、学園に？　今、この場に寄生者が氾はん濫らんしている訳ではない。なのに、何故？

「そうだ、瑠璃さん。瑠璃さんに……」

　瑠璃のアドレスから携帯電話にかける。だが、こちらも電源が切られているか、電波が届かないといった旨むねのアナウンスが流れる。

　不動は舌打ちし、髪かみをわしづかむ。

「何が起こってるんだ、学園で……一体……！」

「フドーどうしたの？」

　ヒナが恐る恐る心配そうに聞いてくる。

　不動は呻うめいて、頭を抱かかえながら言う。

「分からない。明花から連れん絡らくがあって、学園で寄生者が出たらしい」

「え……？　そ、それほんと？　でも、なんで？」

「分からない。くそっ、宇美のところに行くべきか？　そっちの方にいるなら、早めに叩たたかないと……」

　そんな時、ヒナが不動に声をかける。

「フドー！　学園に行こう！」

　不動はヒナに怪け訝げんそうな顔を向ける。

「……どうしてだ？　学園に手がかりなんて……」

「あるよ！　寄生者がいるなら、私が辿たどれる！　少なくとも、学園に忍しのび込んだ内部寄生の禍獣とか寄生者とか、もしかしたら、白檀の本体がいるかもしれないよ！」

「……！　そうか、ヒナの力を使えば……」

　辿って行けば白檀の使用者に辿りつく事ができるかもしれない。

　明花や瑠璃を救う事ができる。

「よし、すぐに向かおう！」

　不動、夜見、ヒナ、満月は寄生者が蔓延はびこっている蒼帝アルモ学園ニアへと向かうのだった。







　蒼帝学園の校門は人でごったがえしていた。

　生徒達の混乱を、担任の莅のぞき戸ど里り枝えを始めとする教師たちが治めている。

　ふと、不動に気付いた里枝が駆かけ寄ってくる。

「お前ら、戻もどってたのか」

「先生、何があったんですか」

「さあな。私もよく分からん。暴徒状態になった生徒が襲おそってきたから、適当にいなしてここまできただけだ」

　片手で前まえ髪がみを搔かき上げて、里枝は吐と息いきをつく。

「……その暴徒化した生徒に何か特とく徴ちようはありませんでしたか？」

「特徴？　確か木が生えていたな。明らかに怪あやしい感じだったが、不用意に切る訳にもいかなかったからな」

「そうか。やっぱり白檀か……」

「……ん？　白檀？　あれがか？」

「知ってるんですか？」

「一応、十年前の作戦には参加しているからな。……なるほどお前達が絡からんでる件は白檀関係か。ならある程度の情報は与あたえてやるべきか」

　里枝はありがたい事に察してくれた。

　不動は彼女に現在の状じよう況きようをかいつまんで話してもらった。

「正確な発生原因、時刻は不明。恐おそらく数名が寄生されて、油断していた奴やつらが次々に寄生されたんだろう。増えた後は数に物を言わせて寄生を拡大。学園内のほとんどの奴らは寄生されただろうな」

「中等部の方もですか？」

「恐らくな。……切り替かえろよ。たとえ妹が寄生されていたとしても、元に戻せるなら絶対に取り乱すな」

　里枝の言葉に不動は頷く。同時に思い出す。昼時は瑠璃と一いつ緒しよに生徒会室で共に勉強をしている事を。

「千せん子じ瑠璃さんは逃にげてきましたか？」

「あいつか？　……あいつがいれば、この場は任せていたんだがな」

　つまり、いないという事か。だとすると学園内──生徒会室にいる可能性が高い。同様に明花も。

「白檀の特性として、千子家の人間には寄生できないらしいです」

「そうか。なら、あいつはまだ学園内のどこかに立てこもっている可能性があるな。一応、あいつだけでも助けておいた方がいいか。私より的確な指示を出せるだろう」

「……俺に──いや、俺達にいかせてもらえませんか？」

「お前らに？」

　里枝が訝いぶかしげな顔で不動らを見やる。情報を公開してくれたが、さすがに中にまで行かせる気はなかったのだろう。

「……大だい丈じよう夫ぶです、授業のようには、もうなりません」

「…………」

　じっと不動を見つめ、考え込む里枝。

　そんな二人の間に満月とヒナが割り込んでくる。

「せんせー！　フドーは大丈夫！　胸むな倉ぐら摑つかまれて怒鳴られたりしたけど、問題なし！」

「モップで殴なぐって更こう生せいさせた」

「……お前ら何やってんだ」

　全部本当の事だが、言い方が良くない。里枝がとてつもなく呆あきれている。

　彼女は不動をもう一度見つめ、問う。

「本当に大丈夫か？」

「はい」

　彼女を見つめ、強く頷く。

「下手をするとお前以外の奴も危険に晒さらす事になるぞ」

「大丈夫です。満月もヒナもフォローしてくれますから。それに俺が何もしなくても自分の身くらい守れます」

「……そうか」

　ふっ、と里枝が嬉うれしそうに鼻を鳴らした。

「分かった、行ってこい。……だがこの通り、混乱の極みだ。ったく、精神訓練を受けてる意味がないだろうが」

「……俺らについてきてくれる奴はいませんよね」

「生憎あいにくな。私もこんな状況じゃ離はなれる訳にはいかないからな。すまないが、完全にお前達にだけ任せるぞ。落ち着き次第、こちらも突とつ入にゆうして『伐ばつ採さい』を開始する」

「……はい」

「こっちだ。門は閉へい鎖さしてるから、転移系の武纏フオロを持ってる奴に移動させてもらう。ただし、あらかじめ『印』が刻まれていないと移動できないタイプだ。場所は問答無用で職員室付近の物品保管室になる」

　そう言って、里枝は人ごみをかき分けて、その天ヴア衣スカ師ニアに話をつけて、送ってもらう事になった。

　夜見はここで待っているように言ったが……がっちりと不動に張り付いて離れず、里枝をも呆れさせたため、申し訳程度に鉈なた型の護浄アルニシを持たされて、中に送られる事になった。

　里枝はうんざりした様子で夜見を見み据すえる。

「まあ、そのアホが寄生されたら、ほっとけ」

「了りよう解かいしました」

「ひどいわー」

　鉈をぱたぱたと振ふる彼女はちょっとだけ狂きよう気きじみていた。

　でも、特に気にせず不動らは寄生者が充じゆう満まんする蒼帝学園へと送られる事になる。

「じゃあ、行ってこい」

　里枝のその言葉と共に、浮ふ遊ゆう感かんを味わう。と、気付いた時には不動達は学園内の物品保管室に移動させられていた。金属製の棚たながあり薄うす暗ぐらく、冷気が漂ただよっている。

　不動は息を潜ひそめて、扉とびらまで行き、耳を当てて外の音を聞く。特に音は聞こえなかったため、小さく扉に隙すき間まを開けると、外を覗のぞき見る。

　近くに片かた腕うでから木を生やす少年の寄生者を発見。不動は他ほかにいないか確認してから、とっさに霊れい装そうした迦カ楼ル羅ラで、一いち撃げきで木を切り落とす。

　力を失い倒たおれそうになった所を片腕で支え、素早く保管室の中に連れ込む。

「とりあえずこいつの他にはこの階には、いなかったな」

　ヒナが首を傾かしげる。

「今何階？」

「二階。物品保管室があるのは職員室とかがある階」

　満月が簡潔に答える。

「生徒があまり近寄らなそうな場所だね。階層的にも侵しん入にゆうするのも、逃げるのも微び妙みような階だし。だからこその穴場なのかな」

　ヒナが錫しやく杖じようを抱えながら廊ろう下かをきょろきょろと見回しながら言う。

　不動らは一階へと降りる階段へ注意深く進んで行く。

　何人かふらふらとしている寄生者に出会ったが、仲間を呼ばれる前に無力化する事ができていたので、順調に進んでいた。

　今、彼らが向かっているのは生徒会室だ。妹の明花と瑠璃の救出を優先して動いていたのだ。それに今、検査をするのは難しいだろうが、迦楼羅の不調についても早めに瑠璃に調べて欲しかったこともある。

　生徒会室に向かうためには、一度この校舎から出て、しばらく歩いた所にある生徒会、風紀委員などに使われている校舎へと向かわなければならない。

　そのため、昇しよう降こう口ぐちへと向かったのだが、下げ駄た箱ばこの陰かげから外を見た四人はうめき声を上げてしまった。

「たくさんいるな」

「元気いっぱいな密林ねー」

「……本当に、一人の人間が白檀を操ってるのか？　爛ただれるどころか、腕うでなくなるだろ」

　中庭には、百人以上の寄生者がうろついていた。身体からだの一部から木が生えているため、夜見が言ったように動く密林状態でホラーだ。

　強きよう行こう突とつ破ぱはさすがに難しい。見つからないで進むには透とう明めいにでもならないと遮しや蔽へい物ぶつのないあの庭では無理だ。

　しかし悩なやんでいる時間はない。不意に後ろから二人ほどの足音が聞こえてくる。それは不動らが歩いてきた方角──恐らく三階か四階にいた寄生者が降りてきたのだろう。

　このまま見つかって仲間を呼ばれでもしたら、厄やつ介かいな事になる。できる限り、隠おん密みつに進みたい。

「……見つかる前に俺が倒す」

　不動は迦楼羅を構えて、来た道を引き返す。後ろから、三人が静かについてくる。このままのペースで行くと、曲がり角につく頃ころに、出くわす形になる。

　静かに全速力を出して、不動は足音の聞こえる曲がり角まで辿たどりつく。

　同時に二人の少女の寄生者が並んで現れる。不動は目を見開き、とっさに相手の木が生える部位を確認すると、一人の木を思い切り切り飛ばす。

「────ぁ」

　もう一人。口を大きく開け、叫さけぼうとしている。不動はとっさに相手の口を思い切り摑み、押さえ込む。虚うつろな目をした少女は不動の腕を摑み返し、ぎりぎりと爪つめを立てながら、引き剝はがそうとする。

　この少女は臀でん部ぶの辺りから尻尾しつぽのように生やしている。今の不動の体勢からは切り飛ばす事ができない。不動の皮が裂さけ、肉をもかきむしってくる。

「フドー！」

　追いついたヒナが少女の背後に回り込み、刃はがついた錫杖の先せん端たんで切り飛ばした。

　不動はヒナに笑いかける。

「ヒナ、助かっ」

「……あっ」

　木を切り飛ばしたヒナは、口を開けて固まる。彼女の視線は、寄生者がやってきた通路に向けられていた。不動はヒナが何を見ているのか見えない。

　顔を伸のばし、覗きこむ。

　見えたのは、一人の寄生者。何な故ぜか、窓から入り込もうとしている奴がいたのだ。そいつはヒナと視線が合い、固まっていたのだが、

　今現在、大きく口を開けている所だった。




「うぁあっぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！」




　響ひびき渡わたる大絶ぜつ叫きよう。

　不動はとっさに接近し、黙だまらすために木を飛ばしたが、時すでに遅おそし。昇降口側から、今の叫びを聞きつけて、向かってくる大勢の寄生者の足音が聞こえてくる。

「逃げろ！　こっちだ！」

　不動は立ち止まり、夜見と満月を呼び寄せる。しんがりを務めるために彼女達を先に行かせようとしたのだが、こちらに来る前に夜見が盛大にこけてしまった。

「先生！」

　不動は夜見に駆かけ寄り、抱だき起こす。

「ご、ごめんなさい」

「早く逃にげるぞ！」

　夜見の左手をとり、走りだそうとする。

「っ！」

　だが、夜見がビクンと身を縮め、立ち止まってしまった。

「どうしたんだ？」

　不動が焦あせりながら呼びかけると、夜見は右手を差しだす。

「ごめんなさい、今、左手くじいちゃったみたいで」

「悪い。……怪け我がの手当てはもう少し我が慢まんしてくれよ」

「ええ、大丈夫よっ」

　辛つらそうな顔をして、夜見は頷うなずく。相当痛いのか、左ひだり腕うでを庇かばって歯を食いしばっている。脂あぶら汗あせも出ているほどだ。

　……もしかしたら骨が折れているのかもしれない。

　だが、今は構っていられなかった。逃げなければ。

「不動、早く！」

「ああ────って、満月後ろ！」

　満月の背後──窓から寄生者が突つっ込んでくるのが見えて、不動は警告する。

　窓を突き破ってくるが、ギリギリヒナが満月の首根っこを思い切り引っ張った事で、ガラスのシャワーを浴びずに済む。

　今、割れた窓に、多数の寄生者が群がる。

「くそっ！　満月、ヒナ、先に逃げてろ！　俺達は反対側の通路に行く！」

　そう逃げなければ、数の暴力によって無む理り矢や理り動きを止められてしまうだろう。後ろはすでに寄生者達で埋うまっている。逃げられる通路はヒナとは反対側。──それでもギリギリなのだが。

　満月、ヒナもその方が良いと判断したのだろう、こくりと頷いて走り出す。

　不動も反対側の曲がり角を曲がると、振り返り、声を張り上げる。

「満月！　ヒナを頼たのむ！」

「うん！」

　そうして、彼らは二手に分かれる事になってしまった。

　不動と夜見は寄生者を撒まいたら、すぐに合流するつもりだったが、思いのほか、追い掛かけ回されてしまう。教室などに隠かくれてなんとかやり過ごす事に成功して、先ほどの昇降口に戻もどってきていた。

「……あんまりいないわねー」

「俺達を追い掛け回して、散らばったんだろうな」

　通路に二、三人程度いるだけで、その他は見られない。無力化して、庭の方を見てみると、多くても二十人程度と先ほどより圧あつ倒とう的に数が少なくなっていた。今なら強行突破も可能かもしれない。

「……ヒナと満月は……」

　連れん絡らくを取ろうとしたが、二人とも電話が繫つながらない。よほど切せつ迫ぱくした状じよう況きように身を置いているのだろう。

「ヒナちゃんと満月ちゃんはどうかしらー？」

「……ダメだ。俺達で行くしかないだろうな」

　今は二人を信じるしかない。

　中庭を一気に走り抜ぬけ、その後、慎しん重ちようにしかしできるだけ素早く生徒会室に辿りつく。幸い、中には誰だれもいなかった。でも、酷ひどい荒あらされようで、一つの教室くらいある室内は壊こわれた机や棚が散乱していた。

　夜見は鍵かぎを閉めると、左腕を庇いながら、その場にへたり込んだ。

　不動は左右を見回す。

「明花？　明花！」

　迷子の子供を探す親のように、必死に妹に呼び掛ける。

　と、物もの陰かげからこちらを窺うかがう姿が。

　頭は隠しているが、ツインテールの片方が飛び出していた。

「あーにー？」

　そう呼びかけてくる声。

「明花！」

　駆け寄ると、明花も不動に気付いて全身を飛び出させる。

「あーにー！」

　明花が飛び込んできて、不動はそれを受け止める。ギュッと強く抱だきしめ、安あん堵どの吐と息いきをつく。

「良かった……良かった……！」

「あーにー、助けにきてくれたー？」

「ああ。早くここから出よう。瑠璃さんは？」

「あっちー」

　明花は、生徒会室の隅すみにある扉とびらを指さす。

　不動は備品室の扉のノブに手をかけて、息を潜ひそめながらゆっくりと開ける。

「……瑠璃さん？」

　そこには手足を縛しばられ、猿さる轡ぐつわを嚙かまされた格好の瑠璃がいた。

「……寄生できないから、捕とらえられてたのか」

　殺されずにすんで良かった。

「んーんー！」

　瑠璃が目を見開き、ふるふると首を横に振ふる。

「待ってて、今、取るから」

　不動は彼女を備品室から引っ張り出し、猿轡を外してやる。

　背後にいる明花に向かって、瑠璃を放っておいた事を若干、優しく責めながら。

「明花、瑠璃さんをこんな所に放置しておくなよ。きつくしめあげ」

「不動くん避よけてください！」

　猿轡を外した瞬しゆん間かん、瑠璃の声が響き渡り不動は肩かたに大きな衝しよう撃げきを受けた。

　身体が後ろに倒たおれ込む。

　何かが不動の目の前を一いつ閃せん──瑠璃の肩かた口ぐちを荒あらく切り裂いた。

　どすん、と感じる瑠璃の重み。そして、降りかかる鉄臭くさい赤い液体。

「え？」

　あまりに突とつ然ぜんの事が連続で起き過ぎて、理解が追いつかない。

　何が起こっている？

　混乱しながら不動はゆっくりと顔を上げる。見上げた先にいたのは明花だ。だが彼女は『メイス』と呼ばれる武器を持っている。

　感情のこもらない虚ろな目をしながら、明花はメイスを高々と掲かかげる。

「！」

　そこでようやく理解が追いつく。

　不動は瑠璃を抱きしめて、思い切り真横に転がる。

　同時に、どごん、と鈍にぶい音を立ててメイスが叩たたきつけられ床ゆかをへこませた。

「あー、あーにー避けたー。せっかく一いち撃げきで殺せると思ったのにー」

　明花がメイスを引き抜きながら、クスクスと笑った。

　不動は瑠璃を後ろにやりながら、抜いた迦カ楼ル羅ラを構える。

「……お前、誰だ」

「ひどいー。私は明花ー。あーにーのいもーとー」

「黙れ！　もう一度言う、お前は誰だ！　今度、ふざけた事を言ったら、首の骨へし折るぞ！」

「あーにーこわいー。むー、なら、るーりーにきいてみてー」

　口を尖とがらせ、ふてくされたように言う明花だ。

　不動は息を荒らげ、瑠璃に視線を向ける。

「瑠璃さん？」

「……本当です、彼女は明花ちゃんです。内部寄生をされているみたいなんです」

「……なに？」

　胃が縮み上がる様な思いを抱く。明花が寄生されている？

「……どうして？」

「分からないです。私が生徒会室で会った時には、すでに寄生されていて……」

「分かったでしょー、あーにー」

　いつもの間延びした声で言う明花。でも、メイスを片手に持つ彼女のその姿は『いつもの』とはどうみても不釣つり合いな姿だった。

「……何が目的だ」

「目的ー？　それはねー、世界の破は滅めつとーヒナーとー」そこで彼女はにっこりと笑って不動にメイスを突きつける。




「あーにーを殺す事ー！」




　無む邪じや気きな笑みからは今は狂きよう気きしか感じられない。

「あーにー？　殺すのー。だからねー私も本気出すー」

　そう言って明花は、数歩下がり、メイスを真横に構え、片手を先せん端たんに当てる。

　彼女は口にする。『起動式』を。

「『我、朽くち果てるまで修しゆ羅らと化す』」

　彼女には決して似合いそうもない文句を述べた後、彼女の身体からだに纏まとわりつく、フリル状のドレス。手足に鋼鉄の小手とグリーヴをつけている。片手には先ほどのメイスが、少々、巨きよ大だい化している上に先端部分を取り囲む刃は物ものの部位がまるで斧おののような太い物へと変へん貌ぼうを遂とげる。

　武纏を纏った。明花が？

「……なんで……？」

「これ、試作品ー。私作ったー。いちおー、しょーまーと組む予定だけどー、まだみかんせー。とりあえずー名前は『終わらなククロセい人形劇アロト』ー」

　明花が力任せにメイスを振り下ろしてくる。隙すきがあり過ぎる動き。しかし、不動は動けずに真正面から受け止める事しかできなかった。

「瑠璃さん、護浄アルニシを……！」

　不動の言葉に瑠璃は、夜見の下へ駆かけ寄り、急きゆう遽きよ、護浄を起動し、周りに結界を張った。

　その様子を見届けると、不動はすぐさま、飛び退のき、明花から距きよ離りを取る。

「あーにーどうするー？　私を殺すー？　それでもいいよー。でないと──私が皆みんなを殺すからー」

　不動は改めて理解する。今の明花は明花ではないと。

「だからーあーにーは、それを阻そ止しするために、私を殺すー。ねー、私を殺したら、泣いてくれるー？」

「……誰がそんな事をするか」

　行動不能に追いやる。そうすれば、殺さずに済む。

　そう思っていると、明花は声を出して狂ったように笑い出した。

「あははははー！　だめだめー、あーにーだめー！　私の『終わらなククロセい人形劇アロト』は、気絶させられないー。そういう能力ー」
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「なに……？」

「本当は身体能力と五感を強化する能力だけど、今はあんまり使えなくてー副次的な能力しか使えないのー。でねーそれはねー身体を無む理り矢や理り動かす能力ー。骨がへし折れても動けるのー。あとねー気絶もできないー」

「……！」

「言ったでしょー。しょーまーのリクエストを叶かなえるために作ったのー。でも安心してー。まだ手足が千切れても、くっつけられるほどじゃないからー。だからみかんせー」

　なら、どうすればいい？　明花を殺せと？　そうでなくても、手足を千切り落とせと？

（無理だ……！）

　不動はどうしても攻こう撃げきする意思が湧わかない。たった一人の家族。守るべき存在なのだ。

　だからと言って、殺されるわけにはいかない。殺されたら、瑠璃や夜見が危険に晒さらされてしまう。

（……頼たのむ、早くきてくれ……ヒナ、満月……！）

　無ぶ遠えん慮りよにメイスを振り回してくる明花の攻撃を避けながら、不動は懇こん願がんする。

　明花がメイスを振り抜いた瞬間に、彼女の武器を持つ腕うでに剣けんを叩きつけた。

　ごきっ、という鈍い音と共に、からん、とメイスを取り落した。

　武器を失い、力が抜けたように倒れ込んでいるのを見て、一いつ瞬しゆん不動は油断してしまった。倒れ込む彼女を受け止める。

　明花は不動の胸の中で顔を上げ、

「あーにー、いたいー」

「！」

　にっこりと笑みを浮うかべ、不動を押し倒したのだ。

　明花の言うとおり、へし折っただけではダメだった。

　押し倒されてしまう。

　マウントポジションを取られ、腕も摑つかまれてしまう。抵てい抗こうするが、わずかながら明花の武纏の方が膂りよ力りよくが上だった。

「……ねー、あーにー、あーにー」

　明花が身体を倒して、密着してくる。微かすかな胸の膨ふくらみを直に感じ取る。彼女は熱っぽい息を漏もらしながら、不動の喉のどに舌を這はわせる。

「少しいもーとと遊ぶー？　死ぬ前に楽しい事するー？」

　妖よう艶えんに笑う明花。不動を挟はさみ込む彼女の太ももの力が強くなったり、弱くなったりする。まるで誘さそっているかのように。

　けれど、生憎あいにくと実の妹に欲よく情じようする気など欠片かけらもなかった。

「するか馬ば鹿か」

「じゃあ、死んでー」

　遠えん慮りよなく言い放った不動に、明花は初めて不ふ機き嫌げんそうな顔をして、腕を振り上げ、叩きつける。

「ぎぃ……！」

　強化された腕わん力りよくの小手を生身で受けるのはそもそも間ま違ちがいだった。迦楼羅を握にぎっているが、生憎とそれは反対の手で、そちらは未いまだに明花に拘こう束そくされている。

　馬乗り状態のまま、明花は何度も何度も何度も、不動に拳こぶしを叩きつける。

　受けきれず、何度か顔面に拳を食らってしまい、危うく意識を飛ばしそうになるが、何とか耐たえきる。しかし、このままでは確実に殺される。

　明花が笑う。兄を殴なぐりながら。

「あーにー！　あーにー！　あーにー！　あははははははー！　硬いー！　ぐちゃって、潰つぶれるかと思ったのにー！　いーしーあーたまー！　あははははははー！」

「くっ……う……！」

　至る所が痛い。意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　自然と下がるまぶたを受け入れようとした時、

「やめて、明花ちゃん！」

　夜見が明花に抱だき着くように押さえ込んだ。

　不動から引き離はなすように、後ろに引っ張るが、明花は不動を太ももで挟んでいるため、完全には落とせない。

　やめろと目で訴うつたえる。

　今の明花は止まらない。

　くるっ、と振ふり返った明花の顔は無感情。けれど殺意がこもった視線で射い貫ぬく。

　異質な視線に夜見が息を吞のんだ。

「邪じや魔まー。あーにーと遊んでたのにー」

「ぐぅっ……！」

　脇わき腹ばらを思い切り肘ひじでぶち抜かれ、たまらず、床にうずくまってしまう夜見。

　明花は立ち上がると、渾こん身しんの一撃で不動を蹴けり飛ばす。腹に諸に入れられ、不動は胃の内容物と胃液──そして若干の血を吐はきながら、壁かべに激げき突とつする。

　くるりと夜見を振り返り明花はメイスを拾い上げた。

　涙なみだ目めでそれを見上げる夜見の顔にあるのは恐きよう怖ふ。対して明花の顔にあるのは、まったくの『無』。

　不動は重い身体を引きずり起こそうとするが、思うように動けない。

　明花は無表情のまま、

「ばいばい、ははー」

　と、メイスを振り下ろした。

　ぐしゃ、と音が鳴る。

　頭部が完全に割れ、中身が飛び出した。血や脳のう髄ずいが飛び散り、明花の身体にも降り注ぐ。

　でも、彼女は止めない。無感情な顔で夜見が動かなくなるまで続ける。いや、動かなくなっても、顔の原形がなくなるまで、胴どう体たいの中身が全すべて裏返ったようになるまで叩たたき続ける。

　血だまりの中でようやく明花は動きを止め、不動に振り返る。

「ねー、あーにー。悲しいー？　……あれー？　泣かないー？　ダメー？　ならー、るーりー殺すー？　そしたら悲しいー？　どうーあーにー？　ねえーあーにー？　あ、はははっははははははー！」

　にぃ、と血だらけの顔に笑みを浮かべた。

「…………」

　黙だまって見続ける事しかできなかった。

　死んだ。夜見が。明花に殺された。冗じよう談だんではない。この部屋に充じゆう満まんする生なま臭ぐさい臭においは人の死の臭い。生き物がぐちゃぐちゃにされてしまった時の臭い。

　結局、満月の言うとおりだ。自分には守る事なんてできない。それを不動は忘れていた。

　不動はゆっくりと立ち上がり、明花を見み据すえた。

　明花がメイスを構える。

「なーにー、あーにー？　なにかするー？」

「……いや、気付いただけだ」

「なににー？」

　不動は明花を真まっ直すぐに虚うつろな目で見やる。

「……俺はどう頑がん張ばっても物語の主人公にはなれないって。奇き跡せきなんて起こらない。ハッピーエンドなんかにはできない」

　そんな都合よく物事は進まない。

「……明花、ごめんな。俺がもっと強かったら、きっとなんとかできてたんだろうけど、俺には無理だったよ」

　悲しそうに不動は笑う。

　少し、期待していた。

　寸前で満月やヒナが助けに入ってきてくれるのではないかと。

　そうして夜見を助け、明花を解放して、すべてが丸く収まると。

　そう、信じてしまっていた。

「『最善』を選ぶべきだった。そうすれば、最悪な結末だけは避さけられた」

　主人公にはなれない自分は、そうするべきだったと、不動は思う。

　そう理解したからこそ、次に自分がすべき事が決まった。

「瑠璃さん、ヒナ、ごめん。約束守れない」

　不動はそう呟つぶやくと、迦カ楼ル羅ラを真横に構える。

　そして、言う。人外へとなり果てる祝詞のりとを。




「──確しかと聞け。

　求むるは枯かれ身を好む、刃やいばなり。

　為なすは罪ある者を切り綻ばす。

　しかし誤るなかれ。

　汝なんじの両ま手てにありしツルギに正せい邪じやは非あらず。

　罷まかる怨うらみをその身に責めうけよ。

　己おのが炎ほのおで身を焼き尽つくすまで」




　変化は、あまりにも静かだった。身体からだには霊れい装そうは纏まとわりつかなかった。以前のように荒あら々あらしい獣けものではなく、角が生え、牙きばが生えても、なおも人格は保ち続けていた。

　唯ゆい一いつ、変化したのは彼の剣。刀のような形状へと変へん貌ぼうしたのだ。そして、その刀身は真っ赤に染まっていた。『降ごう魔まノの剣つるぎ』のように。

「ただ願う。痛みを少なく切り裂さきたい。だから、鋭するどく刀のように。だけど、傷口をすぐに塞ふさぐ様に高熱に。それ以外はいらない。必要ない」

　不動は構える。その真っ赤に染まった刀を明花に向かって。

「……明花。さっき言ったよな、手足は切り落としたらつなげられないって」

「……うんー。えー？　もしかして、あーにー私の手足、切り落とすー？」

「ああ、それが『最善』だ。もう、お前に誰だれかを殺させない。そんなの見たくないんだ」

　そうする事ですべてが救われるのならそうしよう。その際の罪は引き受けよう。どうか明花、お願いだ──

「お前を守れない俺を恨うらんでくれ」

「！」

　不動は床ゆかを蹴ると、一気に明花に向かって肉にく薄はくする。寸前まで迫せまってくる存在に明花はメイスを叩きつける。

　不動は頭部から逸そらすだけで、思い切り肩かたに叩きつけさせた。

　ごき、ぐちゃ、と左肩が砕くだけ、肉が切り裂かれる。何とか動く左手で、メイスを押さえつける。自らの肉に押さえつけるように。

「っ！」

「片かた腕うでだけですむ」

　高々と刀を構え、迷いのない瞳ひとみで明花を見つめる。彼女の目に恐怖が映るが、迷わない。

　ザンッと振り下ろされる刀。

　宙を舞まう、明花の──髪かみの毛け。

　明花がメイスを離して逃にげてしまったのだ。後ろへ跳とんで逃げ、一気に不動から離れる。驚おどろいたような顔で不動を見ている。本気で切り落とそうとするとは思わなかったのだろう。

　不動はメイスを肩から引っこ抜くと、明花の足元に向かって投げてやる。

「持ってくれ。接続中を無む理り矢や理り切断すれば、能力が解けるんだ。離したままだと、失敗するかもしれない。片腕だけで済むんだ、お願いだ、明花」

「……あーにーも狂くるってるー。……ふ、ふふふ、あははははー！」

　明花が笑い出す。けれど瞳からは涙が零こぼれ落ちていた。恐怖と狂きよう気きが混ざり合っている。

　明花はメイスを拾い上げて、ふらふらと先せん端たんを誘さそうように振る。

「あーにー、避よけるけど綺き麗れいに切り落としてー？　間ま違ちがって、違う腕うでとか切らないでー」

「善処する」

　不動は棒立ちになって誘ってくる明花に迷う事無く突つき進む。

　反はん撃げきされてもいい。一いち撃げきで死ななければ。それで彼女の腕を切り落として無力化できれば問題ない。できなくても、残らず手足を切り落として、動けなくしてやれば問題ない。何もかも問題ない。

　不動は明花の前に立つと、刀を振り上げた。

　同時に明花はメイスを反対の手に持ち変える。不動が迷いを見せるのを待っているかのように。けれど、不動は迷わない。もう、迷う気はなかった。

「あーにーはおかしいー」

　笑いながら、明花はメイスを横に溜ためる。腹を潰つぶして引き裂くつもりだろう。

　そして──。




　一発の銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。




　生徒会室の出入り口に立つ、一人の少女──満月から銃じゆう弾だんが放たれる。

　しかし、それは『奇跡』ではなかった。

　何な故ぜなら、撃うち抜ぬいたのは不動の刀だけだったから。軌き道どうが逸れ、明花の腕を切り落とせずに終わる。そのまま、腹を明花によってズタズタにされてしまう。

　何より、奇跡ではないというのは満月の身体から『木』が生えていたから。

　虚ろな目をして、彼女は不動に銃弾を放ったのだ。

　その後ろには気絶したヒナをロープで縛しばって引っ張っている男子生徒がいる。彼も例外ではなく身体から木が生えた寄生者だった。

「ぐぅ、ふっ！」

　げほっと血を吐はいてしまう。

　なんとか明花を突き飛ばして、追つい撃げきをできないようにしたが、意味がない悪あがきだった。

「…………」

　不動は前後の光景を目にし──笑った。くつくつとおかしそうに。

「…………詰つんだ」

　終わってしまった。まさかのゲームオーバー。最後の最後までこれか。奇跡なんて起こってくれないのか。どうしてだろう。どうしてなんだろう。

　頰ほおに雫しずくが伝う。けれど不動は天てん井じようを見上げながら、笑っていた。

「は、ははっ……あー……いいや、もう。いい」

　あきらめよう。

　もう、どうでも良くなってきた。

　ここまでどうしようもないなら、もうどうなってもいい。そう、もういい。

　いいんだ。




　──自分なんて。




　めき、めき、と不動の身体に変化が起きる。唸うなり声が不動から漏もれ出る。

　人をやめよう。

　それで誰かが救われるのなら、化け物にでもなってやろう。

　化け物にしてくれ。

　銃弾も効かない、殴なぐられても問題ない、誰かを救う猶ゆう予よを与あたえてくれる怪かい物ぶつがいい。

　そう、願う。

　満月が銃を構える。明花が笑いながら、やってくる。

　このすべての『最悪』を覆くつがえす『災さい厄やく』へと変貌したい。

　そう願っていると、銃弾が放たれる。メイスが脳天に叩たたきつけられようとする。

　だが、不動の身体にそれらが到とう達たつする事はなかった。




　弾かれたのだ、明花のメイスが満月の銃弾に。




「え？」

　予想外の衝しよう撃げきに、メイスを吹ふき飛ばされてしまう明花。驚いた顔をして、固まる。

「ヒナ、今！」

「りょーかい！」

[image: ]

　響き渡わたる満月と、ヒナの声。

　ヒナがロープを振ふりほどき、生徒会室を駆かけ抜ぬける。向かうは明花の下。

「!?」

　明花は混乱する。訳が分からないため、迫りくるヒナに殴り掛かかった。

　ヒナはそれを迎むかえ撃った。顔に当たるギリギリのところで押さえ込む。

「あっぶなー」

　そう、彼女が吐と息いきをつき、手に力を込める。

「んでは！　『管理ヴアシリ者アス・エ権限クスシア』執しつ行こう！」

　明花の霊装が弾はじけてなくなったのだ。そして、そのまま明花はくずおれるように気を失う。ヒナはそんな彼女を倒たおれ込む前に胸に抱だきしめた。

　ヒナは不動に顔を向け、ニッと笑った。

「本当にギリギリセーフだったね。……フドー。もういいよ」

　その言葉と同時だった。

　不動は、がしゃ、と剣けんを落として明花の下に駆け寄っていく。ヒナは不動に明花を手て渡わたすと、彼は妹をギュッと抱きしめた。

「明花……明花……！」

　目から涙なみだが零れ落ちる。でも、今度は絶望や悲しみからではなかった。

　明花が無事であった事が何よりも嬉うれしかったのだ。

「ごめん……ごめんな、明花……」

　不動は明花にずっと謝り続けていた。

　ヒナと満月はその姿をただ静かに見守っていた。






　エピローグ







　不ふ動どうは明めい花かを床に横たわらせ、ヒナに向き直った。

「それで、どういう事なんだ？　……満み月つきも木、生やしたままだよな」

　ちらりと、夜よ見みの死体の所にいる満月を一いち瞥べつする。彼女は相変わらず白ビヤク檀ダンの木を生やしながら、平然としていた。ヒナも苦笑しながら答える。

「あれ、私の能力で改変した寄生樹なんだ。支配権は持ってない感じかな。寄生されたフリ＆捕つかまったフリで周りの寄生者を騙だましてここまで来たんだよね」

「なるほど。……でも、それならそうと学園の外で一言言ってくれよ」

　ちょっとだけ不動はムスッとする。

「いや、私もここにきて、その方法を思いついてさ。一向に撒まけなかったから、苦肉の策として使ったんだよね。で、思いのほか効果があったからさ」

「……まあ、いいんだけどさ」

　わざとではないのなら、問題はないが人間を止めようとしていたため、やっぱり腑ふに落ちなかった。

「それはそうと、めーかの寄生樹の解かい析せきするよ」

「問題はないが……まだ消さないでやってくれないか？」

　不動は夜見の死体の方を見やると、ヒナは「分かった」と察してくれた。

　ヒナが明花に触ふれて解析を始めた所で、不動は吐息をつく。

　明花は傷つかなかったが、夜見は命を落としてしまった。それも最悪な形で。学園に入る前に無む理り矢や理りでも置いてきていればこんな事にはならなかったのに。

　今は満月が彼女の死体を整えている。できるだけ綺麗な形にしようとしているのだ。

　と、満月が死体の左ひだり腕うでを持ち上げた時だった。彼女は訝いぶかしげな顔をする。何やら左腕に気になった所があったようで、瑠る璃りを呼んでいた。

　不動は少し気になり、声をかける。

「満月、どうした？」

「少し気になった。……不動、先生は逃にげてる時に何か怪け我がをした？」

「……まあ、一応、転んで挫くじいたっていってたな」

「……挫いた？　でも、これ……」

　そう言って、満月は瑠璃に夜見の怪我を見せた。瑠璃も今の話を聞いていたようで、訝いぶかしげな顔をしている。

「挫いたと言うより、酷ひどく爛ただれていますね。彼女は元から病気か何かを？」

「前見た時はなかった。……なら、なんで？」

「……不思議ですね。…………あれ？　この指輪……」

　瑠璃が何かに気付いたように、左手の薬指に目を向ける。恐おそる恐る手を伸のばす。

　満月たちに顔を向けていると不意にヒナの混乱したような声が聞こえてきた。

「え？　あ、あれ？　え？」

　彼女を見ると、何やら訳が分からず怯おびえたような顔で、満月達の方に視線を向けていた。

「どうした、ヒナ？」

「めーかの寄生樹を解析したんだ。そしたら、大おお神がみ先生の方から信号が出てたの」

「は……？」

　不動が理解できず、硬こう直ちよくする。

　そして、




「いやん、ばれちゃったわー」




　声が聞こえたのはその時だった。

「んぐっ!?」

「ぐっ!?」

　同時に夜見の近くにいた瑠璃と満月が首を摑つかまれる。そのまま彼女達の身体からだが宙に浮ういていく。──死体が立ち上がる事によって。

　ぼたぼたと血を零こぼしながら、ぐちゃぐちゃになった彼女がくすくすと笑った。

「んー、ヒナちゃんが近づいてきてくれれば万々歳だったんだけど、そう上う手まくはいかないわねえ。まっ、でも人質は二人取れたし、結果オーライかしらっ」

　夜見の死体がどんどん再生していく。まき散らされた血や肉、脳のう髄ずいが元通りに収まり、傷を見る見るうちに塞ふさいでいく。

　元に戻もどった夜見は、左手を見やる。そちらには瑠璃がおり、彼女の腕を必死にかきむしっていた。爛れた腕故に簡単に肉が裂さけるが、夜見は放そうとしない。

「うーん、白檀の力って私でも再生できないのよねえ。まあ、能力を解けば再生はできるんだけど、その間がきつくてやんなっちゃうわあ。巽たつみ、大だい丈じよう夫ぶかしらー。あの子も使ってたからー」

　と、夜見は「そうそう」といつもと変わらない様子で不動達に顔を向ける。

「もうこの際だから、ネタバラシしちゃうわねえ。なんで貴方あなた達に私の手を見せた時、爛れてなかったか。あのときは本当に私、白檀を持っていなかったんだもの。けどね、九く鬼き君とマンションに行った時に巽と替かえたのお」

　ほら、ヒナちゃん言ってたじゃなーい、と気軽な調子で言う。

「お昼ごろに探たん索さく不能になったって。あの時、巽と交こう換かんしたのよお」

　夜見は満月と瑠璃の首を絞しめながら平然と続ける。

「その後は普ふ通つうに私が寄生させていたのよお。初めは明花ちゃんとー……九く鬼き君」

「……は？」

　不動は目を見開く。隣となりのヒナも驚おどろいたような顔を向けてくる。

　夜見は「でも」と眉まゆを下げて困ったような顔をした。

「なんでか九鬼君てば、寄生させても操れなかったのよねえ。実は千子家の人間かなーとか思ったんだけど、武纏フオロの性能が下がってたから寄生はしていたみたいだし」

　うーんと不思議そうに首を傾かしげる夜見。

「心当たりはない？　まあ、きっと鬼化する原因が関連していると思うのよねえ」

　不動はとっさに頭を押さえた。たぶん脳内に星雲石があったせいだろう。どういう作用をしたか分からないが、操られる事を無効化したのだ。

　……いや、そんな事はどうでもいい。

　不動は我に返り、夜見を睨にらむ。

「お前、一体なんだ？」

「んー？　私、大神夜見、この学園に赴ふ任にんする──」

「ふざけるな！　お前は九く頭ず龍りゆうの構成員か？　何が目的だ、お前は一体……」

　不動は大剣を突つきつける。

　夜見はくりっと首を傾げて、「どうしようかしらー」と言いながら、首を摑んでいる二人を交こう互ごに見やる。

　満月は頑がん張ばっていたが、瑠璃は失神寸前だった。夜見は瑠璃を見て、微笑ほほえみを浮かべると彼女を無造作に落とす。

　地面に叩たたきつけられ瑠璃は小さく悲鳴を上げ、

「くぁっ！　──あぐぅ!?」

　思い切り背中を踏ふみつけられた。

　当の夜見はボロボロになった服の中から、小さな石を取り出した。透とう明めいな外観に内部にまるで銀河が詰つまっているような石──星雲石ネビユラを、口の中に放り込む。

　その変化は一いつ瞬しゆんだった。

　ボロボロだった服は一新し、『十じゆう二に単ひとえ』のような着物へと変へん貌ぼうを遂とげる。

　そして艶つややかな髪かみから飛び出す、二本の『角』。

　一瞬にして彼女は『鬼』になった。しかもそれは……。

「お前はあの時の……！」

「久しぶりね、九鬼くん」

　くすくす、と夜見が笑う。今までと何ら変わらない様子で。

　彼女は口にする。

　聞きたくない事実を。

「どうぞよろしく。私が九頭龍の創始者であり、世界に終焉をもたらした者──」

　自らの『真名』を。




「──伊イ邪ザ那ナ美ミよんっ」




　清すが々すがしいほどの笑顔で、夜見は──否、伊邪那美はそう告げるのであった。






　あとがき




　どうも三みノの神かみ龍りゆう司じです。今回はキャラの大まかな紹しよう介かいをします。若じやつ干かんの本編のネタバレを含ふくみますのでご注意を。

【九く鬼き不ふ動どう】主人公。ハーレムとか言われるかもしれないが、そんなにモテてないです。というか、扱あつかい酷ひどいですからね、主人公なのに。いや主人公属性持ってるの満み月つきだから、もしかしたら主人公じゃないのかも……。別名、ふのー。

【空そら巡めぐりヒナ】メインヒロイン。けど変態だから扱いが酷過ぎる。でも実は作中きっての常識人。色々と哀あわれ。意外と不意打ちに弱い。

【新にい嘗なめ満月】サブヒロイン、かと思いきやこっちが主人公。誰だれよりもヒロインの乳を握にぎっている。ロリで可愛かわいいと言われるが、誰よりも男前。主人公属性を持っている。

【着ぐるみ】別名、若にやく王おう子じ宇う美み。今作では戦せん闘とうとかちゃんとするけど、基本は、コンニャクを投げつけたり、コンニャクを手て渡わたしたりしてるだけの着ぐるみ。

【千せん子じ瑠る璃り】弄いじられキャラ。とっても弄られやすい体質を持つ。今回は鼻血を噴ふくだけじゃないけど、やっぱり鼻血をよく噴いてる。

【九鬼明めい花か】不動の妹。ついんてーる。おませで悪戯いたずら好き。人をよく裸はだかエプロンにする。色んな意味で中々ハード。

【羽は柴しば氏し翔しよう真ま】登場が少ないけど、かなり強い。何気に対人において最強。

【大おお神がみ夜よ見み】新キャラ。きょにゅーのおねーさん。今回はさほどではないけど、癒いやし系けいキャラとなりうるかが今後の課題。

【草くさ上かみさん】新キャラ。三ノ神が気に入っているお方。再登場はなさそうだけど。

【功こう真じん巽たつみ】ダンディーさがとてもお気に入り。ワイン色のスーツも似合いそう。

【ぶりとにぃ】両性具有の完かん璧ぺきなる存在。不動よりも役に立つ。

　こんな所ですね。そんな訳でいつもの謝辞を。

　担当様、いつも申し訳ありません。次こそはちゃんとしっかりとした原げん稿こうを渡しますね。

　藤ふじ真ま拓たく哉や様、今回も素す晴ばらしいイラストありがとうございます。次巻はもしかしたらちょっとえぐい展開になるかもしれないのですが、よろしくおねがいします。

　そして最後にこの作品を読んでくださった方にお礼を申し上げます。お楽しみいただけたら、幸いです。もっと楽しんでいただけるように全身全ぜん霊れいで作品作りに向かっていきたいと思います。また次巻でお会いできることを願って。


三ノ神　龍司　　

















カバー・口絵・本文イラスト／藤真拓哉

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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